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ユーザーの皆様へ 

 

本マニュアルに記載された全ての情報、ドキュメンテーション、および製品仕様は、製造元であ

る ATEN International により、予告無く改変されることがあります。製造元 ATEN International は、

製品および本ドキュメントに関して、品質・機能・商品性および特定の目的に対する適合性につい

て、法定上の、明示的または黙示的であるかを問わず、いかなる保証もいたしません。 

 

弊社製品は一般的なコンピューターのメインフレームおよびインターフェースの操作・運用・管理

を目的として設計・製造されております。高度な動作信頼性と安全性が求められる用途、例えば軍

事使用、大規模輸送システムや交通インフラの制御、原子力発電所、セキュリティシステム、放送

システム、医療システム等における可用性への要求を必ずしも満たすものではございません。 

 

キーボード、マウス、モニター、コンピューター等、弊社製品に接続されるクライアントデバイスは、

それぞれベンダの独自技術によって開発・ 製造されております。そのため、これらの異なるデバイ

スを接続した結果、予期できない機器同士の相性問題が発生する可能性があります。 また、機器

の併用により、それぞれオリジナルで持つ機能を全て発揮できない可能性があります。異なる環

境・異なる機器の組み合わせにより、機能面での使用制限が必要になる可能性があります。 

 

本製品および付属のソフトウェア、ドキュメントの使用によって発生した装置の破損・データの損

失等の損害に関して、直接的・間接的・特殊な事例・付帯的または必然的であるかを問わず、弊社

の損害賠償責任は本製品の代金相当額を超えないものとします。 

 

製品をお使いになる際には、製品仕様に沿った適切な環境、特に電源仕様についてはご注意

のうえ、正しくお使いください。 
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ATEN ジャパン製品保証規定 

 

弊社の規定する標準製品保証は、定められた期間内に発生した製品の不具合に対して、すべ

てを無条件で保証するものではありません。製品保証を受けるためには、この『製品保証規定』お

よびユーザーマニュアルをお読みになり、記載された使用法および使用上の各種注意をお守りく

ださい。 
また製品保証期間内であっても、次に挙げる例に該当する場合は製品保証の適用外となり、有

償による修理対応といたしますのでご留意ください。 

 

◆使用上の誤りによるもの 

◆ 製品ご購入後の輸送中に発生した事故等によるもの 

◆ ユーザーの手による修理または故意の改造が加えられたもの 

◆ 購入日の証明ができず、製品に貼付されている銘板のシリアルナンバーも確認できないもの 

◆ 車両、船舶、鉄道、航空機などに搭載されたもの 

◆ 火災、地震、水害、落雷、その他天変地異、公害、戦争、テロリズム等の予期しない災害によっ

て故障、破損したもの 

◆ 日本国外で使用されたもの 

◆ 日本国外で購入されたもの 

 

【製品保証手順】 

弊社の製品保証規定に従いユーザーが保証を申請する場合は、大変お手数ですが、以下の手

順に従って弊社宛に連絡を行ってください。 

（1）不具合の確認 

製品に不具合の疑いが発見された場合は、購入した販売店または弊社サポート窓口に連絡の

上、製品の状態を確認してください。 この際、不具合の確認のため動作検証のご協力をお願いす

ることがあります。 

（2）本規定に基づく製品保証のご依頼 

（1）に従い確認した結果、製品に不具合が認められた場合は、本規定に基づき製品保証対応を

行います。製品保証対応のご依頼をされる場合は、RMA 申請フォームの必要項目にご記入の上、

『お客様の製品購入日が証明できる書類』を用意して、購入した販売店までご連絡ください。販売

店が不明な場合は、弊社までお問い合わせください。 

（3）製品の発送 

不具合製品の発送は宅配便などの送付状の控えが残る方法で送付してください。 
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【製品保証期間】 

製品保証期間は通常製品/液晶ディスプレイ搭載製品で異なります。詳細は下記をご覧くださ

い。 

   

①通常製品 

製品納品日～30 日 初期不良、新品交換※1 

31 日～3 年間 無償修理 

3 年以上 有償修理※2 

②液晶ディスプレイ搭載製

品 

製品納品日～30 日 初期不良、新品交換※1 

31 日～2 年間 無償修理 

2 年以上 有償修理※2 

 

※1…製品購入日から30日以内に確認された不具合は初期不良とし、新品交換を行います。初期

不良の場合の送料は往復弊社にて負担いたします。 

※2…有償修理の金額は別途製品を購入された販売店までお問い合わせください。 

※ケーブル類、その他レールキット等のアクセサリ類は初期不良の際の新品交換のみ、承ります。 

※EOL (生産終了)が確定した製品については、初期不良であっても無償修理対応とさせていただ

きます。また EOL 製品の修理に関して、上記無償修理期間中であっても、部材調達の都合等によ

り修理不可になる可能性がございます。そのような場合には、機能同等品による良品交換のご対

応となる可能性がございます。 

 

 

【補足】 

・本規定は ATEN/ALTUSEN ブランド製品に限り適用します。 

・ケーブル類は初期不良対応に準じます。 

・初期不良による新品交換の場合は、ATEN より発送した代替品の到着後、5 営業日以内に不具

合品を弊社宛に返却してください。返却の予定期日が守られない場合は弊社から督促を行います

が、それにも係わらず不具合品が返却されない場合は、代替機相当代金を販売代理店経由でご

請求いたします。 

・ラベルの汚損や剥がれなどにより製品のシリアルナンバーが確認できない場合は、すべて有償修

理とさせていただきます。 
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【免責事項】 

1. 弊社製品は一般的なコンピューターのメインフレームおよびインターフェースの操作・運用・管

理を目的として設計・製造されております。高度な動作信頼性と安全性が求められる用途、例えば

軍事使用、大規模輸送システムや交通インフラの制御、原子力発電所、セキュリティシステム、放

送システム、医療システム等における可用性への要求を、必ずしも満たすものではございません。 

2. キーボード、マウス、モニター、コンピューター等、弊社製品に接続されるクライアントデバイスは、

それぞれベンダの独自技術によって開発・製造されております。そのため、これらの異なるデバイス

を接続した結果、予期できない機器同士の相性問題が発生する可能性があります。また、機器の

併用により、それぞれオリジナルで持つ機能を全て発揮できない可能性があります。異なる環境・

異なる機器の組み合わせにより、機能面での使用制限が必要になる可能性があります。 

3. 他社製品の KVM スイッチ、キーボード・マウスコンバーター、キーボード・マウスエミュレーター、

KVM エクステンダー等との組み合わせはサポート対象外となりますが、お客様で自己検証の上で

あれば、使用を制限するものではありません。 

4. 製品に対しての保証は、日本国内で使用されている場合のみ対象とさせて頂きます。 

5. 製品やサービスについてご不明な点がある場合は、弊社技術部門までお問い合わせください。 
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製品についてのお問い合わせ 

 

製品の仕様や使い方についてのお問い合わせは、下記窓口または製品をお買い上げになった

販売店までご連絡ください。 

購入前のお問い合わせ 

 

ATEN ジャパン株式会社 営業部 

TEL：03-5615-5810 

MAIL:sales@atenjapan.jp 

購入後のお問い合わせ 

 

ATEN ジャパン株式会社 技術部 

TEL ：03-5615-5811 

MAIL :support@atenjapan.jp 
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FCC 

 

本製品は FCC Class A 装置です。一般家庭でご使用になると、電波干渉を起こすことがあ

ります。その際には、ユーザーご自身で適切な処置を行ってください。 

 

本製品は、FCC（米国連邦通信委員会）規則の Part15 に準拠したデジタル装置 Class A の

制限事項を満たして設計され、検査されています。この制限事項は、商業目的の使用におい

て、有害な障害が発生しないよう、基準に沿った保護を提供する為のものです。 

この操作マニュアルに従わずに使用した場合、本製品から発生するラジオ周波数により、他の

通信機器に影響を与える可能性があります。 

また、本製品を一般住宅地域で使用した場合、有害な電波障害を引き起こす可能性もあります。

その際には、ユーザーご自身の負担で、その障害を取り除いてください。 

 

RoHS 

 

本製品は『電気・電子機器に含まれる特定有害物質の使用制限に関する欧州議会及び理事会

指令』、通称 RoHS 指令に準拠しております。 

 

SJ/T 11364-2006 
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安全にお使い頂くために 

 

全般 

◆ 製品に同梱されるドキュメントは全てお読みください。またドキュメント類は全て保存してくださ

い。 

◆ 製品に関する注意・説明に従って取り扱ってください。 

◆ 落下による事故・製品の破損を防ぐため、設置場所は不安定な面（台車、簡易的なスタンドや

テーブル等）を避けるようにしてください。 

◆ 製品が水に濡れるおそれのあるような場所で使用しないでください。 

◆ 製品は熱源の近く、またはその熱源の上などで使用しないでください。 

◆ 製品のケースには必要に応じて通気口が設けられています。通気口のある製品は、安定した

運用を行うため、また製品の過熱を防ぐために、開口部を塞いだり覆ったりしないでください。 

◆ 製品をベッドやソファ、ラグなどの柔らかいものの上に置かないでください。開口部が塞がれ、

適切な通気が確保できずに製品が過熱する恐れがあります。 

◆ 製品にいかなる液体もかからないようにしてください。 

◆ 電源プラグを電源コンセントから抜く場合は、乾いた雑巾でプラグ周りのホコリを掃除してくださ

い。液体やスプレー式のクリーナーは使用しないでください。 

◆ 製品はラベルに記載されたタイプの電源に接続して運用してください。電源タイプについて不

明な場合は、購入された販売店もしくは電気事業者にお問い合わせください。 

◆ お使いの装置への損傷を避けるためにも、すべての装置を適切に接地するようにしてくださ

い。 

◆ 製品付属の電源ケーブルは安全のために 3 ピンタイプのプラグを使用しています。電源コンセ

ントの形状が異なりプラグを接続できない場合には電気事業者に問い合わせて適切に処置し

てください。アース極を無理に使用できない状態にしないでください。使用される国/地域の電

源形状に従ってください。 

◆ 電源コードやケーブルの上に物を置かないでください。人が通行するような場所避けて電源コ

ードを設置してください。 

◆ 電源の延長コードや電源タップを使用する場合は、合計容量とコードまたはタップの仕様が適

合していることを確認してください。電源コンセントにつながれている製品全ての合計アンペア

数は 15 アンペアを超えないようにしてください。 

◆ 突然の供給電力不安定や電力過剰・電力不足からお使いのシステムを守るために、サージサ

プレッサー、ラインコンディショナー、または無停電電源装置（UPS）をご使用ください。 

◆ システムケーブルや電源ケーブルは丁寧に取り扱ってください。これらのケーブル類の上には

何も置かないようにしてください。 
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◆ 危険な電圧ポイントへの接触やショートによって、発火したり感電したりするおそれがあります

ので、キャビネットのスロットには何も挿入しないでください。 

◆ 装置をご自身で修理せず、何かありましたら技術サポートまでご相談ください。 

◆ 下記の現象が発生した場合、コンセントをはずして技術サポートに修理を依頼してください。 

 電源コードが破損した。 

 装置の上に液体をこぼした。 

 装置が雨や水にぬれた。 

 装置を誤って落下させた、ないしはキャビネットが破損した。 

 装置の動作に異変が見られる。（修理が必要です） 

 製品マニュアルに従って操作しているにもかかわらず、正常に動作しない。 

◆ 技術サポートの修理が必要となる故障が発生するおそれがありますので、製品マニュアルに従

って操作してください。 

◆ 「UPGRADE」と書かれた RJ-11 コネクターを公衆通信網に接続しないようにしてください。 
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ラックマウント 

◆ ラックでの作業を始める前に、スタビライザーがラックに固定され床に接していること、また、ラッ

ク全体が安定した場所に置かれていることを確認してください。作業する前に、シングルラック

にフロントとサイドのスタビライザーを取り付けるか、結合された複数のラックにフロントスタビライ

ザーを取り付けてください。 

◆ ラックには下から上に向かって、一番重いアイテムから順番に取り付けてください。 

◆ デバイスを拡張する前にラックが水平で安定していることを確認してください。 

◆ ラックに供給する AC 電源の分岐回路が過剰供給にならないようご注意ください。ラック全体の

電源負荷は分岐回路の 80％を越えないように設定する必要があります。 

◆ ラックにマウントされたデバイスは、電源タップも含め、すべて正しく接地されていることを確認

してください。 

◆ ラックへの通気を十分に確保してください。 

◆ 本製品で定められている保管温度を超えないように、ラックが設置されている場所の室温を調

節してください。 

◆ ラックに設置されているデバイスが動作している際に、デバイスを踏んだりデバイスによじ登っ

たりしないでください。 
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同梱品 

 

KM0032/KM0532/KM0932 製品パッケージには下記のアイテムが同梱されています。 

 

 KM0032、KM0532、または KM0932 ×1 

 電源ケーブル    ×2 

 デイジーチェーンケーブル(KM0032 のみ） ×1 

 ラックマウントキット   ×1 

 フットパッドセット(4 個入)  ×1 

 多言語版クイックスタートガイド  ×1 

 

上記のアイテムがそろっているかご確認ください。万が一、欠品または破損品があった場合は

お買い上げになった販売店までご連絡ください。 

 

本ユーザーマニュアルをよくお読みいただき、正しい使用法により、本製品および接続する機

器を安全にお使いください。 

  



13 

 

本マニュアルについて 

 

このユーザーマニュアルは、KM0032/KM0532/KM0932 に関する情報や使用法について説

明しており、取り付け・セットアップ方法、操作方法のすべてを提供します。 

マニュアル構成は下記のようになっています。 

概要 

第1章 はじめに：KM0032/KM0532/KM0932 を紹介します。特長および機能の概要および製

品各部名称について説明します。 

 

第2章 ハードウェアのセットアップ：製品のセットアップ方法や基本操作手順について説明し

ます。 

 

第3章 スーパーアドミニストレーターによる初期設定：製品のネットワーク環境の設定、デフォ

ルトユーザーのアカウント/パスワードの変更等、スーパーアドミニストレーターが製品を

最初に利用する際に必要となるセットアップ方法について説明します。 

 

第4章 ログイン：ローカルコンソールやインターネットブラウザから KM0032/KM0532/KM0932

にログインする方法について説明します。 

 

第5章 ユーザーインターフェース：製品の GUI メニューの各項目について説明します。 

 

第6章 デバイス管理：スーパーアドミニストレーターによる、KM0032/KM0532/KM0932 の設

定・操作方法について説明します。 

 

第7章 ユーザー管理：スーパーアドミニストレーターやアドミニストレーターによる、ユーザーや

グループの作成・編集・削除、また、ユーザーやグループに対する属性の設定に関す

る各方法について説明します。 

 

第8章 ポートアクセス：「ポートアクセス」タブの特長と機能、およびこれらが提供するオプショ

ンの設定方法について説明します。 

 

第9章 コンソールからのポート操作：KM0032/KM0532/KM0932 のポートに接続されたデバイ

スへのアクセス・操作に関する各方法について説明します。 
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第10章 ログ：マトリックス KVM スイッチの内部で発生したイベントを確認する方法について説明

します。 

 

第11章 ログサーバー：KM0032/KM0532/KM0932 のログサーバーに関する情報について説

明します。 

 

第12章 メンテナンス：システム設定のバックアップ・リストア、ファームウェアアップグレードの実

行に関する各方法について説明します。 

 

第13章 RS-232 ポートの操作：KM0032/KM0532/KM0932 にシリアルターミナル経由で接続さ

れたデバイスへのアクセス・操作の各方法について説明します。 

 

第14章 LDAP サーバーの設定：LDAP 接続用のサーバーのセットアップや設定方法について

説明します。 

 

付録   製品の仕様および関連する技術情報や操作方法について説明します。 
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マニュアル表記について 

 

 

[   ] 

 

入力するキーを示します。例えば[Enter]はエンターキーを押します。複数

のキーを同時に押す場合は、[Ctrl + Alt]のように表記してあります。 

 

1. 

 

番号が付けられている場合は、番号に従って操作を行ってください。 

 

◆ 

 

◆印は情報を示しますが、作業の手順を意味するものではありません。 

 

→ 

 

矢印は操作の手順を示します。例えばStart → Runはスタートメニューを開

き、Run を選択することを意味します。 

 
重要な情報を示しています。 

 

 

※本マニュアルに記載されている商品名・会社名等は、各社の商標ならびに登録商標です。 
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第 1 章 

はじめに 
概要 

 

 KM0032/KM0532/KM0932 は、大企業の IT システム管理者が、複数台のサーバーを高度に

アクセス・管理できる機能を提供するマトリックス KVM スイッチです。最大 5 箇所(KM0532)/9 箇

所(KM0932)の KVM コンソール(キーボード、モニター、マウス)で操作するユーザーは、本製品

によって最大 32 台のコンピューターを同時に個別アクセスすることができます。また、本製品は

デイジーチェーン接続とカスケード接続を組み合わせてポートを拡張することで、最大 9 コンソ

ールから 8000 台以上のコンピューターを 1 段階目の KM0932 からアクセス・操作することが可能

です。 

 

 本製品は下表のモデルからラインナップされています。 

 

モデル コンソール 電源 

KM0032 0* デュアル 

KM0532 5 デュアル 

KM0932 9 デュアル 

 

* KM0032 は、KM0532/KM0932 のポート拡張専用 KVM スイッチのため、これ自体には、コン

ソ ー ル ポ ー ト が あ り ま せ ん 。 こ の ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ た 機 器 は 、 マ ス タ ー と な る

KM0532/KM0932 のコンソールからアクセスされます。 

 

 セットアップは、接続に必要となるケーブルをポートに接続するだけですので、簡単で時間も

かかりません。製品本体とコンソールデバイス(キーボード、モニター、マウス)の接続にはコンソ

ールモジュールを、また、本体とコンピューターの接続にはコンピューターモジュールをそれぞ

れ使用し、これらのモジュールで自動的にコンソール変換を行いますので、コンソールでPS/2と

USB インターフェースが混在していたり、PS/2、USB、Sun のコンピューターが混在したりしている

環境でもお使いいただけます。 

 

 RJ-45 ポートコネクターは自動信号補正(ASC)と併用されることで、ケーブルによる延長に伴う

ビデオ信号の劣化を自動補正し、サーバーに対して非ブロック式のフルアクセスを提供して、セ

キュアでリアルタイムな広帯域のビデオ出力を最大 300m 先まで転送します。 
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 本製品は UTP ケーブルを介して操作しますので、商用ビルに敷設されているカテゴリ 5e/6 ケ

ーブルの配線を利用できるといったメリットがあります。 

 

 サーバーへのアクセスや操作には、直感的で便利な GUI を使うことができます。さらに、ローカ

ルコンソールレベルにおいて、ひとたび内部ネットワークのセットアップが完了すると、システムア

ドミニストレーターは、各種 Web ブラウザからインターネット経由で KM0532/KM0932 の管理画

面にリモートアクセスすることができます。 
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特長 

 

◆ 製品に直結された最大 32 台のサーバーを 9 箇所(KM0932)/5 箇所(KM0532)のコンソール

から独立して同時に操作することが可能 

◆ 標準化された GUI - 全 ALTUSEN 製品の共通インターフェースを採用。トレーニングに費

やされる時間やコストを削減し、作業効率を向上 

◆ システム設定や管理が簡単な Web インターフェースを提供 

◆ 冗長電源対応 

◆ バーチャルメディア対応 - 操作 PC に接続されたストレージメディアを、バーチャルメディ

ア対応モジュールを使用して製品に接続されたサーバーでマウントが可能 

◆ 電源関連付け機能 - KVMポートをPN0108電源アウトレットに関連付け、製品インターフェ

ースからサーバーのリモート電源管理を実現 

◆ デュアルルート機能 –コンソールを最大 18 まで増設することが可能 

◆ RS-232ポートログイン機能 - KVMポートへのアクセスは製品に接続された全コンソールか

ら管理可能。KVM ポートにはどのコンソールからでもシングルインターフェースでアクセス

可能 

◆ コンソール選択機能を使用して、サーバーを簡単にモニタリングしたり操作したりできるコン

ソールのセットアップが可能 

◆ ビデオホットキーを使用して、ユーザーがコンソールのポート接続を他のポートへ切り替え

てモニタリングしたり操作したりすることが可能 

◆ 複数のコンソールが同じ KVM ポートにアクセスすることができるマルチキャストオーディオ

機能 – ポートからオーディオを一斉送信し、複数のコンソールからオーディオを聞くことが

可能 

◆ EDID モニター情報を取得し保存することで、最適な解像度を得られるようにコンピューター

モジュールをアップデートすることが可能 

◆ ツールバー無効機能 – ツールバーホットキーの使用時に画面にツールバーが表示される

のを無効にし、代わりにユーザーがすぐに GUI 画面に戻れるようにすることが可能 

◆ ログインモード無効機能でアクセス権限無しでログインすることが可能 

◆ リモート認証 – RADUIS、LDAP、TACACS、LDAPS、MS Active Director 対応 

◆ ATEN ログサーバー及びシステムログサーバー対応 

◆ 設定時間を節約可能 – マスターステーションを変更した際に、ユーザー/グループアカウ

ント、ステーションネーム、ポートアクセス権、ユーザープロファイルなどのユーザーアカウン

ト情報のバックアップやポートノート、サーバーネーム、ステーションネーム、アクセス権やグ

ループ/ユーザーネーム及びパーソナルプロファイルのリストアが可能 

◆ 最大 1,024 ユーザー、255 グループのアカウント作成が可能 
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◆ マルチメディア用オーディオ対応 – オーディオ対応コンピューターモジュールを使用して

オーディオ対応が可能 

◆ 3 段階のユーザー権限 - スーパーアドミニストレーター/アドミニストレーター/ユーザーの

3 種類のユーザーレベルを提供 

◆ ポートレベルのアクセスコントロール - 機器構成にかかわらず、サーバーにアクセスできる

のは権限が与えられたユーザーのみ 

◆ 高い拡張性 - デイジーチェーン接続は拡張専用 KVM スイッチ KM0032 を最大 7 台追加

可能。 

◆ 3 段階のカスケード接続に対応 – 8000 台以上のサーバー管理が可能  

◆ マルチプラットフォーム対応 - Windows、Linux、Mac、Sun、シリアルデバイス 

◆ セッション管理機能 - セッション強制終了機能によって管理者はユーザーログアウトの強

制執行が可能 

◆ デュアルインターフェース対応 - サーバー、コンソールともにPS/2またはUSBのキーボー

ド/マウスを組み合わせての使用が可能 

◆ フロントパネルにも搭載されたユーザーポート(1 箇所)は、システムメンテナンスに有効 

◆ ホットキーまたは GUI を使用して簡単にサーバーの選択が可能 

◆ ステーション追加時には OSD ポート一覧のツリーが自動展開 - ステーション/サーバーの

位置変更時にはポートネームを自動更新 

◆ リモートサーバー側での解像度の変更を検出し、ユーザー側のディスプレイで自動的に表

示調整 

◆ 選択したコンピューターのみを対象にモニタリングするオートスキャン機能搭載 

◆ 解像度 - 1,280×1,024@60Hz (最大 300m) 

◆ 自動信号補正機能(ASC) - サーバー/コンソール間の距離は最大300mまで延長可能。延

長距離の変更時にも DIP スイッチ等の設定不要 

◆ コンパクトなデザイン - システムラック 1U サイズでのマウントが可能 

◆ パス自動割当機能 - デイジーチェーン接続やカスケード接続の構成において使用パス

がビジー状態の際に、他にも利用可能なパスが存在する場合は、ユーザーをその利用可

能なパスにリダイレクト 

◆ 複数サーバーの同時利用に対応 - サーバー1 から出力された音楽を再生すると同時に、

サーバー2 でバーチャルメディアを利用することが可能 

◆ ファームウェアアップグレードは、デイジーチェーン接続やカスケード接続された KVM スイ

ッチとコンピューターモジュールすべてを対象に実行 
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◆ 多彩なポート操作モードで柔軟なサーバー管理を実現 - スキャン/排他/占有/共有/強

制の各操作モードを提供 

 スキャン – ユーザーが選択したコンピューターを対象に、自動モニタリングを実行 

 排他 – 最初にポートにアクセスしたユーザーが、そのポートに対する排他参照権限

を持ち、時間の制約を受けることなく操作することが可能 

 占有 - 最初にポートにアクセスしたユーザーが、そのポートに対する参照・アクセス

権限を持つが、他のユーザーは参照のみ可能 

 共有 - 複数のユーザーで同時にポートのアクセス・操作が可能 

◆ ブロードキャスト機能 - コマンドを製品配下にあるサーバーに一斉送信 

◆ 多言語対応 - 日本語、英語、ドイツ語、韓国語、中国語（繁体字/簡体字）、ロシア語 

◆ 自動スキュー補整対応(KA7240) - より優れたビデオ画質を提供するコンピューターモジュ

ール(KA7120、KA7130、KA7170、KA7176、KA7177、KA7178)に対応 

◆ 本製品と併用された、電源管理デバイス Power Over the NET™やシリアル管理デバイス

Serial over the NET™の各製品を同一 UI に統合 – コンピューターやシリアルデバイスのア

クセス・操作・電源管理がシングルインターフェースから可能 

◆ カ ス ケ ー ド 接 続 対 応 機 種  – 

KH1508A/KH1516A/KN2116A/KN2124v/KN2132/KN2140v/ 

KN4116/KN4124v/KN4132/KN4140v 

◆ KA7xxx モジュールを使用して、KA7230/KA7240 コンソールモジュールから直接コンピュ

ーターを接続することが可能 

◆ マルチビュー機能 - コンピューターモジュールとコンソールモジュールをそれぞれグルー

ピングすることでマルチヘッド出力のコンピューターをサポート 
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システム要件 

 

コンソール 

 KVM コンソールには下記のハードウェア環境が必要です。 

 

◆ 製品に接続して使用するコンピューターの解像度に適した、VGA・SVGA・マルチスキャン

モニター 

◆ キーボード・マウス (PS/2 または USB) 

 

 KM0532/KM0932 に KVM コンソールを接続するには、コンソールモジュールが必要です。こ

のコンソールモジュールを使用することで、KVM コンソール側で PS/2 と USB のインターフェース

が混在していても、柔軟にお使い頂くことができます。本製品に対応しているコンソールモジュ

ールは、下表のとおりです。詳細については代理店にお問い合わせいただくか、お使いのコン

ソールモジュールに同梱されているドキュメントをご参照ください。 

 

製品画像 説明 型番 

 

デュアル RJ-45 & RS-232 搭載 PS/2 - USB コンソールモジ

ュール 
KA7230 

 

バーチャルメディア & オーディオ対応 PS/2 - USB コンソ

ールモジュール(スキュー調整機能搭載) 
KA7240 

 

コンピューター 

 製品に接続して使用するコンピューターには、下記のハードウェア環境が必要です。 

 

◆ D-sub15 ピンのモニターポート、またはレガシーSun の場合は Sun 13W3 ビデオポートのつ

いたビデオグラフィックカードをそれぞれ搭載している、VGA・SVGA・マルチスキャンモニタ

ー 

◆ PS/2 マウス・キーボードポート(ミニ DIN6 ピン)、または 1 ポート以上の USB ポート。レガシ

ーSun の場合は Sun キーボードポート(ミニ DIN8 ピン) 
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ケーブル 

コンピューターモジュール 

 コンピューターモジュールは、マルチプラットフォームのコンピューター(PS/2、USB、Mac、Sun、

シリアル)やカスケード接続対応 KVM スイッチを KM0032/KM0532/KM0932 に接続する際に使

用するデバイスです。本製品に対応しているコンピューターモジュールは、下表のとおりです。

詳細については、代理店までお問い合わせください。 

製品画像 機能 型番 コネクター仕様 

 

PS/2 タイプコンソールポート

を持つコンピューターとの接

続 

KA7120 

キーボード用ミニ DIN6 ピン オス 

マウス用ミニ DIN6 ピン オス 

モニター用 D-sub15 ピン オス 

 

Sun レガシーコンピューター

との接続 
KA7130 

キーボード&マウス用ミニ DIN8 ピン 

オス 

モニター用 13W3 オス 

 

シリアル対応 KA7140 RS-232 DB-9 ピン メス 

 

USB コンソールポートを持

つコンピューター（Sun・Mac

含む）との接続 

KA7170 

キーボード&マウス用 USB タイプ A 

オス 

モニター用 D-sub15 ピン オス 

 

USB2.0 タイプコンソールポ

ートを持つコンピューターと

の接続に使用(バーチャルメ

ディア&オーディオ対応) 

KA7176 

キーボード&マウス用 USB タイプ A 

オス 

モニター用 D-sub15 ピン オス 

オーディオプラグ×2 

（表は次ページに続きます。） 
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製品画像 機能 型番 コネクター仕様 

 

USB2.0 タイプコンソール

ポートを持つコンピュータ

ーとの接続に使用(バーチ

ャルメディア&スマートカー

ドリーダー対応) 

KA7177 

キーボード&マウス用 USB タイプ

A オス 

モニター用 D-sub15 ピン オス 

オーディオプラグ×2 

スマートカード/CAC 用 USB タイ

プ A オス 

 

USB タイプコンソールポー

トを持つコンピューターと

の接続に使用(2 バス、バ

ーチャルメディア、オーデ

ィオ対応) 

KA7178 

キーボード&マウス用 USB タイプ

A オス 

モニター用 D-sub15 ピン オス 

オーディオプラグ×2 

 

 

接続ケーブル 

 その他、KM0032/KM0532/KM0932 のセットアップには下表のケーブルが使用されます。 

機能 種類 

コンソールモジュールまたはコンピューターモジュール

を製品に接続 

カテゴリ 5e またはカテゴリ 6 対応のイーサネットケ

ーブル 

製品をデイジーチェーン接続 LIN5-68H1-H11G (35cm) 
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OS 

本製品の対応 OS は下表のとおりです。 

OS バージョン 

Windows 2000 以降 

Linux Red Hat 7.1 以降 

Fedora Core 2 以降 

SuSE 9.0 以降 

Mandriva (Mandrake) 9.0 以降 

UNIX AIX 4.3 以降 

FreeBSD 4.2 以降 

Sun Solaris 8 以降 

Novell Netware 5.0 以降 

Mac OS 9 以降 
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製品各部名称 

 

KM0532/KM0932 フロントパネル 

 

No. 名称 説明 

1 電源 LED ユニットに給電されている時には、この LED がブルーに点灯

します。 

2 KVM ポート LED この LED は、対応 KVM ポートのステータスを表します。詳細

は下記の通りです。 

 

◆ グリーンに点灯：対応ポートに接続されたコンピュータ

ーがオンライン状態です。 

◆ グリーンに点滅：対応ポートには KVM スイッチがカスケ

ード接続されています。 

◆ レッドに点灯：対応ポートが選択されている(KVM 操作

が可能である)ことを表します。 

◆ 対応ポートに接続されているデバイスがオンライン状態

でない場合には、この LED は点灯しません。 

（表は次ページに続きます。） 
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No. 名称 説明 

3 コンソール（ユーザー）

ポート LED 

対応ユーザーポートに接続されたコンソールモジュールがオ

ンライン状態である時に、この LED がグリーンに点灯します。 

4 LAN LED  データ転送速度が 10Mbps である場合、この LED はオ

レンジに点灯します。 

 データ転送速度が 100Mbps である場合、この LED はグ

リーンに点灯します。 

 データの戦争中には、この LED は点滅します。 

5 リセットスイッチ このスイッチを押すとシステムリセットを実行します。リセットさ

れると、本体からビープ音が出力され、リセットが完了するま

で LED は連続して点滅します。リセットが完了すると、再びロ

グインできるようになります。 

 

注意：このボタンはピンホール型になっておりますので、クリ

ップの先など細くて尖っているもので押してください。 

6 カバーラッチ  

7 ファームウェアアップグ

レードリカバリースイッチ 

通常操作時で、ファームウェアアップグレードを実行している

間は、このスイッチを「NORMAL」の位置に合わせておく必

要があります。ファームウェアアップグレードがうまくいかなか

った場合には、このスイッチを使ってファームウェアアップグ

レードのリカバリーを行います(p.182 「ファームウェアアップ

グレードのリカバリー」参照)。 

8 コンソール（ユーザー）

ポート 

サーバー管理の際に便利なように、フロントパネルにもコンソ

ールポートが提供されています。 
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KM0032 フロントパネル 

 

 

No. 名称 説明 

1 電源 LED ユニットに給電されている時には、この LED がブルーに点灯

します。 

2 KVM ポート LED この LED は、対応 KVM ポートのステータスを表します。詳細

は下記の通りです。 

 

◆ グリーンに点灯：対応ポートに接続されたコンピュータ

ーがオンライン状態です。 

◆ グリーンに点滅：対応ポートには KVM スイッチがカスケ

ード接続されています。 

◆ レッドに点灯：対応ポートが選択されている(KVM 操作

が可能である)ことを表します。 

◆ 対応ポートに接続されているデバイスがオンライン状態

でない場合には、この LED は点灯しません。 

3 ステーション ID LED KM0032 のステーション ID がここに表示されます。ここでは、

デイジーチェーン接続の構成における KM0032 の位置を表

示します。この構成における 1 台目のステーションには、ステ

ーション ID として 01 が、2 台目のステーションには 02 が、と

いった要領で付番されます。 

（表は次ページに続きます。） 
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No. 名称 説明 

4 リセットスイッチ このスイッチを押すとシステムリセットを実行します。リセットさ

れると、本体からビープ音が出力され、リセットが完了するま

で LED は連続して点滅します。リセットが完了すると、再びロ

グインできるようになります。 

 

注意：このボタンはピンホール型になっておりますので、クリ

ップの先など細くて尖っているもので押してください。 

5 カバーラッチ  

6 ファームウェアアップグ

レードリカバリースイッチ 

通常操作時で、ファームウェアアップグレードを実行している

間は、このスイッチを「NORMAL」の位置に合わせておく必

要があります。ファームウェアアップグレードがうまくいかなか

った場合には、このスイッチを使ってファームウェアアップグ

レードのリカバリーを行います(p.182「ファームウェアアップグ

レードのリカバリー」参照)。 
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KM0532/KM0932 リアパネル 

 

 
 

No. 名称 説明 

1 電源ソケット AC 電源に接続するための電源コードをここに接続します。

左側のソケットはソケット 1、右側のソケットはソケット 2 です。 

2 電源スイッチ これらのスイッチを使って、KM0532/KM0932 の電源を

ON/OFF にします。左側にある「スイッチ 1」はソケット 1 を、

右側にある「スイッチ 2」はソケット 2 をそれぞれ制御します。 

3 PON ポート 電源管理デバイス Power Over the NET™を併用する場合

は、このコネクターを使って接続します。この Power Over the 

NET™シリーズは、配下にあるコンピューターの電源管理を

遠隔地から行う機能を提供する製品です。詳細については

代理店までお問い合わせください。 

4 コンソールポート コンソールモジュールに接続されたカテゴリ 5e/6ケーブルは

このポートに接続します。 

（表は次ページに続きます。） 
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No. 名称 説明 

5 KVM ポート KM0532/KM0932 とコンピューターモジュールの接続に使用

するカテゴリ 5e/6 ケーブルは、このポートに接続します（p.40

参照）。 

6 グランドターミナル 製品のアースに使用する接地線は、ここに接続します。 

7 CHAIN OUT ポート デイジーチェーン接続された KM0032 の CHAIN IN ポートと

このポートをデイジーチェーンケーブルで接続します（p.49

参照）。 

8 LAN ポート LAN、WAN、イントラネットに接続されているケーブルをここ

に接続します。 
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KM0032 リアパネル 

 

 

 

No. 名称 説明 

1 電源ソケット AC 電源に接続する電源コードをここに接続します。左側の

ソケットはソケット 1、右側のソケットはソケット 2 です。 

2 電源スイッチ これらのスイッチを使って、KM0032 の電源を ON/OFF にし

ます。左側にある「スイッチ 1」はソケット 1 を、右側にある「ス

イッチ 2」はソケット 2 をそれぞれ制御します。 

3 PON ポート 電源管理デバイス Power Over the NET™を併用する場合

は、このコネクターを使って接続します。この Power Over the 

NET™シリーズは、配下にあるコンピューターの電源管理を

遠隔地から行う機能を提供する製品です。詳細については

代理店までお問い合わせください。 

4 KVM ポート KM0032 とコンピューターモジュールの接続に使用するカテ

ゴリ 5e/6 ケーブルは、このポートに接続します（p.40 参照）。 

5 デイジーチェーンポート KM0032 をデイジーチェーン接続する場合（p.49 参照）は、

デイジーチェーンケーブルをここに接続します。上のポート

は「CHAIN IN」ポート、下のポートは「CHAIN OUT」ポートで

す。 

（表は次のページに続きます） 

 

  



32 

 

No. 名称 説明 

6 ファームウェアアップグ

レードポート 

ファームウェアの更新をリカバリーモードで実行する場合に

は、アドミニストレーターのコンピューターと、この RJ-45 ポー

トを LAN で接続します。 

7 グランドターミナル 製品のアースに使用する接地線は、ここに接続します。 
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第 2 章 

ハードウェアのセットアップ 
概要 

 

PS/2 や USB インターフェースが混在した環境でも便利で柔軟にお使いいただけるように、

KM0532/KM0932 は、KVM コンソールと KVM スイッチ間の信号変換媒体として機能するコンソ

ールモジュールといった機器を使用した設計を採用しております。これによって、同じ機器構成

において PS/2 と USB インターフェースを混在させることができるようになります。 

 

また、本製品では、KVM スイッチとコンピューター間の媒体として機能するコンピューターモジュ

ールといった機器も使用しており、マルチプラットフォームに対応しています。 

 

 
 

コンソールモジュールは KVM コンソールごとに、また、コンピューターモジュールはコンピュー

ターごとにそれぞれご用意ください。本製品に対応しているコンソールモジュールおよびコンピ

ューターモジュールの詳細については p.22 をご参照ください。 

 

コスト削減に貢献する特長として、KM0032 は KM0532 や KM0932 にデイジーチェーン接続し

てポートを増設するのに使用できます。KM0032 に接続されたデバイスには、KM0532 や

KM0932 のコンソールからアクセスできますので、KM0032 自体にはコンソールデバイスを接続

する必要がありません。 
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セットアップの前に 

 

 

1. 機器の設置に際し重要な情報を p.9 に記載しています。作業の前に、必ず

目を通してください。 

2. 今から接続する装置すべての電源がオフになっていることを確認してくださ

い。キーボード起動機能がついている場合は、コンピューターの電源ケー

ブルも抜いてください。 

 

デバイスの卓上設置とラックマウント 

 

製品は卓上に置いたり、ラックのフロント側・リア側にマウントしたりして使用することができます。

以下のセクションでは製品の卓上設置とラックマウントの方法について説明します。 

 

卓上設置 

本体と接続されるケーブルの重量に耐えられる安定した水平な場所であれば、どんな場所にでも

製品を設置することが可能です。製品本体や、製品にデイジーチェーン接続されたユニットを置く

際には、同梱ゴム製フットパッドの裏面のはくり紙をはがし、下図のように製品底面の四隅に貼り付

けてください。 

 

 

注意： 機器への通気を確保するために、製品の両側面は 5cm 程度以上、また、背面は

配線のスペースを考慮して 13cm 以上の空間を設けるようにしてください。 
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ラックマウント 

 本製品は EIA 規格 19 インチラックの 1U サイズでマウントできる製品です。マウントブラケット用の

ネジ穴は機器のフロント側とリア側に設けてありますので、用途に応じて製品本体をラックのフロント

側、リア側のどちらにでも設置することが可能です。 

 

ラックのフロント側にマウントする場合 

 製品をラックのフロント側にマウントする場合は、以下の手順で作業を行ってください。 

 

1. 下図のように、ブラケットを取り付ける側についているネジをはずします。 

 

2. ラックマウントキットに同梱されているネジを使用して、マウント用ブラケットを下図のようにフロ

ント側に取り付けます。 

 

3. ブラケットを取り付けた製品を、ラックのフロント側にスライドさせて、ブラケットのねじ穴がラック

のねじ穴に合うように位置を調節してください。 
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4. ブラケットをネジでラックに固定してください。 

 

 

注意： ケージナットは製品には同梱されていませんので、お手数ですが別途ご用意くださ

い。 
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ラックのリア側にマウントする場合 

 製品をラックのリア側にマウントする場合は、以下の手順で作業を行ってください。 

 

1. 下図のように、ブラケットを取り付ける側についているネジをはずします。 

 

2. ラックマウントキットに同梱されているネジを使用して、マウント用ブラケットを下図のようにフロ

ント側に取り付けます。 
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3. ブラケットを取り付けた製品を、ラックのフロント側にスライドさせて、ブラケットのねじ穴がラック

のねじ穴に合うように位置を調節してください。 

 

4. ブラケットをネジでラックに固定してください。 

 

 

注意： ケージナットは製品には同梱されていませんので、お手数ですが別途ご用意くださ

い。 
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デバイスの接地 

 

 お使いの機器への損傷を防ぐためには、使用するすべてのデバイスを適切に接地する必要

があります。 

 接地線の一端をグランドターミナル（p.30 参照）に、もう一端を適切な接地端子にそれぞれ接

続して製品本体を接地してください。 
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単体構成でのセットアップ 

 

製品を単体構成で使用する場合は、他の KVM スイッチをカスケード接続したりデイジーチェ

ーン接続したりする必要はありません。単体構成で使用する場合は、p.4242 の接続図（図内に

おける番号は手順に対応）をご参照の上、以下の手順でセットアップしてください。 

 

1. KVM コンソールを接続してください。 

お使いのキーボード、モニター、マウスをそれぞれ、コンソールモジュールの対応ポートに接

続してください。ポートには、接続するデバイスがアイコンとカラーリングで識別できるようにな

っています（p.228 参照）。 

 

2. コンソールモジュールを KM0532/KM0932 に接続してください。 

コンソールモジュールの「LINE IN 1」または「LINE IN 2」ポートと、KM0532/KM0932 リアパネ

ルのコンソール(ユーザー)ポートをカテゴリ 5e/6 ケーブルで接続してください。 

(接続する KVM コンソールすべてに対して、上記の 1～2 の手順の作業を繰り返してください。

この方法で、最大 5 箇所(KM0532)/9 箇所(KM0932)の KVM コンソールを接続することができ

ます。(コンソール(ユーザー)ポートは、フロントパネルに 1 ポート、リアパネルに 4 または 8 ポー

トあります。)) 

注意： コンソールモジュールからコンピューターモジュールまでの距離が 300m を超え

ないようにセットアップしてください。 

 

3. コンピューターモジュールをコンピューターに接続してください。 

接続コンピューターに適したコンピューターモジュールを使って、コンピューターモジュールの

コネクターをコンピューターの対応ポートにそれぞれ接続してください(p.229 参照)。 

 

4. コンピューターモジュールを KM0532/KM0932 に接続してください。 

カテゴリ 5e/6 ケーブルを使って、コンピューターモジュールを KM0532/KM0932 の KVM ポー

トに接続してください。 

(接続するコンピューターすべてに対して、上記の 3～4 の手順の作業を繰り返してください。こ

の方法で、最大 32 台のコンピューターを接続することができます。) 

 

5. LAN または WAN に接続されているケーブルを、KM0532/KM0932 の LAN ポートに接続して

ください。 
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6. PON ユニットを接続してください。(オプション) 

カテゴリ 5e/6 ケーブルを使って、KM0532/KM0932 の PON ポートと SA0142 アダプターを接

続し、このアダプターを電源管理デバイス PN0108 の PON IN ポートに接続してください(p.230

参照)。 

 

7. 製品本体を接地してください。 

接地線を使用して、本体のグランドターミナルをアース端子に接続してください。 

注意： この手順は省略しないでください。適切に接地を行うことで、サージや静

電気によるダメージからお使いの機器を守ることができます。 

 

8. 製品の電源ソケットに電源ケーブルを接続し、その電源ケーブルをAC電源に接続してくだ

さい。電源ケーブルを接続したら、KM0532/KM0932 に電源を入れてください。 

 

9. コンソールモジュールの電源アダプターをコンソールモジュール本体に接続したら、これを

AC 電源に接続してください。 

 

10. コンピューターの電源を入れてください。 
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単体構成 接続図 
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複数構成でのセットアップ 

 

 本製品は複数台のユニットでポートを拡張することで、接続できるコンピューターの台数を増やす

ことができます。KM0532/KM0932 は、下記の 2 種類の方法でポートの拡張が可能です。 

 

◆ カスケード接続 

◆ デイジーチェーン接続 

 

概要 

 カスケード接続は、親機として使用する KVM スイッチ(配下に接続されたコンピューターがある

KVM スイッチ)の KVM ポートと、子機として使用する KVM スイッチのコンソールポートを接続してポ

ートを拡張する方法です。 

 

 デイジーチェーン接続は、専用のデイジーチェーンポート(p.49の接続図参照)を使ってKVMスイ

ッチを増設していく方法です。 

 

 KM0532/KM0932 は、このカスケード接続とデイジーチェーン接続のどちらの方法でも拡張でき

ますので、大規模なサーバーシステムにも対応が可能です。後のセクションでは、カスケード接続、

デイジーチェーン接続に関する詳細や手順について説明します。 

 

カスケード接続 

 KM0532/KM0932は、同一モデル(KM0532/KM0932)を使用する場合は3段階のカスケード接続

に対応しております。また、その他の対応KVMスイッチ(p.226参照)を使用する場合は、1段階のカ

スケード接続が可能です。言い換えれば、スレーブとなる KVM スイッチは KM0532/KM0932 以外

の KVM スイッチからはカスケード接続することができないということになります。 

 

 GUI 互換のあるカスケード接続された KVM スイッチのユーザーインターフェースは、

KM0532/KM0932 の GUI に統合され、1 段階目のコンソールがユーザーインターフェースを呼び出

したときに、カスケード接続されたすべての KVM スイッチに接続された全コンピューターを一覧表

示するポートディレクトリがサイドバーツリー(p.60 参照)に表示されるようになります。 
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注意： 1. カスケード接続された KVM スイッチで GUI 互換のないものは、サイドバーツリー

に KVM スイッチだけが表示されます。ここにアクセスすると、各 KVM スイッチ固

有の GUI が表示され、ここからポート切替ができます。 

2. 対応 KVM スイッチ、およびこれらの GUI の互換性に関する情報は、p.226 の付

録に記載されていますので、そちらをご参照ください。 

 

 カスケード接続の構成では、親機～子機間のバス接続数によって、子機の KVM ポートに同時ア

クセスできるユーザー数が決まります。親機の KVM ポートと子機のコンソールポートを接続すること

に よ っ て 、 バ ス 接 続 が 確 立 し ま す 。 KM0532/KM0932 は 、 カ ス ケ ー ド 接 続 さ れ た 各

KM0532/KM0932 に対しては最大 5(KM0532)または 9(KM0932)バス接続を、その他の KVM スイッ

チに対しては 1 バスをそれぞれサポートします。 

 

 1 段階目の KM0532/KM0932 にあるすべての KVM コンソールが、ここからカスケード接続された

KM0532/KM0932 の KVM ポートに同時にアクセスできるようにするために、1 段階目の親機から子

機の間で使用する最大バス接続数を設定する必要があります。これらの 2 台の KVM スイッチが直

接接続されていない場合は、その間にある KVM スイッチで親機から子機の間で使用する最大バス

接続数を保持する必要があります。 

 

 カスケード接続された KVM スイッチの KVM ポートに接続された KVM コンソールは、カスケード

レベルの KVM ポートに加え、カスケード接続された子機のポートにもアクセスすることができますが、

カスケードレベルよりも上にある KVM スイッチの KVM ポートにはアクセスすることができません。 
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KM0532/KM0932 のカスケード接続 

注意： カスケード接続に使用する KM0532/KM0932 のファームウェアバージョンはすべて、1

段階目の KM0532/KM0932 のファームウェアバージョンと同じでなければなりません。 

 

 KM0532/KM0932 をカスケード接続する場合は、p.46 の接続図を参考にしながら、下記の手順に

従ってセットアップを行ってください。 

 

1. KVM コンソールをコンソールモジュールに接続してください。 

 

2. コンソールモジュールを KM0532/KM0932 に接続してください。 

注意： コンソールモジュールからコンピューターモジュールまでの距離、及び 1 段階目

の KVM スイッチから最終段階の KVM スイッチまでの距離が 300m を超えないよ

うにセットアップしてください。 

 

3. カテゴリ 5e/6 ケーブルを使って、親機の KVM ポートと子機のコンソールポートを接続してくだ

さい。 

 

4. カスケード接続したい 2 段階目の KVM スイッチに対して、手順 3 の作業を行ってください。 

 

5. コンピューターや電源ケーブル等の接続方法については、単体構成のセットアップ手順に従

ってください(p.40 参照)。 

 

6. 3 段階目の KVM スイッチをカスケード接続する場合は、2 段階目の KVM スイッチからカスケ

ード接続する際の手順 3～5 のセットアップ手順に従ってください。 

 

7. 1 段階目の KM0532/KM0932 に電源を入れてください。 

注意： 1. 1 段階目の KVM スイッチに接続されている KVM コンソールがあった場合、

これらの KVM コンソールがカスケード接続された KVM スイッチに対して同

時アクセスできるコンソール数は、親機～子機間のコンソールポート接続数

によって制限されます。 

2. コンソールモジュールからコンピューターモジュールまでの距離が 300m を

超えないようにセットアップしてください。 

注意： カスケード接続された KVM スイッチへのリモートアクセスは、1 段階目の KVM ス

イッチを介して行われますので、親機からカスケード接続しているこれらの KVM

スイッチをネットワークに接続する必要はありません。 
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8. 1 分ほど経過したら、2 段階目の KM0532/KM0932 に電源を入れてください。 

 

9. さらに 1 分ほど経過したら、3 段階目の KM0532/KM0932 に電源を入れてください。 

 

10. コンソールモジュールに同梱されている電源アダプターをコンソールモジュールのリアパネル

にある電源ジャックに接続し、この電源アダプターを AC 電源に接続してください。 

 

11. すべてのコンピューターに電源を入れてください。 

 

KM0532/KM0932 カスケード接続 接続図 
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他の KVM スイッチのカスケード接続 

 KM0532/KM0932 以外の KVM スイッチをカスケード接続する場合には、コンピューターモジュー

ルが必要となります。このコンピューターモジュールは、KM0532/KM0932 のポート信号を、カスケ

ード接続の対象となる KVM スイッチのコネクターに適した信号に変換します。 

 

注意： KM0532/KM0932以外のKVMスイッチをカスケード接続した場合、その先に更にカス

ケード接続をすることはできません。 

 

 KM0532/KM0932 以外の KVM スイッチをカスケード接続する場合は、下記の手順に従ってセット

アップしてください。 

 

1. カテゴリ 5e/6 ケーブルを使って、KM0532/KM0932 の KVM ポートと、カスケード接続に使用

する KVM スイッチに適したコンピューターモジュールを接続してください(コンピューターモジ

ュールと、これらが対応しているプラットフォームについては p.22 参照)。 

2. コンピューターモジュールの各コネクターを、KVM スイッチのコンソールポートの対応ポートに

それぞれ接続してください。 

 

他の KVM スイッチのカスケード接続 接続図 
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デイジーチェーン接続 

 1 段階目の KM0532/KM0932 からは、最大７台の KM0032 をデイジーチェーン接続することがで

きます。KM0932 は 9 箇所の独立した KVM コンソールに、また、KM0532は 5 箇所の独立した KVM

コンソールにそれぞれ対応しています。デイジーチェーン接続の構成では、KM0532/KM0932 の

KVM コンソールから配下にある全コンピューターに対してアクセスや操作が可能です。 

 

注意： デイジーチェーン接続された KVM スイッチからは、他の KVM スイッチをカスケード接

続することができません。 

 

 製品をデイジーチェーン接続の構成でお使いになる場合は、p.49 の接続図を参考にしながら、

下記の手順に従ってセットアップを行ってください。 

 

1. デイジーチェーンケーブル（p.22 参照）で、親機となる KM0532/KM0932 の CHAIN OUT ポー

トと、1 台目の KM0032 の CHAIN IN ポートを接続してください。 

注意： KM0532/KM0932 から、デイジーチェーン接続の末端にある KM0032 の間の距

離が 50m を超えないようにセットアップしてください。 

 

2. 単体構成のセットアップ手順（p.40 参照）に従って、コンピューター、LAN、電源ケーブル等の

接続を行ってください。 

 

3. 他にもシステムに追加する KM0032 がある場合は、デイジーチェーンケーブル（p.22 参照）を

使って、親機となる KVM スイッチの CHAIN OUT ポートと、子機となる KVM スイッチの CHAIN 

IN ポートを接続してください。 

 

4. 下記の手順に従って、機器に電源を入れてください。 

a) 1 段階目の KVM スイッチ(KM0532 または KM0932)に電源を入れてください。 

 

b) デイジーチェーン接続の構成における 2 台目の KVM スイッチから順番に電源を入れて

いってください。各 KVM スイッチに電源を入れる際には必ず、ステーションが位置を認識

し、ステーション ID LED に表示されたことを確認してから、次のステーションに電源を入

れるようにしてください。(1 台目の KM0032 には「01」、2 台目の KM0032 には「02」という

ようにステーション ID が付番されます。) 

 

c) すべての KVM スイッチに電源が入ったことが確認できたら、接続されているコンピュータ

ーに電源を入れてください。 
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デイジーチェーン接続 接続図 

 

 

ネットワーク管理 

 

 KM0032/KM0532/KM0932 のネットワークがローカルコンソールから設定される(p.53 参照)と、管

理操作は Web ブラウザを使用してネットワーク経由でリモートから実行できるようになります。 

 

 カスケード接続された KVM スイッチは、1 段階目の KVM スイッチからリモート管理できますので、

これらの KVM スイッチをネットワークに接続する必要はありません。 
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接続に関する注意事項 

 

 RJ-45 の KVM ポートと自動信号補正機能(ASC)によって、KVM 信号の安定性や質を維持しなが

ら、最大 300m まで延長することができます。このため、カテゴリ 5e/6 ケーブルによって配線された

商用ビルのインフラを活用して製品を導入することができます。 

 

 データ信号はパケット形式で転送される訳ではありませんので、ネットワークハブやネットワークス

イッチを介してデータ転送することはできません。代わりに、パッチパネル、キーストンジャック、パッ

チケーブル等の受動部品が使用できます。 

 

コンピューターモジュール ID 機能 

 コンピューターモジュールの情報（モジュールの ID、ポートネーム、キーボード言語、アクセスモ

ードなど）はコンピューターモジュールに保存されます。本製品のコンピューターモジュール ID 機

能はこの情報を読み取り、コンピューターモジュールの設定情報（アクセス権など）とともにこれをデ

ータベースに保存します。このため、サーバーをコンピューターモジュールとともに別のポートへ移

動した場合でも、コンピューターモジュールの ID 機能が新しい位置を保存するので別途これらの

情報を設定する必要はなく、ポート番号が変更されるだけです。 

 

 しかし、サーバーとコンピューターモジュールを一緒に別の KVM スイッチに移設すると、モジュー

ルに保存された情報だけがそのまま保持されます。これ以外の設定情報については、再設定を行

うか、「バックアップ/リストア」機能（p.177 参照）を使用しなければなりません。 

 

 ポート設定はコンピューターモジュールに保存されるので、接続していたモジュールとサーバー

を一緒に移設しなかった場合やモジュールに別のサーバーを接続する場合は、新しいサーバー

のポート設定を手動で設定する必要があります。ポート設定の詳細については、p.123 「ポート選

択サイドバー」を参照してください。 
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第 3 章 

スーパーアドミニストレーターによる 

初期設定 
概要 

 

 KM0032/KM0532/KM0932 では、下表の 3 種類のユーザータイプに対応しています。 

 

ユーザータイプ 役割 

スーパーアドミニストレーター ポートやデバイスのアクセス・管理、ユーザーやグループの

管理、システム設定、個人作業環境の設定を行います。 

アドミニストレーター 操作権限が与えられたポートやデバイスのアクセス・管理、ユ

ーザーやグループの管理、個人作業環境の設定を行いま

す。 

ユーザー 操作権限が与えられたポートやデバイスのアクセス・管理、

個人作業環境の設定を行います。 

 

 本章では、スーパーアドミニストレーターによって行われる製品の管理方法について説明しま

す。 

 

初回使用時に必要なセットアップ 

 

 KM0032/KM0532/KM0932 のハードウェアのセットアップが完了したら、スーパーアドミニストレー

ターは、ユーザーが使用できるようにシステムのセットアップを行う必要があります。このセットアップ

には、ネットワークパラメーターの設定やユーザーの追加といった作業が含まれます。システムに対

して初めてこれらの設定を行う際には、コンソールから作業するのが便利です。 

 

注意： ネットワーク設定をリモートから行う場合は、p.217 「IP アドレスの設定」をご参照くださ

い。 
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 コンソールが接続され(p.40 参照)、KM0032/KM0532/KM0932 に電源が入ると、下図のような画

面がコンソールモニターに表示されます。 

 

 

 初回ログインの際にはデフォルトユーザーのアカウントでログインしてください。ユーザーネームは

「ADMINISTRATOR」、パスワードは「password」です。 

 

注意： セキュリティのために、このパスワードは後で変更してください(p.54 「スーパーアドミニ

ストレーターのログイン情報の変更」参照)。 

 

 ログインに成功すると、下図のようなコンソールの GUI 画面が表示されます。 
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ネットワーク設定 

 ネットワークのセットアップを行う場合は、下記の手順に従って操作してください。 

 

1. 「デバイス管理」タブをクリックしてください。 

 

2. メニューバーの「ネットワーク」を選択してください。このメニューを選択すると下図のような画面

が表示されます。 

 

 

3. p.73 「ネットワーク」に記載されている内容に従って、各欄に値を入力してください。 
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スーパーアドミニストレーターのログイン情報の変更 

 デフォルトのスーパーアドミニストレーター用のパスワードを変更するには以下の手順に従ってく

ださい。 

 

1. 「ポートアクセス」タブをクリックしてください。 

 

2. メニューバーの「参照」を選択してください。 

 

 

3. 「旧パスワード」欄に現在のパスワードを入力してください。 

 

4. 「新パスワード」欄に新しいパスワードを入力してください。 

 

5. 新しいパスワードの入力に誤りがないことを確認するために、「パスワード確認」欄に新しいパ

スワードを入力してください。 

 

6. 「保存」ボタンをクリックしてください。 
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操作を続けるには 

 

 ネットワークを設定し、デフォルトのスーパーアドミニストレーターのユーザーネーム・パスワードを

変更したら、ユーザー管理、デバイス管理、ファームウェアアップグレードといった、他の管理操作

に進むことができます。 

 

 これらの操作は、コンソールからでも Web ブラウザを使ったリモートアクセスからでも行うことができ

ます。お使いの環境に適した方法で作業してください。 

 

注意： ファームウェアアップグレードはコンソールからは実行することができません。この操作

は、Web ブラウザからログインして実行してください。 
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第 4 章 

ログイン 
概要 

 

 KM0032/KM0532/KM0932 には、ローカルコンソールとインターネットブラウザのどちらからで

もアクセスすることができます。リモートからでも管理操作が行えるように、ブラウザアクセス方法

が提供されています。ポート切替とポート操作はコンソールからのみ実行可能です。 

 

 KM0032/KM0532/KM0932 にどの方法でアクセスしても、KVM スイッチへの認証にはユーザ

ーネームとパスワードが必要になります。ログイン情報が間違っていると、認証ルーチンからユー

ザーネームとパスワードのエラーメッセージが返ってきます。このメッセージが表示されたら、正

しいユーザーネームとパスワードで再ログインしてください。 

 

注意： ログインに連続で失敗した回数が、スーパーアドミニストレーターによって設定された

ログイン再試行可能回数を超えた場合、ロックアウトされます。再ログインするには、

このロックアウト時間が時間切れになるまで待機しなければなりません。詳細につい

ては、p.97 「最大ログイン失敗」をご参照ください。 

 

 

コンソールからのログイン 

 

 電源が入った KM0532/KM0932 にコンソールが接続されており、ユーザーがここからログインして

いない場合、モニターには下図のような KM0532/KM0932 のログイン画面が表示されます。 
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 コンソール UI 画面を表示するには、ユーザーネームとパスワードを入力して、「Login」ボタンをク

リックしてください。 

注意： お使いの機種が KM0532 の場合は「KM0532 ログイン」が、KM0932 の場合は

「KM0932 ログイン」が、それぞれタイトルバーに表示されます。KVM スイッチが利用

できない場合は、「デバイスが接続されていません。」というメッセージが表示されま

す。 
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ブラウザからのログイン 

 

 KM0532/KM0932 には、どのようなプラットフォームからでもインターネットブラウザ経由で管理画

面にアクセスすることができます。 

 

注意： 1. KM0032 は KM0532/KM0932 のデイジーチェーン接続に使用するユニットで、

直接操作することはできません。この KM0032 には、デイジーチェーン接続の親

機となる KM0532/KM0932 からしかログインすることができません。 

2. ブラウザログインは、リモートからのシステム設定の際に使用できます。ポートア

クセスはコンソールログインからのみ操作可能です。 

 

 KVM スイッチへのログインは、下記の手順に従って操作してください。 

 

1. Web ブラウザを起動して、アクセス対象となる KVM スイッチの IP アドレスをブラウザのアドレス

バーに入力してください。 

 

2. セキュリティの警告ダイアログが表示されることがありますが、この証明書は安全なものですの

で、受け入れてください(p.216 「信頼された証明書」参照)。他の警告が表示された場合も、同

様に受け入れてください。 

 

証明書を受け入れると、ログイン画面が表示されます。 

 

 

3. 管理者によって設定された、ユーザーネームとパスワードを入力して「Login」ボタンをクリックし、

ブラウザ UI のメイン画面に遷移してください。ブラウザ UI のメイン画面については p.63 をご参

照ください。 
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OSD ログインモードの無効 

 

 OSD ログインモードを無効にすると、アクセス認証無しで KM0532/KM0932 にアクセスすることが

できます（p.97 「ログインモードの無効」参照）。OSD ログインモードを無効にすると、ユーザーログ

インの際にユーザーネームとパスワードの欄を空白のままにして、アクセス認証の無いアカウントで

ユーザー管理によって管理されます（p.103 「概要」参照。） 
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第 5 章 

ユーザーインターフェース 
概要 

 

 KM0532/KM0932 へのログインに成功すると、GUI メイン画面が表示されます。画面の表示内容

は、ログイン方法(コンソールまたは Web ブラウザ)によって若干異なります。各インターフェースに

ついては、後のセクションで説明します。 

 

コンソールのユーザーインターフェース 

 

 ユーザーがログインし、認証される(p.56 「ログイン」参照)と、下図のようなコンソール UI のメイン

画面が表示されます。 
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コンソール UI 画面における項目 

 コンソール UI 画面における項目は下表のとおりです。 

No. 項目 説明 

1 タブバー タブバーには、KM0032/KM0532/KM0932 のメイン操作

カテゴリが含まれています。タブバーに表示される項目

は、ユーザーの種類やユーザーが作成された時に選択

された権限によって決まります。 

2 メニューバー メニューバーには、タブバーで選択された項目に関連す

る操作のサブカテゴリが含まれます。メニューバーに表示

される項目は、ユーザーの種類や、ユーザーが作成され

た時に選択された権限によって決まります。 

3 サイドバー サイドバーには、各種タブバーやメニューバーに関連す

る項目(ポート、ユーザー、グループ)を一覧表示するツリ

ービューが提供されています。サイドバーのノードをクリッ

クすると、それに関連する詳細画面が表示されます。 

4 開く 「ポートアクセス」タブが選択された場合に、このボタンを

クリックすると、サイドバーツリーに表示するポートの範囲

を拡大・縮小するフィルターパネルを開きます。この機能

に関する詳細は p.125 で説明します。 

 

注意：このボタンは、「ポートアクセス」タブが選択された

時にのみアクティブになります。 

5 About 本体で現在使用しているファームウェアのバージョンに

関する情報を提供します。 

6 ログアウト このボタンをクリックすると、マトリックス KVM スイッチのセ

ッションを終了します。 

7 メインパネル メインの操作エリアです。表示画面には、選択したタブ、

メニュー、サイドバーの内容が反映されます。 

 

  



62 

 

コンソール UI におけるキーボード操作 

 コンソール UI はキーボードから操作できます。ホットキーとそのアクションは、下表のとおりです。 

 

フォーカス ホットキー アクション 

その他 F1 「About」画面を起動します。 

F8 セッションからログアウトします。 

タブバー Ctrl P 「ポートアクセス」タブを選択します。 

Ctrl U 「ユーザー管理」タブを選択します。 

Ctrl D 「デバイス管理」タブを選択します。 

Ctrl L 「ログ」タブを選択します。 

メニューバー Tab タブバーの項目を選択した後で[Tab]キーを押すと、メニ

ューバーの項目を順次切り替えます。 

パネル選択 F4 サイドバーツリーを選択します。 

注意：これを選択している場合は、タブバーのフォーカス

が「ポートアクセス」タブに切り替わります。 

F5 メインパネルを選択します。 

サイドバー選択 ↑↓ フォーカスがサイドバーにある場合、カーソルキーはポ

ートリストの項目を上または下に移動します。 

注意：この機能は「ポートアクセス」タブでのみ利用可能

です。 

F3 + ↑↓ アクセスしたいポートに到達した時に[F3]キーを押すと、

セッション選択ボックス(p.123 参照)が立ちあがります。カ

ーソルキーで項目を切り替えて、[Enter]キーを押してく

ださい。 

メインパネル 

選択 

Tab フォーカスがメインパネルにある場合、[Tab]キーを押す

と、利用可能なパラメーター内を移動します。ラジオボタ

ンの場合は、[Enter]キーを押すと項目を選択または非

選択状態にします。 

↑↓ 選択項目の一覧のあるパラメーターは、カーソルキーを

使ってパラメーターアイテムを切り替えてください。 

すべてのパラメーターを選択したら、[Tab]キーで「保存」ボタンまで移動

し、[Enter]キーを押してください。 
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ブラウザのユーザーインターフェース 

 

 リモートからでも機器の管理ができるように、KM0532/KM0932 は標準的な Web ブラウザからアク

セスすることができます。ユーザーがログインし認証される(p.58 参照)と、Web ブラウザのメイン画面

に遷移し、「ポートアクセス」タブの内容が表示されます。 

 

 

注意： 1. KM0032 は KM0532/KM0932 のデイジーチェーン接続に使用するユニットで、

直接操作することはできません。この KM0032 には、デイジーチェーン接続の親

機となる KM0532/KM0932 からしかログインすることができません。 

2. 上図の画面は、スーパーアドミニストレーターの画面を例にとったものです。ユ

ーザーの種類や権限によっては、すべての項目が表示される訳ではありませ

ん。 

3. Webの管理画面を使ってKM0532/KM0932配下のサーバーにアクセスすること

はできません。これらのサーバーには KM0532/KM0932 に接続されたコンソー

ルモジュールからアクセスしてください。 
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ブラウザ UI 画面における項目 

ブラウザ UI 画面における項目は下表のとおりです。 

No. 項目 説明 

1 タブバー タブバーには、KM0032/KM0532/KM0932 のメイン操作

カテゴリが含まれています。タブバーに表示される項目

は、ユーザーの種類や、ユーザーが作成された時に選

択された権限によって決まります。 

2 メニューバー メニューバーには、タブバーで選択された項目に関連す

る操作のサブカテゴリが含まれます。メニューバーに表示

される項目は、ユーザーの種類や、ユーザーが作成され

た時に選択された権限によって決まります。 

3 サイドバー サイドバーには、各種タブバーやメニューバーに関連す

る項目を一覧表示するツリービューが提供されていま

す。サイドバーのノードをクリックすると、それに関連する

詳細画面が表示されます。 

4 開く サイドバーツリーに表示するポートの範囲を拡大・縮小す

るフィルターパネルを開きます。この機能に関する詳細は

p.125 で説明します。 

 

注意：このボタンは、「ポートアクセス」、「デバイス管理」、

「ログ」、「メンテナンス」の各タブが選択された時にのみア

クティブになります。 

5 About 本体で現在使用しているファームウェアのバージョンに

関する情報を提供します。 

6 ログアウト このボタンをクリックすると、マトリックス KVM スイッチのセ

ッションを終了します。 

7 メインパネル メインの操作エリアです。表示画面には、選択したタブ、

メニュー、サイドバーの内容が反映されます。 
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第 6 章 

デバイス管理 
概要 

 

 「デバイス管理」タブでは、スーパーアドミニストレーターが KM0032/KM0532/KM0932 の操作に

関するパラメーターの設定や管理を行うことができます。 

 

注意： これはスーパーアドミニストレーターに限定された画面です。 

 

デバイス 

 

 「デバイス管理」タブをクリックすると、「デバイス」メニュー画面が表示されます。この画面は、「一

般」と「ルートデバイス設定」の 2 つのセクションから構成されます。 

 

コンソール UI 
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ブラウザ UI 

 

 

 「デバイス管理」タブの設定項目は下表のとおりです。 

 

項目 説明 

一般 デバイスネーム KVM スイッチにつける名前を設定することができます。

これは、大規模なカスケード接続の構成でユニットを識

別できるようにしたものです。項目名の右側にあるテキ

ストボックスに、このユニットに設定する名前を入力して

ください。 

MAC アドレス この KVM スイッチの MAC アドレスが表示されます。 

IP アドレス この KVM スイッチの IP アドレスが表示されます。 

（表は次のページに続きます） 
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項目 説明 

一般 

(前頁より続く) 

電源供給探知 このチェックボックスにチェックを入れると、電源供給が

無い場合、自動的に別の利用可能な電源へと切り替わ

ります。 

電源 1 ステータス 電源 1 の状況（ON/OFF）を表示します。 

電源 2 ステータス 電源 2 の状況（ON/OFF）を表示します。 

ルートデバイス

設定 

Web セッション 

タイムアウト 

Web ブラウザからログインしているユーザーが何も入力

をしないまま、ここで設定された時間が経過してしまう

と、そのユーザーは自動的にログアウトさせられるため、

操作をするには再ログインが必要となります。 

Dual Root Slave 通常、KM0932 は 9 コンソール、32 ポートが利用可能で

すが、2 台の KM0932 を同一 LAN セグメントに接続する

ことでリンクさせ、片方をマスターに、もう片方をスレー

ブにそれぞれ設定させることで、18 コンソールまで利用

可能になります。この方法で KVM スイッチをセットアッ

プし、この KVM スイッチをスレーブとして使用する場合

は、このチェックボックスにチェックを入れ、Dual Root 

Master IP アドレスを設定してください（p.68 参照）。 

Dual Root  

Master IP 

「Dual Root Master IP」のテキストボックスにマスターとな

る KVM スイッチの IP アドレスを入力してください。Dual 

Root Master IP を入力する前に Dual Root Slave チェッ

クボックスを選択してください（p.68 参照）。 

 

 各項目への入力が完了したら、「保存」ボタンをクリックしてください。 
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デュアルルート 

 

デュアルルート機能を使うと、2 台の KM0532/KM0932 で最大 18 箇所までコンソールモジュール

を拡張することができ、これらのユニット間でデータベースを相互参照したり同期を取ったりすること

ができます。また、この機能を使うと 2 段階および 3 段階のカスケード接続が可能になり、最大 1024

台のサーバーを 2 箇所のコンソールから管理できるようになります。 

 

 デュアルルートのセットアップには、LAN に接続した 2 台の KM0532/KM0932 を組み合わせて使

用する必要があります。デュアルルートをセットアップするには、次ページの「デュアルルート単体

接続図」を参照しながら下記の作業を行ってください。 

注意： 1. デュアルルート機能は、ファームウェアバージョンが 1.4.136 以降である

KM0532/KM0932 が対応しています。 

2. デュアルルートの機器構成で使用する KM0532/KM0932 のファームウェアバー

ジョンは、マスターユニットである KM0532/KM0932 のファームウェアバージョン

と同じものでなければなりません。 

 

1. 単体構成の KM0532/KM0932 を 2 台分セットアップし、それぞれ LAN に接続してください

（p.40 「単体構成でのセットアップ」参照）。 

2. KM0532/KM0932 それぞれに有効な IP アドレスを設定し、ご使用のネットワークでアクセスで

きるようにしてください（p.77 「IP アドレス」参照）。 

3. 1 台の KM0532/KM0932 をデュアルルートマスターとし、他の KM0532/KM0932 をデュアルル

ートスレーブとしてください。 

4. デュアルルートスレーブとなるスイッチで設定するために、デュアルルートマスターとなるスイッ

チの IP アドレスを覚えておいてください。 

5. コンソールユーザーインターフェースまたはブラウザユーザーインターフェースを通じて、デュ

アルルートスレーブスイッチにログインしてください（p.56 「ログイン」参照）。 

6. 「デバイス管理」タブから「Root Device Settings」を選択し、「Dual Root Slave」チェックボックス

にチェックを入れてください（p.67 「Dual Root Slave」参照）。 

7. デュアルルートマスターIP アドレスを入力してください（p.67 「Dual Root Master IP」参照）。 

8. 「保存」をクリックしてください。システムがリセットします。 
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デュアルルート単体接続図 
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デュアルルートでのカスケード接続 

デュアルルートのカスケード接続では、お使いのデュアルルートマスターとスレーブにスイッチを追

加し、KVM ポートを増設することができます。 

 デュアルルートのカスケード接続のセットアップをする前に、まずレイヤー1 となるデュアルルート

マスタースイッチとデュアルルートスレーブスイッチをセットアップしなければなりません（詳細は

p.68 「デュアルルート」参照）。 

 

 デュアルルートセットアップのレイヤー1 からカスケード接続されているスイッチはデュアルルート

マスタースイッチ（A）とデュアルルートスレーブスイッチ（B）の両方からそれぞれ 4 接続しなければ

なりません。 

 

 カテゴリ 5e UTP ケーブル接続は A、B ともに、レイヤー1 のユニット上の KVM ポート(4 箇所)と子

機のコンソールポート(4 箇所)を個別に接続してください。デュアルルートカスケード接続は、8 台ま

での KM0532/KM0932 スイッチに対応しています。デュアルルートのカスケード接続でスイッチをセ

ットアップするには次ページの接続図を参照してください。 

 

注意： デイジーチェーン接続はデュアルルート接続に対応していません。 
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デュアルルートの 2 段階カスケード接続図 
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デュアルルートの 3 段階カスケード接続図 

 

 

 デュアルルートセットアップで 2 段階目のスイッチから更にスイッチをカスケード接続して追加する

には、3 段階目の各スイッチに対して KVM ポートは 8 接続、コンソールポートは 8 接続する必要が

あります（上図参照）。 

 

 3 段階目のスイッチに対するカテゴリ 5e UTP ケーブル接続は、各スイッチとも、2 段階目のスイッ

チの KVM ポート 8 箇所から延びているカテゴリ 5e ケーブルを、3 段階目のスイッチの 8 箇所のコ

ンソールポートに接続する必要があります。 

 

 2 段階目にある各スイッチは、3 段階目にあるスイッチ 4 台までに対応することができます。 
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KA7178 デュアル出力ドングル 

 

 KA7178 コンピューターモジュールはカテゴリ 5e/6 コネクターを 2 つ搭載し、コンピューターを 2

台の KM0032/KM0532/KM0932 に接続することができます。また、下図のように、別のスイッチに

接続されたコンソールが同じコンピューターにアクセスすることも可能です。 
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ネットワーク 

 

 「ネットワーク」タブでは、KM0032/KM0532/KM0932 のネットワーク環境の設定を行います。 

 

コンソール UI 

 

  



75 

 

ブラウザ UI 
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IP Installer 

 IP インストーラーは、KM0032/KM0532/KM0932 に IP アドレスを設定できる、Windows ベースの

外部プログラムです。詳細については p.218 「IP インストーラーを使った方法」をご参照ください。 

 

 IP インストーラーの使用方法について、「有効」、「View Only」、「無効」のいずれかのラジオボタン

を選択してください。IP インストーラーの詳細については、p.218 「IP インストーラーを使った方法」

をご参照ください。 

 

注意： 1. 「View Only」を選択した場合、 IP インストーラーのデバイスリストでこの

KM0032/KM0532/KM0932 を確認することができますが、本体に設定されてい

る IP アドレスを変更することはできません。 

2. 使用後は、この設定を「View Only」または「無効」に設定することを推奨します。 

 

 

サービスポート 

 セキュリティ対策としてファイアウォールが使用されていると、スーパーアドミニストレーターはファ

イアウォールが許可するポート番号を設定する必要があります。この場合、ユーザーは、ログインの

際にこのポート番号を指定する必要があります。無効なポート番号を指定したり、ポート番号を指定

しなかったりすると、KM0032/KM0532/KM0932 は見つかりません。各項目の説明は下表のとおり

です。 

 

項目 説明 

HTTP ポート ブラウザログインのポート番号です。デフォルトでは 80 番です。 

HTTPS ポート SSL 通信によるブラウザログインのポート番号です。デフォルトでは 443 番で

す。 

 

注意： 1. ファイアウォールが設置されている環境では、ネットワーク管理者とご相談の上、

設定してください。 

2. 各サービスポートには同じ値を設定することはできません。各ポートに異なる値

を設定してください。 
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IP アドレス 

 KM0032/KM0532/KM0932 には、動的 IP アドレス(DHCP)、固定 IP アドレスのどちらでも設定す

ることができます。 

 

◆ 動的 IP アドレスを設定する場合は、「IP アドレスを自動的に取得する」のラジオボタンを選択し

てください。 

◆ 固定 IP アドレスを設定する場合は、「IP アドレスを手動で設定する」のラジオボタンを選択し、

お使いのネットワークに適した IP アドレスを設定してください。 

 

DNS サーバー 

◆ DNS サーバーのアドレスを自動的に割り当てる場合は、「DNS サーバーアドレスを自動的に取

得する」のラジオボタンを選択してください。 

◆ DNS サーバーのアドレスを手動で設定する場合は、「DNS サーバーアドレスを手動で設定す

る」のラジオボタンを選択し、お使いのネットワークで使用しているプライマリDNSサーバーとセ

カンダリ DNS サーバーの IP アドレスをそれぞれ設定してください。 

注意： プライマリ DNS サーバーは必ず設定しなければなりませんが、セカンダリ DNS

サーバーの設定は任意です。 

 

 「ネットワーク」タブでの各項目への入力が完了したら、「保存」ボタンをクリックしてください。 
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ANMS 

 

 「ANMS」(Advanced Network Management Settings)タブは、下図のように「Event Destination」、

「RADIUS 設定」、「LDAP/AD 設定」及び「TACACS 設定」の 4 つのタブから構成されています。 

 

コンソール UI 
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ブラウザ UI 
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SMTP 設定 

 KM0032/KM0532/KM0932 は SMTP サーバーを使ってレポートを送信することができます。この

機能を利用する場合は、下記の手順に従って操作してください。 

 

1. 「SMTP サーバーからのレポートを有効にする」のチェックボックスにチェックを入れてくださ

い。 

 

2. お使いの SMTP サーバーのドメイン名または IP アドレスを入力してください。 

 

3. サーバーで認証が必要な場合は、「サーバーは認証が必要」のチェックボックスにチェックを

入れてください。 

 

4. 「アカウントネーム」、「パスワード」、「From」の各欄にアカウント情報を入力してください。 

注意： 「From」欄に入力できるメールアドレスは 1 つだけです。 

 

5. レポートの宛先となるメールアドレス(複数指定可)を「To」欄に入力してください。 

注意： 複数のメールアドレスにレポートを送信する場合は、各アドレスをセミコロンで区

切ってください。 

 

 各項目への入力が完了したら、「保存」ボタンをクリックしてください。 

 

 ログサーバー 

ログイン情報や内部状況に関するメッセージなど、本製品で発生した重要なイベントは自動的

にログファイルに出力されます。 

 

 ログサーバーが作動するコンピューターの MAC アドレスを「MAC アドレス」の欄に入力し

てください。 

 ログサーバーが動作するコンピューターで詳細ログをリッスンするポート番号を「ポート」

欄に入力してください。有効なポート番号は 1～65535 で、デフォルトポート番号は 9001

です。 
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 SNMP サーバー 

SNMP トラップイベントを通知するには、下記の手順に従ってください。 

 

1. 「Enable SNMP Agent」にチェックを入れてください。 

2. SNMP トラップイベントが通知されるコンピューターの IPv4 アドレスまたはドメインネームを

入力してください。 

3. ポート番号を入力してください。有効なポート番号は 1～65535 です。 

注意： SNMP トラップイベントが通知されるログは、「ログ」メニューの「通知設定」ページで

設定します。詳細は p.165 「ログ」を参照してください。 

 

 

 Syslog サーバー 

スイッチに起こったイベント全てを記録し、Syslog サーバーに書き込むには、下記の手順に従

ってください。 

 

1. 「有効」にチェックを入れてください。 

2. Syslog サーバーの IPv4 アドレスまたはドメインネームを入力してください。 

3. ポート番号を入力してください。有効なポート番号は 1～65535 です。 

 

 

RADIUS 設定 

 RADIUS サーバーからスイッチを認証し、権限を与えるようにするには、下記の手順に従ってくだ

さい。 

 

1. 「有効」にチェックを入れてください。 

2. プライマリとセカンダリ RADIUS サーバーの IP アドレスとポート番号を入力してください。IP の

欄には IPv4 アドレスまたはドメインネームを入力することができます。 

3. 「タイムアウト」の欄には RADIUS サーバーからの応答を待つ時間（分）を入力してください。 

4. 「再試行」の欄には RADIUS サーバーが再試行可能な回数を入力してください。 

5. 「共有シークレット」の欄にはスイッチと RADIUS サーバーとの間で認証に使われる文字列を入

浴してください。最低 6 文字を設定してください。 

6. RADIUS サーバーでは、ユーザーエントリーを「su/xxxx」と設定して認証されることができま

す。 
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LDAP/LDAPS 設定 

 LDAP/LDAPS を通した認証および権限を設定するには、下表を参照してください。 

 

項目 説明 

Enable LDAP/LDAPS による認証/権限を有効にするには、このチェックボッ

クスにチェックを入れてください。 

Enable SSL SSL接続を有効にするにはこのチェックボックスにチェックを入れてく

ださい。 

Preferred LDAP Server 

and Service Port 

プライマリ LDAP または LDAPS サーバーの IP アドレスとポート番号

を入力してください。 

 「LDAP Server」の欄には IPv4 またはドメインネームを入力して

ください。 

 LDAP のデフォルトポート番号は 389 で、LDAPS のデフォルト

ポート番号は 636 です。 

Alternate LDAP Server 

and Service Port 

セカンダリ LDAP または LDAPS サーバーの IP アドレスとポート番号

を入力してください。 

 「LDAP Server」の欄には IPv4 またはドメインネームを入力して

ください。 

 LDAP のデフォルトポート番号は 389 で、LDAPS のデフォルト

ポート番号は 636 です。 

Timeout スイッチが LDAP または LDAPS サーバーからの応答を待つ時間

（分）を設定してください。 

Admin DN LDAP/LDAPS 管理者にこの欄に入力する適切なエントリーを確認

してください。エントリーは例えば下記のようなものです。 

ou=kn4132,dc=aten,dc=com 

Admin Name LDAP 管理者のユーザーネームを入力してください。 

Password LDAP 管理者のパスワードを入力してください。 

Search DN 検索ベースの識別されたネームを設定してください。これはユーザ

ーネームの検索を開始するところのドメインネームです。 
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TACACS 設定 

 TACACS を通した認証及び権限を設定するには、下表を参照してください。 

 

項目 説明 

Enable TACACS＋による認証/権限を有効にするには、このチェックボック

スにチェックを入れてください。 

Preferred TACACS＋  

Server and Service Port 

プライマリTACACS＋サーバーの IPアドレスとポート番号を入力して

ください。 

 「TACACS＋ Server」の欄には IPv4 またはドメインネームを入

力してください。 

 プライマリ TACACS＋サーバーのサービスポート番号を入力し

てください。 

Alternate TACACS＋  

Server and Service Port 

セカンダリ TACACS＋サーバーの IP アドレスとポート番号を入力し

てください。 

 「TACACS＋ Server」の欄には IPv4 またはドメインネームを入

力してください。 

 セカンダリ TACACS＋サーバーのサービスポート番号を入力し

てください。 

Shared Secret TACACS＋の共有シークレット（最低 6 文字）を入力してください。 
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関連付け 

 

 「関連付け」画面は、電源管理デバイス PN0108 のアウトレットをマトリックス KVM スイッチの KVM

ポートに関連付けをする際に使用します。ポートへの関連付けが行われると、PN0108 に Web ブラ

ウザから個別にアクセスしなくても、KVM ポートに接続されたデバイスの電源ステータスを

KM0032/KM0532/KM0932 の「ポートアクセス」画面から操作できるようになります。 

 

注意： 1. この機能をお使いになるには、PN0108 をセットアップし、p.230 の接続図のよう

にこの PN0108 を KVM スイッチのポートに接続されたデバイスと接続しているこ

とが前提です。 

2. 本製品に対応した電源管理デバイスの最新版のファームウェアや詳細につい

ては、弊社 Web サイトでご確認ください。 

 

電源管理 

 メニューバーで「関連付け」を選択すると、「電源管理」画面に遷移します。 

 

コンソール UI 
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ブラウザ UI 
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 この画面は、下表に示す 3 つのメインセクションから構成されます。 

 

ページセクション 説明 

Associations（関連付

け） 

このセクションでは、PN0108 の電源アウトレットをマトリックス KVM スイ

ッチの KVM ポートに関連付けます。 

Outlet Settings（アウト

レットの設定） 

このセクションでは、各アウトレットに対して電源管理の設定を行いま

す。設定方法の詳細については、PN0108 ユーザーマニュアル内に

おけるアウトレットの設定に関するセクションをご参照ください。 

Schedule（スケジューリ

ング） 

このセクションでは、アウトレットに対して電源 ON/OFF のスケジューリ

ングの設定を行います。詳細については、PN0108 ユーザーマニュア

ル内における、製品の管理方法に関するセクションをご参照くださ

い。 

 

 PONアウトレットをKVMスイッチのポートに関連付ける場合は、下記の手順に従って操作してくだ

さい。 

 

1. サイドバーツリーから、電源管理デバイスのアウトレットに関連付けを行いたい、KVM スイッチ

上のポートを選択してください。 

 

 

2. ポートに関連付けを行いたいアウトレットを選択して「関連付け」の下にある「追加」ボタンをクリ

ックしてください（ポップアップウィンドウが表示されます。） 
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電源管理表に、アウトレットの ID と名前が表示されます（ブラウザ UI）。 

 

- または – 

「Associated Power Supply 1」リストを展開し、ポートに関連付けを行いたいアウトレットを選択し

てから、選択ボックスの右隣にある「関連付け」ボタンをクリックしてください。「Associated 

Power Supply 1、2 等」に、アウトレットの ID と名前が表示されます（コンソール UI）。 
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3. (オプション) KVM スイッチのポートに接続されているデバイスで電源を二重化させていて、セ

カンドのアウトレットポートをセカンドの電源に関連付けたい場合は、手順 2 を繰り返して、ポー

トに関連付けを行いたいアウトレットを選択して、「追加」ボタンをクリックしてください。接続した

デバイスに最大 4 つまでのアウトレットを関連付けることができます。 

 

 

4. (オプション) 2 箇所の電源アウトレットを関連付けて、これらの電源の ON/OFF/再起動操作を

同期させたい場合は、「電源 On/Off/再起動の同期」チェックボックスにチェックを入れてくだ

さい。 

 

5. PN0108 のユーザーマニュアル内の接続およびスケジュールに関する詳細が記載されている

セクションの内容に従って、電源の設定・スケジュールの設定を行ってください。 

 

6. 画面下部にある「保存」ボタンをクリックしてください。 

 

 これによって、画面で KVM ポートを選択する(「デバイス管理」→「関連付け」)と、デバイスの設定

やスケジュールの設定が管理できるようになります。 

 

 「Port Access」→「接続」画面からポートを選択した場合に、デバイスの電源管理も行うことができ

ます。 
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サマリー 

 「サマリー」タブをクリックすると、下図のような画面が表示されます。 

 

コンソール UI 

 

 

ブラウザ UI 

 

 

 この画面では、「電源管理」画面で設定を行った電源の関連付けの一覧がソートされて表示され

ます。 

 

◆ 列名をクリックすると、その項目順で一覧をソートします。 

◆ 電源の関連付けを削除する場合は、対象アイテムを選択して「削除」ボタンをクリックしてくださ

い。 

◆ 電源の関連付けをすべて削除する場合は、「全てクリア」ボタンをクリックしてください。  
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マルチビュー 

 

 マルチビューでは、複数のビデオカードを使用することによって、本製品の複数のポートに接続さ

れているコンピューターに対して、マルチコンソールポートアクセスができる機能です。マルチビュ

ーの画面は、「コンソールグループ」と「IO グループ」の 2 つのセクションに分かれています。 

 

コンソール UI 

 

 

ブラウザ UI 
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マルチビューグループ 

 複数のコンソールが複数のビデオカードによって複数の KVM ポートに接続されているコンピュー

ターに同時アクセスするには、コンソールとポートがグループに追加されていなければなりません。

コンソールは「コンソールグループ」に、ポートは「IO グループ」にそれぞれ追加しなければなりませ

ん。両方のグループが作成されたら、コンソールは対応する IO グループポートである「メイン IO」、

「メンバー1」、「メンバー2」または「メンバー3」のいずれかに自動的に接続します。メインコンソール

がフル KVM アクセス権を有しているのに対し、他のグループコンソールは参照のみのアクセス権を

有しています。マルチビューグループを作成するには、下記の操作方法に従ってください。 

 

IO グループの作成 

 「IO グループ」を作成するには、下記の手順に従ってください。 

 

1. 「IO グループ」セクションから「追加」をクリックして、ポート選択ツリーリストから関連するポート

をクリックしたままドラッグして、「IO グループ」の「メイン IO」、「メンバー1」、「メンバー2」または

「メンバー3」のいずれかのセクションに移動(ドロップ)させてください（ブラウザ UI）。 

 

- または - 

サイドバーから関連するポートを選択して、「グループに追加する」という項目の下にある矢印

キーを使用して、そのポートを「IO グループ」の「メイン IO」、「メンバー1」、「メンバー2」または

「メンバー3」のいずれかのセクションに移動させてから「追加」をクリックしてください（コンソー

ル UI）。 

 

ブラウザ UI：IO グループに追加 
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コンソール UI：IO グループに追加 

 

 

2. 「保存」をクリックしてください。 

 

コンソールグループの作成 

 「コンソールグループ」を作成するには、下記の手順に従ってください。 

 

1. 「コンソールグループ」セクションから「追加」をクリックして、コンソールリストから関連するコンソ

ールをクリックしたままドラッグして、「コンソールグループ」の「メインコンソール」、「メンバー1」、

「メンバー2」または「メンバー3」のいずれかのセクションに移動(ドロップ)させてください（ブラウ

ザ UI）。 

 

- または - 

「グループに追加する」という項目の下にあるコンソールリストから関連するコンソールを選択し、

矢印キーを使用して、そのコンソールを「コンソールグループ」の「メインコンソール」、「メンバ

ー1」、「メンバー2」または「メンバー3」のいずれかのセクションに移動させてから「追加」をクリッ

クしてください（コンソール UI）。 
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ブラウザ UI：コンソールグループに追加 

 

 

コンソール UI：コンソールグループに追加 

 

 

2. 「保存」をクリックしてください。 
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セキュリティ 

 

 「セキュリティ」の画面は下記で説明するように、「ログイン設定」と「アカウントポリシー」という 2 つ

のメイン画面に分かれています。 

 

コンソール UI 
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ブラウザ UI 
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項目 説明 

ログイン設定 最大ログイン 

失敗 

ユーザーの連続ログイン試行可能回数を設定します。

ユーザーがログインを失敗した回数がこの回数を超え

ると、そのユーザーはロックされます。 

ロックアウト期間 ユーザーがロックされた場合、再ログインまでに待機し

なければならない時間を設定します。 

OSD ログインモ

ードの無効 

このボックスにチェックを入れると認証無しでログインで

き、ユーザー管理において認証不要のアカウントで管

理することができます。認証不要のアカウントでログイン

する場合、ユーザー名とパスワードの欄を空欄のままに

して、[Enter]キーを押すだけでログインすることができ

ます。このアカウントは削除できませんが他のユーザー

アカウントとして管理されます（p.103 参照）。このオプシ

ョンは安全ではないので、これを有効にする前に再度

ご使用を検討されることを推奨します。 

RS-232 ログイン

モードの無効 

「RS-232 ログインモードの無効」にチェックが入っている

場合、シリアルターミナルログインを通してコンソールモ

ジュールに接続しているアドミニストレーターは本製品

にアクセスする際にユーザーネームとパスワードを入力

する必要がなくなります。 

OSD の簡素化 このボックスにチェックが入っている場合、「ユーザー」

のユーザーレベルに設定されている全てのアカウントは

ローカルでコンソールにログインした際に、基本的な機

能でのログインモードに制限されます。 

アカウントポリシ

ー 

ユーザーネーム

最小文字数 

ユーザーネームの設定に最低限入力が必要な文字数

を設定します。設定できる値は 1～16 です。デフォルト

では 6 に設定されています。 

パスワード最小

文字数 

パスワードの設定に最低限入力が必要な文字数を設

定します。設定できる値は 0～16 です。0 を設定した場

合は、パスワードの入力が不要になり、ユーザーはユー

ザーネームだけでログインできるようになります。デフォ

ルトでは 6 に設定されています。 

（表は次ページに続きます。） 
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項目 説明 

アカウントポリシ

ー 

（前頁より続く） 

パ ス ワ ー ド に は

以下が必須です 

これらの項目にチェックを入れると、パスワードに含めな

ければならない文字の条件を追加することができます。 

 

大文字1文字 – 半角英字の大文字を1文字以上入力 

小文字1文字 - 半角英字の小文字を1文字以上入力 

数字 1 文字 – 半角数字を 1 文字以上入力 

 

注意：このポリシーは既存のユーザーアカウントには適

用されません。有効後にユーザーを作成したり、パスワ

ードを変更したりした場合にこのポリシーが適用されま

す。 

パスワード期限

切れ 

一定の日数が経過した後でユーザーのパスワードを期

限切れにしたい場合は、この項目にチェックを入れてく

ださい。この項目が有効になっていない場合、ユーザ

ーのパスワードは失効しません。 

パスワード期限

切れ(日): 

「パスワード期限切れ」の項目を有効にした場合は、パ

スワードの有効期間の日数をここに入力してください。

この日数が経過すると、ユーザーのパスワードは失効

し、新しいパスワードを設定しなければならなくなりま

す。 
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Date/Time 

 

コンソール UI 

 

 

 下記の内容に従ってパラメーターの設定を行ってください。 

 

日付 

◆ 前の年に移動する場合は「＜＜」を、次の年に移動する場合は「＞＞」をそれぞれクリックし

てください。 

◆ 前の月に移動する場合は「＜」を、次の月に移動する場合は「＞」をそれぞれクリックしてく

ださい。 

◆ 表示されたカレンダーから適切な日を選択してください。 

 

Time 

時刻は、24 時間制で「HH:MM:SS」のフォーマットで入力してください。 
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タイムゾーン 

◆ 製品がセットアップされている場所のタイムゾーンを設定する場合は、現在の設置場所から最

も近いものをリストボックスの中から選択してください。 

◆ 製品をお使いの地域でサマータイムが導入されている場合は、「夏時間調整」の項目にチェッ

クを入れてください。 

 

 各項目への入力が完了したら、「保存」ボタンをクリックしてください。 

 

ブラウザ UI 

 
 

 この画面にある各項目の内容は下記の通りです。 

 

現在のシステム時刻 

 このセクションには、製品本体に現在設定されている日付と時刻が表示されます。これらの情報

は読取専用ですので、変更することはできません。 

 

注意： ブラウザ UI では、システム時刻として、マトリックス KVM スイッチのタイムゾーンでは

なく、Web ブラウザのセッションが開始した場所が属しているタイムゾーンに関連した

時刻が表示されます。Web ブラウザセッションが始まった場所が、KVM スイッチとは

異なるタイムゾーンに属している場合、表示される時刻は KVM スイッチの時刻とは異

なります。 
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新しいシステム時刻 

 この欄の項目を使用し、下記の方法に従って、KVM スイッチの日付と時刻の設定を変更してくだ

さい。 

 

◆ KVM スイッチの日付および時刻を、ログインに使用しているコンピューターに一致するように

設定したい場合は、「コンピューターの時間と同期する」のラジオボタンを選択してください。 

注意： お使いのコンピューターの日付や時刻は、項目名の下にある欄に表示されま

す。これらの項目は読取専用です。 

 

◆ 日付および時刻を選択した値に設定したい場合は、「手動で設定する」のラジオボタンを選択

し、日付は「YYYY-MM-DD」、時刻は「HH:MM:SS」のフォーマットで、それぞれ対応する項目

に設定してください。 

 

◆ 時刻をネットワークタイムサーバーに自動同期させたい場合は、「NTP サーバーと同期する」

のラジオボタンを選択してください。 

 お使いのネットワークで使用しているデフォルトのタイムサーバーを使いたい場合は、「デ

フォルト NTP サーバーを使用する」のチェックボックスにチェックを入れてください。 

 タイムサーバーを指定したい場合は、「デフォルト NTP サーバーを使用する」のチェック

ボックスにチェックが入っていないことを確認し、このタイムサーバーの IP アドレスを「プラ

イマリ NTP サーバー」の欄に入力してください。セカンダリタイムサーバーも指定したい場

合は、このタイムサーバーの IPアドレスを「代替NTPサーバー」の欄に入力してください。 

 

タイムゾーン 

 タイムゾーンの設定方法は、p.99 のコンソール UI で説明した内容と同様です。 
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システム 

 

コンソール UI 

 

 

 コンソール UI の「システム」画面には、KM0032/KM0532/KM0932 やこれらに接続されているコン

ピューターモジュールに関して、ファームウェアバージョンを含むシステム情報が提供されていま

す。 

 

ブラウザ UI 

 

 ブラウザ UI の「システム」画面には、マトリックス KVM スイッチに接続されたデバイス(KVM スイッ

チ、コンソールモジュール、コンピューターモジュール)に関する情報の詳細が提供されます。 

 

注意： 表示されたアイテムの並び順は、並べ替えの対象となる項目の列をクリックすることで

変更できます。 
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第 7 章 

ユーザー管理 
概要 

 

 「ユーザー管理」画面では、スーパーアドミニストレーターやアドミニストレーターによって、ユーザ

ーやグループの作成・変更・削除を行ったり、これらのユーザーに対してデバイスの操作権限を設

定したりすることができます。本製品では、最大 1024 アカウントと256 グループの作成に対応してい

ます。 

 

注意： 1. この画面はスーパーアドミニストレーターとアドミニストレーターに限定された画

面です。 

2. あらかじめ設定されたアカウントが 2 つあります。スーパーアドミニストレーターが

初回ログインの際に使用できる、デフォルトのアカウントのユーザーネームは

「ADMINISTRATOR」、パスワードは「password」です。セキュリティのために、こ

のパスワードは後で変更してください。 

「デバイス管理」の「ログインモードを無効にする」機能を使用している場合、非

認証アカウントが使用されます（詳細は p.97 「ログインモードの無効」参照）。こ

のアカウントは削除できませんが、他のアカウントとして管理することができま

す。セキュリティの面からこの機能は無効にすることを推奨いたします。 

 

アカウント 

 

 「ユーザー管理」タブをクリックすると、GUI では「アカウント」メニューが表示されます。「ユーザー

管理」タブに最初にアクセスすると、下図のような画面が表示されます。 
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コンソール UI 

 
 

ブラウザ UI 

 

 

 この画面は、2 つのメインエリアから構成されます。ユーザーはすべて、画面左側にあるサイドバ

ーに一覧表示されます。中央のパネルにもユーザーの一覧が表示されますが、ここでは各ユーザ

ーに関する詳細情報を一目で確認することができます。 
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ユーザーの追加 

 ユーザーを追加する場合は、下記の手順に従って操作してください。 

 

1. メニューバーから「アカウント」を選択してください。 

2. サイドバーから「ユーザー」を選択してください。 

3. メインパネル下部にある「追加」ボタンをクリックしてください。「ユーザー」タブが選択された状

態で画面が開きます。 

 

コンソール UI 

 

 

ブラウザ UI 
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4. ユーザーに関する必要な情報を各欄に入力してください。各項目の内容は下表の通りです。 

項目 説明 

ユーザーネーム 半角英数字を使用し、1～15 文字で入力してください。大文字/小文字は区

別されません。 

パスワード 半角英数字を使用し、1～15 文字で入力してください。大文字/小文字は区

別されます。 

パスワード確認 パスワードの内容に誤りがないか確認するために、パスワードの再入力を求

められます。ここで設定する文字列は、パスワードで設定した文字列と同じ

でなければなりません。 

ローカルユーザ

ー 

このボックスにチェックを入れるとユーザーはコンソールまたはブラウザを通

じてローカルからログインし、スイッチを管理することができます。 

ユーザータイプ スーパーアドミニストレーター、アドミニストレーター、ユーザーの 3 種類のユ

ーザータイプがあります。ユーザーアカウントの総数が 1024 を超えない限

り、各ユーザータイプで作成できるアカウントの数には特に制限はありませ

ん。 

 スーパーアドミニストレーターは、システム全体の設定・保守、ユーザー

管理、デバイスやポートの割り当てを担当します。 

 アドミニストレーターは、ユーザーの管理・設定権限を有します。 

 ユーザーは、スーパーアドミニストレーターやアドミニストレーターによ

って許可されたデバイスやポートにアクセスすることができます。 

許可  「バーチャルメディア」は、ユーザーのみ利用可能です。これによって、

ユーザーに KM0032/KM0532/KM0932 のバーチャルメディア機能の

使用権限が与えられます。詳細については、p.128「VM Mount」の内

容をご参照ください。 

 「電源管理」は、ユーザーのみ利 用可能です。これによって、

KM0032/KM0532/KM0932 の PON ポートに接続された電源管理デバ

イス Power Over the NET™へのアクセスが可能になります。 

（表は次ページへ続きます。） 
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項目 説明 

ステータス ユーザーのアカウントや、システムへのアクセスの管理を行います。 

 「アカウントを無効にする」では、現在使用していないユーザーアカウ

ントを削除してしまうのではなく、将来簡単に元に戻して使用できるよ

うに、このユーザーアカウントを一時停止することができます。 

 アカウントに有効期限を設けたくない場合は、「アカウントを期限切れ

にしない」を選択してください。 

 アカウントに有効期限を設定する場合は、「アカウント期限切れ」を選

択し、有効期限の日付を入力してください。 

 次のログインの際にユーザーにパスワードの変更を求める場合は、

「ユーザーは次回ログイン時にパスワードを変更する」を選択してくだ

さい。アドミニストレーターはこれを使うことで、ユーザーに初回ログイ

ン用の一時パスワードを発行し、2 回目のログインではユーザー自身

が設定したパスワードを使用させるようことができます。 

 パスワードを永続的なものにし、ユーザー自身に変更させないように

するためには、「ユーザーはパスワードを変更できない」を選択してく

ださい。 

 セキュリティのために、アドミニストレーターはユーザーにパスワードを

時々変更させる場合があります。これ以外の場合は、「パスワードを

期限切れにしない」を選択してください。これによって、ユーザーは現

在使用しているパスワードを好きなだけ使うことができます。 

 

5. 各項目への入力が完了したら、「保存」ボタンをクリックしてください。内容を保存すると、新し

いユーザーがサイドバーとメインパネルに表示されます。メインパネルには、ユーザータイプや

アカウントステータス(アクティブか無効か)が表示されます。 

 

注意： コンソール UI のメインパネルに表示されている内容の並び順は、並び替えたい列を

クリックすることで変更できます。 
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ユーザーアカウントの変更 

 ユーザーアカウントを変更する場合は、下記の手順に従って操作してください。 

 

1. メニューバーから、「アカウント」を選択してください。 

2. サイドバーから、対象となるユーザーの名前をクリックしてください。 

- または – 

メインパネルから、対象となるユーザーの名前をクリックし、「編集」ボタンをクリックしてくださ

い。 

3. 「ユーザー」画面が表示されたら、設定内容を変更して、「保存」ボタンをクリックしてください。 

 

ユーザーアカウントの削除 

 ユーザーアカウントを削除する場合は、下記の手順に従って操作してください。 

 

1. メニューバーから、「アカウント」を選択してください。 

2. メインパネルから、対象となるユーザーの名前をクリックし、「削除」ボタンをクリックしてくださ

い。 

3. 確認用のポップアップ画面が表示されたら、「OK」ボタンをクリックしてください。 
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グループ 

 

 グループ機能を使うと、ユーザーやデバイスの管理を簡単かつ効率的に行うことができます。デ

バイスアクセス権限はグループ内のメンバー全員に適用されますので、管理者は各ユーザーに個

別に権限を設定しなくても、グループに設定するだけで設定がすみます。複数のグループを定義

して、特定のデバイスに対してユーザーアクセスを許可したり、また、ある特定のグループからのユ

ーザーアクセスを拒否したりすることができます。 

 

注意： ユーザータイプが「ユーザー」に属しているユーザーのみグループに割り当てること

ができます。スーパーアドミニストレーターやアドミニストレーターをグループに割り当

てることはできません。 

 

グループの作成 

 グループの作成は、下記の手順に従って操作してください。 

 

1. メニューバーから「グループ」を選択してください。 

2. サイドバーから「グループ」を選択してください。 

3. メインパネル下部にある「追加」ボタンをクリックしてください。「グループ」タブが選択されて表

示されます。 

 

コンソール UI 
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ブラウザ UI 

 

 

4. グループに関する必要な情報を、各欄に入力してください。各項目の内容は下表のとおりで

す。 

項目 説明 

グループネーム 半角英数字を使用し、1～16 文字で入力してください。 

許可  「バーチャルメディア」は、ユーザーのみ利用可能です。これ

によって、ユーザーに KM0032/KM0532/KM0932 のバーチ

ャルメディア機能の使用権限が与えられます。詳細について

は、p.128 「VM Mount」の内容をご参照ください。 

 「電源管理」は、ユーザーのみ利用可能です。これによっ

て、KM0032/KM0532/KM0932 の PON ポートに接続された

電源管理デバイス Power Over the NET™へのアクセスが可

能になります。 

 

注意：ユーザーが、自身が属しているグループに設定された権限

以外のパーミッションも与えられている場合、このユーザーはグル

ープの設定権限に加えて、このパーミッションも保持されます。 

ステータス ユーザーのアカウントや、システムへのアクセスの管理を行いま

す。 

 

 「グループを無効にする」では、現在使用していないグルー

プを削除してしまうのではなく、将来簡単に元に戻して使用

できるように、このグループを一時停止することができます。 

 グループに有効期限を設けたくない場合は、「グループを期

限切れにしない」を選択してください。 

 グループに有効期限を設定する場合は、「グループ期限切

れ」を選択し、有効期限の日付を入力してください。 
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5. 各項目への入力が完了したら、「保存」ボタンをクリックしてください。内容を保存すると、新し

いグループがサイドバーとメインパネルに表示されます。メインパネルには、グループステータ

ス(アクティブか無効か)が表示されます。 

 

注意： コンソール UI のメインパネルに表示されている内容の並び順は、並び替えたい列を

クリックすることで変更できます。 

 

グループの変更 

 グループを変更する場合は、下記の手順に従って操作してください。 

 

1. メニューバーから、「グループ」を選択してください。 

2. グループリストから、対象となるグループの名前をクリックしてください。 

- または – 

メインパネルから、対象となるグループの名前をクリックし、「編集」ボタンをクリックしてくださ

い。 

3. 「グループ」画面が表示されたら、設定内容を変更して、「保存」ボタンをクリックしてください。 

 

グループの削除 

 グループを削除する場合は、下記の手順に従って操作してください。 

 

1. メニューバーから、「グループ」を選択してください。 

2. メインパネルから、対象となるグループの名前をクリックし、「削除」ボタンをクリックしてくださ

い。 

3. 確認用のポップアップ画面が表示されたら、「OK」ボタンをクリックしてください。 
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ユーザーとグループ 

 

 グループへのユーザーの割り当てや、グループからのユーザーの削除は、「ユーザー」メニューと

「グループ」メニューのどちらからでも行うことができます。 

 

注意： ユーザーをグループに割り当てる前に、先にユーザーやグループを作成しておいて

ください。詳細は p.105 「ユーザーの追加」をご参照ください。 

 

ユーザーメニューを使ってユーザーをグループに登録する方法 

 「ユーザー」メニューを使って、ユーザーをグループに割り当てる場合は、下記の手順に従って操

作してください。 

 

1. メニューバーから「アカウント」を選択してください。 

2. サイドバーから、対象となるユーザーの名前をクリックしてください。 

- または – 

メインパネルから、対象となるユーザーの名前をクリックし、「編集」ボタンをクリックしてくださ

い。 

3. 表示された画面から、「グループ」タブを選択してください。下図のような画面が表示されます。 

 

コンソール UI 
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ブラウザ UI 

 

 

4. 「有効なグループ」リストから、ユーザーの所属先となるグループを選択してください。 

5. 「＞」ボタンをクリックし、手順 4 で選択したグループを「選択されたグループ」に移動させてくだ

さい。 

6. このユーザーの所属先となるグループが他にもある場合は、上記手順の操作を繰り返してくだ

さい。 

7. 操作が完了したら、「保存」ボタンをクリックしてください。 

 

 

ユーザーメニューを使ってユーザーをグループから削除する方法 

 「ユーザー」メニューを使って、ユーザーをグループから削除する場合は、下記の手順に従って

操作してください。 

 

1. メニューバーから「アカウント」を選択してください。 

2. サイドバーから、対象となるユーザーの名前をクリックしてください。 

- または – 

メインパネルから、対象となるユーザーの名前をクリックし、「編集」ボタンをクリックしてくださ

い。 

3. 表示された画面から、「グループ」タブを選択してください。下図のような画面が表示されます。 
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コンソール UI 

 

 

ブラウザ UI： 

 
 

4. 「選択されたグループ」リストから、ユーザーを削除したいグループを選択してください。 

5. 「＜」ボタンをクリックし、手順 4 で選択したグループを「選択されたグループ」リストから「有効な

グループ」に移動させてください。 
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6. このユーザーを削除したいグループが他にもある場合は、上記手順の操作を繰り返してくださ

い。 

7. 操作が完了したら、「保存」ボタンをクリックしてください。 

 

 

グループメニューを使ってユーザーをグループに登録する方法 

「グループ」メニューを使って、ユーザーをグループに割り当てる場合は、下記の手順に従って

操作してください。 

 

1. メニューバーから「グループ」を選択してください。 

2. サイドバーから、対象となるグループの名前をクリックしてください。 

- または – 

メインパネルから、対象となるグループの名前をクリックし、「編集」ボタンをクリックしてくださ

い。 

3. 表示された画面から、「メンバー」タブを選択してください。下図のような画面が表示されます。 

 

コンソール UI 
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ブラウザ UI 

 

 

4. 「有効なユーザー」リストから、グループのメンバーとして追加したいユーザーを選択してくださ

い。 

5. 「＞」ボタンをクリックし、手順 4 で選択したグループを「ユーザーを選択する」に移動させてく

ださい。 

6. このグループのメンバーとして追加したいユーザーが他にもいる場合は、上記手順の操作を

繰り返してください。 

7. 操作が完了したら、「保存」ボタンをクリックしてください。 

 

 

グループメニューを使ってグループからユーザーを削除する方法 

 「グループ」メニューを使って、ユーザーをグループから削除する場合は、下記の手順に従って操

作してください。 

 

1. メニューバーから「グループ」を選択してください。 

2. サイドバーから、対象となるグループの名前をクリックしてください。 

- または – 

メインパネルから、対象となるグループの名前をクリックし、「編集」ボタンをクリックしてくださ

い。 

3. 表示された画面から、「メンバー」タブを選択してください。下図のような画面が表示されます。 
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コンソール UI 

 

 

ブラウザ UI 

 

 

4. 「ユーザーを選択する」リストから、グループから削除したいユーザーを選択してください。 

5. 「＜」ボタンをクリックし、手順 4 で選択したユーザーを「ユーザーを選択する」リストから「有効

なユーザー」に移動させてください。 

6. このユーザーを削除したいグループが他にもある場合は、上記手順の操作を繰り返してくださ

い。 

7. 操作が完了したら、「保存」ボタンをクリックしてください。  
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デバイスの割り当て 

 

 ユーザーがマトリックス KVM スイッチにログインすると、GUI 画面には「ポートアクセス」メニューが

表示されます。そして、ユーザーがアクセスを許可されている全ポートが、画面左側にあるポート選

択パネルに一覧表示されます。ポート、また、これらのポートに接続されているデバイスに対するア

クセス権限は、「ユーザー管理」画面の「ユーザー」リストまたは「グループ」リストからポート単位で

設定されます。 

 

ユーザーメニューを使ってデバイス操作権限を割り当てる方法 

 「ユーザー」メニューを使って、デバイス操作権限をユーザーに割り当てる場合は、下記の手順に

従って操作してください。 

 

1. メニューバーから「アカウント」を選択してください。 

2. サイドバーから、対象となるユーザーの名前をクリックしてください。 

- または – 

メインパネルから、対象となるユーザーの名前をクリックし、「編集」ボタンをクリックしてくださ

い。 

3. 表示された画面から、「デバイス」タブを選択してください。下図のような画面が表示されます。 

 

コンソール UI 
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ブラウザ UI 

 

 

注意： 電源が入っているデバイスだけが一覧表示されます。 

 

4. KVMスイッチとポートが左側の列に一覧表示されます。操作権限を設定したいポートを選択し、

下表に従って、ラジオボタンを選択して権限を設定してください。 

項目 説明 

Not Assigned ユーザーに対して操作権限が具体的に設定されていませんが、ユ

ーザーが、デバイスへの操作権限を持っているグループに属してい

る場合、このポートはユーザーのサイドバーツリーに表示され、ユー

ザーは、グループに設定されている操作権限に従って、デバイスに

アクセスすることができます。 

No Access アクセス権限がありません。ユーザーには、ポートに接続されたサー

バーの参照権限も操作権限もありません。ポートはユーザーのサイ

ドバーにも、メインパネルの一覧にも表示されません。 

 

この設定の場合、デバイスの操作権限を持っているグループに属し

ていたとしても、ユーザーはサイドバーや一覧でデバイスを確認する

ことはできず、これらのデバイスにアクセスすることもできません。 

View Only ユーザーはリモートサーバーの画面の参照だけはできますが、リモ

ートサーバーの操作を行うことはできません。 

（表は次ページに続きます。） 
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項目 説明 

Full Access ユーザーはリモートサーバーの画面を参照することができ、このサー

バーに対して自分のキーボードやモニターを使って操作をすること

もできます。この設定が有効になっていると、「バーチャルメディア」

のチェックボックスが有効になります。 

Virtual Media ユーザーにこのポートでのバーチャルメディアの使用を許可する場

合は、チェックボックスにチェックを入れてください。バーチャルメデ

ィアデバイスのマウントに関する詳細については、p.128 をご参照く

ださい。 

 

5. 他のポートに対しても、上記の手順を繰り返して設定を行ってください。 

6. 項目の選択が完了したら、「保存」ボタンをクリックしてください。 

7. 確認用のポップアップ画面が表示されたら、「OK」ボタンをクリックしてください。 

 

 

グループメニューを使ってデバイス操作権限を割り当てる方法 

 ユーザーが属するグループに対してデバイス操作権限を割り当てる場合は、下記の手順に従っ

て操作を行ってください。 

 

1. メニューバーから「グループ」を選択してください。 

2. サイドバーから、対象となるグループの名前をクリックしてください。 

- または – 

メインパネルから、対象となるグループの名前をクリックし、「編集」ボタンをクリックしてくださ

い。 

3. 表示された「グループ」画面から、「デバイス」タブを選択してください。 

4. ここで表示される画面は、「ユーザー」メニューで表示される画面と基本的には同じですが、こ

こでは「No Access」の設定がありません。 

この画面と「ユーザー」画面の違いは、この画面で設定したものは、個人だけでなくグループ

の全メンバーに対して適用されるという点です。 

p.118 「ユーザーメニューを使ってデバイス操作権限を割り当てる方法」に記載されている内

容に従って、デバイスの割り当てを行ってください。 
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第 8 章 

ポートアクセス 
概要 

 

 KVM スイッチにログインすると、「ポートアクセス」タブの「接続」メニューが表示されます。 

 

コンソール UI 
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ブラウザ UI 
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画面構成 

 「ポートアクセス」タブは、複数のメインエリアから構成されます。 

 

◆ ユーザーがアクセスを許可されたすべてのポートは、画面左側にあるポート選択サイドバーに

一覧表示されます。 

◆ サイドバー下部には、ツリーに表示されるポートの操作ができる「開く」ボタンが表示されます。 

◆ メインパネルからはポートにアクセスできるだけでなく、各ポートの詳細リストも表示されます。 

 

ポート選択サイドバー 

 

 ユーザーがアクセスを許可された KVM スイッチとそのポートは、カスケード接続された KVM スイ

ッチとそのユニット上のポートも含めてすべて、画面左にあるサイドバーのツリーに一覧表示されま

す。 

 

ポート選択ツリー 

◆ ユーザーは、アクセス権限を持っている KVM スイッチやポートに対してのみ参照権限が与え

られます。 

◆ ポートおよび子機となる KVM スイッチは、親機の下に入れ子になって表示されます。ツリーを

展開して、入れ子になったポートを表示する場合は、KVM スイッチの前にある「+」マークをクリ

ックしてください。また、ツリーを折りたたんで、入れ子になったポートを非表示にする場合は、

KVM スイッチの前にある「-」マークをクリックしてください。 

◆ ポートのポート ID は、ポートアイコンの隣にある括弧の中に表示されます。ポートは容易に識

別できるように名前を設定することができます(p.148「ポートプロパティの設定」参照)。 

◆ オンラインの KVM スイッチとポートには、画面が黄緑色のモニターアイコンが表示されます。

画面が灰色のモニターアイコンはオフラインのデバイスやポートを表します。 

◆ ポートにアクセスする場合は、対象となるポートのアイコンをダブルクリックしてください。ポート

操作の詳細については、p.157 の第 9 章で説明します。 

◆ コンソール UI ツリーのポートを右クリックすると、小さいポップアップが表示され、そのポートに

対して KVM セッションを開くか、バーチャルデバイスをそのポートにマウントするかを選択する

ことができます。ポートに接続されたサーバーに対して KVM セッションを開く場合は、「KVM」

をダブルクリックしてください。また、ポートに接続されたサーバーにあるコンソールモジュール

の USB ポートに接続されたバーチャルデバイスをマウントする場合は、「VM Mount」をダブル

クリックしてください(詳細は p.128 参照)。  



124 

 

コンソール UI 

 

 

◆ ブラウザ UI のポートを右クリックすると、小さいポップアップが表示され、そのポートをお気に入

りリストに追加したり、また、ポートに名前が設定されている場合は、その名前を削除したりする

ことができます。ポートをお気に入りリストに追加する場合は、「お気に入りに追加」をクリックし

てください(p.132 参照)。ポートが既にお気に入りに指定されている場合は、このボタンでお気

に入りリストからポートを削除することができます。ポートの名前を削除する場合は、「Clear 

Name」をクリックしてください。 

 

ブラウザ UI 
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開く 

 サイドバー下部にある「開く」をクリックすると、サイドバーツリーに表示されるポートの数や種類、

また、オートスキャンモード(p.160 「オートスキャン」参照)が起動した際にスキャンの対象になるポ

ートを管理することができる、インターフェースが表示されます。 

 

コンソール UI/ブラウザ UI 

  

 

 リスト内の各項目の内容は下表のとおりです。 

 

リスト項目 説明 

All これはデフォルトで表示されます。他のフィルターオプションが選択

されていない場合、そのユーザーがアクセスできるすべてのポート

が、サイドバーツリーに一覧表示されます。 

お気に入り（p.132 参照）が登録されていると、「All」の代わりにこの

お気に入りをリストから選択することができます。お気に入りを選択

すると、お気に入りとして選択されたアイテムだけがツリーに表示さ

れます。 

電源オン 「電源オン」のチェックボックスにチェックを入れて有効にしていると、

接続デバイスに電源が入っているポートだけツリーに表示されます。 

検索 検索文字列を入力して「検索」ボタンをクリックすると、この検索文字

列を含むポートネームだけがツリーに表示されます。ワイルドカード

(?および*)の使用が可能ですので、複数のポートを表示することが

できます。例えば、検索文字列として「Web*」を入力すると、「Web 

Server 1」というコンピューターと「Web Server 2」というコンピューター

がリストに表示されます。 

隠す 「隠す」をクリックすると「開く」ダイアログを終了します。 
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接続 

 

 「接続」画面には、デバイスレベルのポートステータス情報や、ポートレベルのポート接続設定オ

プションが表示されます。さらに「コンソール選択」タブは、1 つまたは複数のコンソールを特定のコ

ンピューターに接続させるようマトリックスチャートを使用して選択する際に使用します。 

 

デバイスレベル 

 サイドバーからマトリックス KVM スイッチが選択されると、「接続」画面のメインパネルには、このユ

ーザーがアクセス・参照可能なデバイスのポート一覧が表示されます。 

 

コンソール UI 

 

 

ブラウザ UI 
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表の各列とその内容は下表のとおりです。 

 

列名 説明 

ポート番号 KVM スイッチ上におけるポートナンバーです。 

ポートネーム ポートに名前が割り当てられている場合は、ここに表示されます。 

ステータス ポートの現在のステータス(オンラインまたはオフライン)を表します。 

◆ ポートがオンラインの場合は、「ON」と表示されます。 

◆ ポートがオフラインの場合、コンソール UI ではダッシュが表示さ

れ、ブラウザ UI では「OFF」と表示されます。 

KVM Adapter ポートに接続されているコンピューターモジュールの種類です（コン

ピューターモジュールの型番と使用方法については p.22 参照）。 

オペレーション 

(コンソール UI のみ) 

「接続」は、ポートが表示されている行をクリックすると、そのポートに

アクセスできることを表します。 

バーチャルメディア 

(ブラウザ UI のみ) 

ポートに接続されているサーバーにおけるバーチャルメディアのス

テータスを表します。「Mapped」は、コンソールモジュールの USB ポ

ートから、ポートに接続されているサーバーにマッピングされたことを

表します。また、バーチャルメディアがアクティブでない場合、ダッシ

ュが表示されます。マウントに関する詳細については p.128 「VM 

Mount」をご参照ください。 

 

注意： 表示されたアイテムの並び順は、並べ替えの対象となる項目の列をクリックすることで

変更できます。 
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ポートレベル 

 ポートがサイドバーツリーで選択されている場合、「接続」画面には、そのポートの属性や接続オ

プションの表示に切り替わります。 

 

コンソール UI 

 

 

ポート属性: 

この部分には参考情報が読取専用で表示されます。これらの属性は、「ポートアクセス」タブの「プ

ロパティ」画面（p.148 参照）で設定されます。 

 

接続: 

 「接続」をクリックすると、そのポートに接続されたサーバーに切り替えます。 

 

VM Mount: 

 「VM Mount」をクリックすると、コンソールモジュールの USB ポートに接続されたバーチャルメディ

アデバイスを、このポートに接続されたサーバーにマッピングします。 

 

注意： この機能はバーチャルメディアに対応するコンソールモジュール及びコンピューター

モジュールを使用した際にのみ使用可能です。 
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ブラウザ UI 

 

 

ポート属性: 

この部分には参考情報が読取専用で表示されます。これらの属性は、「ポートアクセス」タブの「プ

ロパティ」画面（p.148 参照）で設定されます。 

 

関連付けリンク 

 電源管理デバイス Power Over the NET™ PN0108 の電源アウトレットポートがこのポートに関連

付けられていると（p.82 「関連付け」参照）、ソケットアイコンをクリックすることで、この画面から電源

ステータスを操作することができます。 
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コンソールセレクター 

 

 「コンソールセレクター」タブでは、アドミニストレーターがグラフィックインデックスチャートを使用し

て、選択したポートに接続する複数のコンピューターを選択することができます。 

 

 「コンソールセレクター」タブでは接続されたコンソールとポートをセレクターボタンを使って相互

参照インデックスに一覧表示します。コンソールを特定のポートに接続するには、コンピューター

/KVM モジュールリストからポートを展開してハイライトさせ、接続したいコンソールを選択してから

「接続」をクリックしてください。作業時間を短縮するには、プロフィールとして接続環境を構築し、保

存することができます。以後プロフィールを呼び出して使用できるように 16 までの接続プロファイル

が保存・インポートできます。 

 

コンソール UI 
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ブラウザ UI 

 

 

 コンソールセレクターの各オプションに関する説明は下表の通りです。 

 

設定 機能 

Profile (プロフィール） 接続環境をインポートまたは保存するにはプルダウンボックスを使用

してください。最大 16 までの事前に定義したプロフィールの保存

(「Save」)/呼び出し（「Import」）ができます。プロフィール名は変更す

ることができます。 

Save （保存） 画面に表示された現在の接続環境を保存するには、この「Save」ボ

タンを使用してください。 

Import （インポート） プロフィールプルダウンボックスから以前保存したプロフィールを選

択し呼び出すにはこのボタンを押してから「Import」をクリックしてくだ

さい。 

Connect （接続） コンソールを現在表示しているプロフィールと関連付けられているポ

ートに接続するにはこのボタンを使用してください。 
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お気に入り 

 

 この「お気に入り」画面は、ブックマークのような機能を提供します。頻繁にアクセスするポートをこ

こでリストに保存することができますので、サイドバーからポートをわざわざ探さなくても、この画面か

らポートを選択するだけで簡単にアクセスすることができます。さらに、スキャンモードでスキャンの

対象となるポートをお気に入りに追加されたポートだけに限定することもできます（p.140 「Scan 

Mode」参照）。 

 

コンソール UI 

 

 

ブラウザ UI 
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お気に入りの登録 

コンソール GUI : コンソール GUI でお気に入りを追加する場合は、サイドバーから目的のポートを

選択し、パネル下部にある「追加」ボタンをクリックしてください。 

 

ブラウザ GUI : ブラウザ GUI でお気に入りを追加する場合は、サイドバーから目的のポートを右クリ

ックして、パネル下部にある「お気に入りに追加」ボタンをクリックしてください。 

- または – 

サイドバーからポートを選択して「追加」ボタンをクリックしてください。 

 

お気に入りの削除 

 お気に入りを削除する場合は、対象となるアイテムをメインパネルから選択して、メインパネル下

部にある「削除」ボタンをクリックしてください。 
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履歴 

 

 製品内部で発生したイベントは、すべてログとして記録されます。「履歴」画面では、ログファイル

の内容を表示します。 

 

コンソール UI 
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ブラウザ UI 
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参照 

 

 「参照」画面では、ユーザー自身の個別作業環境を設定することができます。製品内部には、各

ユーザーのプロフィール設定が個別に保存され、ログインの際に入力されたユーザーネームに基

づいて、そのユーザーの作業環境を構築します。 

 

コンソール UI 
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ブラウザ UI 
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ユーザー設定の変更 

 下表の内容に従って、設定変更を行ってください。 

 

設定 機能 

言語 インターフェースの表示言語を選択します。お使いの環境に適した言語

をリストから選択してください。 

ツールバーホットキー ツールバーを呼び出すホットキーを[Scroll Lock] [Scroll Lock]キーまた

は [Ctrl] [Ctrl]キー に設定します。 

[Ctrl]キーの入力は、動作中のコンピューターの他のプログラムと競合す

る可能性があるため、デフォルトでは[Scroll Lock]キーに設定されていま

す。 

ID 表示 ポート ID 表示方法を選択します。選択できる設定項目は以下のとおりで

す。 

 

ポート番号 + ポートネーム：ポートナンバーとポートネーム 

ポート番号：ポート番号のみ 

ポートネーム：ポートネームのみ 

 

デフォルトでは、ポートナンバーとポートネーム（ポート番号 + ポートネ

ーム）に設定されています。 

ID 表示時間 ポート切替が行われた後、画面にポート ID を表示する時間を設定しま

す。0～240 秒の値を設定するか、「常に ON」を有効にしてください。 

 

注意：0 を設定すると、「常に ON」にチェックを入れた時と同じように動作

します。 

デフォルトでは 3 秒間に設定されています。 

スキャン間隔 オートスキャンモード（p.160 参照）で、各ポートに接続されたコンピュータ

ーの画面を表示する時間を設定します。1～240 秒までの数値を入力し

てください。 

デフォルトでは 5 秒間に設定されています。 

（表は次のページに続きます） 
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設定 機能 

スクリーンブランカー この機能で設定された時間、コンソールからの入力がない場合、画面は

ブランクになります。0～30 分の時間を入力してください。この機能を無

効にする場合は「無効」の項目にチェックを入れてください。この項目に

チェックを入れると、画面はブランクになりません。 

 

注意：0 を設定すると、「無効」にチェックを入れた時と同じように動作しま

す。 

デフォルトでは「無効」に設定されています。 

ログアウトタイムアウト この機能で設定された一定の時間、コンソールからの入力がない場合、

このコンソールを使用しているユーザーは自動的にログアウトさせられま

す。この時、コンソールを使用するには、再ログインが必要です。 

タイムアウトの値を設定する場合は、0～180 分を入力してください。この

機能を無効にする場合は「無効」の項目にチェックを入れてください。こ

の項目にチェックを入れると、経過した時間にかかわらずユーザーが自

動的にログアウトすることはありません。 

 

注意：0 を設定すると、「無効」にチェックを入れた時と同じように動作しま

す。 

デフォルトでは「無効」に設定されています。 

ブロードキャストタイム

アウト 

「ブロードキャスト」が有効になっている場合(p.145 参照)、ユーザーから

の入力がないまま、ここで設定された時間が経過すると、ブロードキャスト

機能は自動的に終了します。タイムアウトの値を設定する場合は、0～

240 秒の値を入力してください。この機能を無効にする場合は「無効」の

項目にチェックを入れてください。この項目にチェックを入れると、経過し

た時間にかかわらず、ブロードキャスト機能が自動的に終了することはあ

りません。 

 

注意：0 を設定すると、「無効」にチェックを入れた時と同じように動作しま

す。 

デフォルトでは「5 秒」に設定されています。 

（表は次のページに続きます） 
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設定 機能 

Welcome Message 

(ブラウザ UI) 

この項目が有効になっている場合、メニューバーの右側にウエルカムメッ

セージが表示されます。無効になっている場合は、ウエルカムメッセージ

は表示されません。この機能が有効になっている場合に、「ユーザーネ

ーム」のチェックボックスにチェックを入れると、このユーザーの名前がウ

エルカムメッセージ内に表示されます。 

デフォルトでは「無効」に設定されています。 

View Mode サイドバーに表示するポートを選択します。選択できる設定項目は以下

のとおりです。 

 

アクセス可能 – ユーザーがアクセスを許可されたポートがすべて一覧

表示されます。 

電源オン - ユーザーがアクセスを許可されたポートで、かつ接続された

コンピューターに電源が入っているものだけが一覧表示されます。 

 

デフォルトでは「電源オン」に設定されています。 

Scan Mode オートスキャンモード（p.160 参照）で、アクセスするコンピューターを選択

します。選択できる設定項目は以下のとおりです。 

 

お気に入り – お気に入り（p.132 参照）として選択されたポートだけがス

キャンされます。 

アクセス可能 – ユーザーがアクセスを許可された全てのポートがスキャ

ンされます。 

電源オン - ユーザーがアクセスを許可されたポートで、かつ接続された

コンピューターに電源が入っているものだけがスキャンされます。 

 

デフォルトでは「電源オン」に設定されています。 

ツールバー 「無効」にチェックを入れると、ユーザーはポート接続時に[Scroll Lock] 

[Scroll Lock]または[Ctrl] [Ctrl]キーを入力するとコンソール UI に戻るこ

とができます。これはツールバーホットキー機能を無効にします。 

ビープ音 ビープ音が有効になっていると、ポート切替時、オートスキャン機能

（p.160 参照）の有効時、また、片方の電源にしかケーブルが接続されて

いない(ないしは、片方の電源スイッチしか ON になっていない)場合に、

それぞれビープ音が出力されます。 

デフォルトでは有効(「無効」の項目が未選択)に設定されています。 

（表は次のページに続きます） 
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設定 機能 

ホットキーコマンド 「無効」の項目にチェックを入れると、ホットキー操作がコンピューターで

動作中のプログラムと競合がある場合などに、GUI ホットキー機能を無効

にします。 

オーディオ スピーカーやマイクを有効にする場合は、対象項目にチェックを入れてく

ださい。 

◆ 「スピーカー」の項目を有効にすると、製品本体のポートに接続され

たサーバーからの音声が、コンソールに接続されたスピーカーやク

ライアントコンピューターのブラウザから出力されるようになります。 

◆ 「マイク」の項目を有効にすると、コンソールからのマイク入力を製品

本体のポートに接続されたサーバーに転送します。 

パスワードの変更 ユーザーのパスワードは下記の手順で変更してください。 

1. 「旧パスワード」欄に、現在のパスワードを入力してください。 

2. 「新パスワード」欄に、新しいパスワードを入力してください。 

3. 「パスワード確認」欄に、新しいパスワードと同じ文字列を入力してく

ださい。 

 

 設定内容を変更したら、「保存」ボタンをクリックしてください。 
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マルチキャストオーディオ 

 マルチキャストオーディオ機能を使用すると、複数のユーザーが同じ KVM ポートにアクセスして、

そこから再生されるオーディオを聞くことができます。つまり、1 つの KVM ポートからそれに接続さ

れた複数のコンソールモジュールへとオーディオを同時に一斉送信することができます。 

 

 マルチキャストオーディオ機能を有効にするには、「ポート選択」の「参照」ページ（p.136 「参照」）

参照）にある「スピーカー/マイク」オプションにチェックを入れてください。また、次ページの図で示

した必要なデバイスがセットアップに含まれているか確認してください。 

 

 図はマルチキャストオーディオ機能がどのような KVM 接続でも動作するのに必要なデバイスの機

種を表しています。 

 

 必要機種は下表の通りです。 

コンピューターモジュール KVM スイッチ コンソールモジュール 

KA7176 KM0532/KM0932 KA7240 

 

 

デフォルト値のリストア 

 「デフォルト値復元」をクリックすると、ユーザー設定で変更された内容がすべて取り消され、工場

出荷時におけるデフォルト設定に戻ります。 
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セッション 

 

 管理者は、現在製品にログインしているすべてのユーザーと、これらのユーザーのセッションに関

する情報を、この「セッション」画面で確認することができます。 

 

コンソール UI 

 

 

ブラウザ UI 
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 画面上部の項目名は、基本的にその項目名の通りですが、下記の項目名については補足事項

があります。 

 

◆ 「サービス」列には、ユーザーのログイン方法(ブラウザ接続(HTTPS)またはコンソール)が表示

されます。 

◆ 「コンソール/IP」列には、下記の内容が表示されます。 

 コンソール接続の場合 : 「コンソールの名前/接続コンソールのポートナンバー」の形式

で表示されます。例えば、コンソールの名前が「Taipei」で、接続コンソールのポートナン

バーが 1 である場合、「Taipei/1」と表示されます。 

 ブラウザ接続の場合 : クライアントコンピューターの IP アドレスが表示されます。 

 

セッションの強制終了 

 管理者は、ユーザーを選択して「セッション終了」ボタンをクリックすることで、このユーザーを強制

的にログアウトさせることができます。「再読込」ボタンをクリックすると、選択された項目をすべてクリ

ア(すべてのチェックボックスからチェックを外す)にします。 

 

 

スキャン 

 

 このメニューをクリックすると、スキャンモードを開始します。詳細については、p.160 「オートスキ

ャン」をご参照ください。 

 

注意： スキャン機能は、コンソール UI でのみご利用いただけます。 
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ブロードキャスト 

 

 ブロードキャストが有効になっていると、コンソールから入力されたコマンドは、その機器構成にお

けるすべての利用可能なコンピューターにブロードキャストされます。 

 

注意： 「ブロードキャスト」画面は、コンソール UI でのみご利用いただけます。 

 

 この機能は、システム全体でのシャットダウンや、ソフトウェアのインストール・アップデートといった

作業を複数のコンピューターで実行する必要がある場合に特に有効です。 

 

 ブロードキャスト機能を有効にする場合は、「有効」ラジオボタンを選択して、「保存」ボタンをクリッ

クしてください。 

 

◆ ブロードキャストモードが有効である場合、コンソールが選択されているポートのポート ID の前

に[b]が表示されます。 

◆ ブロードキャストモードが有効である場合、マウスは正常に機能しません。マウスを通常の操作

に戻す場合は、ブロードキャストモードを終了する必要があります。 

 

 ブロードキャストモードを終了する場合は、ホットキーを使って GUI を起動し、メニューバーで「ブ

ロードキャスト」を選択後、「無効」ラジオボタンを選択して、「保存」ボタンをクリックしてください。 
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アクセス 

 

 「アクセス」画面では、ユーザーやグループのアクセス権限をポート単位で設定します。 

 

コンソール UI 

 

 

ブラウザ UI 
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 ユーザーとグループは別々の画面に一覧表示されます。画面を切り替える場合は、パネル上部

にある目的のタブをクリックしてください。 

 

 ポートに対してユーザーのアクセス権限を設定する場合は、サイドバーツリーでポートを選択して

から、このユーザーの行にある、設定権限に対応したラジオボタンを選択してください。 

 

注意： 設定権限は、電源が入っているポートに対してのみ割り当てが可能です。 

 

 アクセスカテゴリの内容は下表のとおりです。 

 

項目 説明 

Not Assigned ユーザーに対して操作権限が具体的に設定されていませんが、ユ

ーザーが、デバイスへの操作権限を持っているグループに属してい

る場合、このポートはユーザーのサイドバーツリーに表示され、ユー

ザーは、グループに設定されている操作権限に従って、デバイスに

アクセスすることができます。 

No Access アクセス権限がありません。ユーザーには、ポートに接続されたサー

バーの参照権限も操作権限もありません。ポートはユーザーのサイ

ドバーにも、メインパネルの一覧にも表示されません。 

この設定の場合、デバイスの操作権限を持っているグループに属し

ていたとしても、ユーザーはサイドバーや一覧でデバイスを確認する

ことはできず、これらのデバイスにアクセスすることもできません。 

View Only ユーザーはリモートサーバーの画面の参照だけはできますが、リモ

ートサーバーの操作を行うことはできません。 

Full Access ユーザーはリモートサーバーの画面を参照することができ、このサー

バーに対して自分のキーボードやモニターを使って操作をすること

ができます。 

バーチャルメディア  「Full Access」が選択されている場合、バーチャルメディア関連のカ

テゴリが有効になり、選択チェックボックスが表示されます。ポートに

接続されているサーバーのコンソールモジュールの USB ポートに接

続されているバーチャルメディアのデバイスをユーザーがマウントす

るのを許可するには、コンソールの場合は「×」を、ブラウザの場合

はチェックをそれぞれ追加してください(詳細については p.128 「VM 

Mount」参照)。 

 

 アクセス設定が完了したら、メインパネル下部にある「保存」ボタンをクリックしてください。 
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プロパティ 

 

ポートプロパティの設定 

 ポートプロパティを設定する場合は、ポートプロパティ設定画面に遷移し、下記の手順に従って

操作してください。 

 

1. 「ポートアクセス」タブで、「プロパティ」メニューを選択してください。 

2. サイドバーで目的のポートをクリックしてください。 

- または – 

メインパネルで目的のポートを選択し、「編集」ボタンをクリックしてください。 

 

コンソール UI：ポート設定リスト 
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ブラウザ UI：ポート設定リスト 
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コンソール UI:ポートプロパティ 

 

 

ブラウザ UI:ポートプロパティ 
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 設定項目の内容は下表のとおりです。 

 

項目 説明 

ポートネーム 多数の KVM スイッチを導入している大規模なシステム構成で特に

便利に使えるように、各スイッチ、ポートにはそれぞれ名前を設定す

ることができます。新規に設定する場合はポートの名前を入力してく

ださい。また、既に名前が設定されている場合は、この名前を変更ま

たは削除してください。名前は半角英数字および記号を使って、15

文字以内で設定してください。 

OS 言語 接続ポートのサーバーで使われている OS 言語を設定します。お使

いの環境に適した言語をリストから選択してください、デフォルトでは

「英語(アメリカ)」に設定されています。 

ポート OS 接続ポートのサーバーで使われている OS を設定します。設定でき

る内容は、Win、Mac、Sun、その他です。デフォルトでは「Win」に設

定されています。 

操作モード 複数ユーザーがログインした際に、ポートにどのような方法でアクセ

スするかを定義します。 

 

Exclusive：最初にポートにアクセスしたユーザーが、そのポートに対

して排他的に制御することができます。他のユーザーはそのポート

を参照することができません。この内容で設定されているポートに

は、「Occupy タイムアウト」機能は適用されません(下記「Occupy タイ

ムアウト」参照)。 

 

Occupy：最初にポートにアクセスしたユーザーが、そのポートに対し

て操作することができますが、他のユーザーもこのポートのビデオ出

力を参照することができます。このポートを操作しているユーザーが

非アクティブ状態のまま「Occupy タイムアウト」で設定された時間が

経過すると、次にマウスやキーボードの操作を行ったユーザーがポ

ートを操作できるようになります。 

 

Share：ユーザー間でポート操作を同時に共有します。ユーザーから

の入力はキューに格納され、順番に実行されます。 

（表は次のページに続きます） 

  



152 

 

項目 説明 

Occupy タイムアウ

ト 

この欄には、アクセスモードが「Occupy」(上記の「操作モード」参照)

に設定されているポートのしきい値の時間を設定します。ポートを占

有しているユーザーが何も操作をしないまま、ここで設定された時間

が経過すると、ユーザーはタイムアウトになり、ポートが解放されま

す。ポートが解放されてから最初にキーボードやマウスの入力を行

ったユーザーが、そのポートを占有できるようになります。 

 

この項目は 1～240 秒の値を設定してください。デフォルトでは 3 秒

に設定されています。 

 

 設定が完了したら、メインパネル下部にある「保存」ボタンをクリックして、「プロパティ」のメイン画

面に遷移してください。 
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KA7140 プロパティ 

 KM0032/KM0532/KM0932 にシリアルデバイスを接続する際にコンピューターモジュール

KA7140 を使用している場合、通常パラメーターに加え、シリアルパラメーターも設定する必要があ

ります。KA7140 の設定を行い、接続デバイスと通信するには、下記の方法で、この KA7140 側とデ

バイス側でシリアルパラメーターを一致させる必要があります。 

 

1. 「ポートアクセス」タブのサイドバーで、KA7140 が接続されているポートを選択してください。 

2. メニューバーから「プロパティ」を選択してください。 

3. メインパネルから「KA7140」を選択し、画面下部にある「編集」ボタンをクリックしてください。下

図のような KA7140 の「プロパティ」画面が表示されます。 

 

コンソール UI 

 

 

ブラウザ UI 
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4. 接続シリアルコンソールデバイスで使用されているプロパティに合ったものを、シリアルパラメ

ーターのリストから選択してください。 

KA7140 がサポートするポートプロパティの設定は、下表のとおりです。 

設定 機能 

Bits per second 

(Baud Rate) 

(ボーレート) 

ここでは、ポートのデータ転送速度を設定します。ドロップダウンから

最小 300、最大 57600 の値を選択することができます。シリアルコンソ

ールデバイスのボーレートの設定に合うように、この値を設定してくだ

さい。デフォルトでは 9600(大半のシリアルコンソールデバイスの基本

設定の値)に設定されています。 

Data Bits 

(データビット) 

データの 1 文字送信する際に使用するビット数を設定します。7 また

は 8 が設定できます。シリアルコンソールデバイスのデータビットの設

定に合うように、この値を設定してください。デフォルトでは 8(大半の

シリアルコンソールデバイスのデフォルト値)に設定されています。 

Parity 

(パリティ) 

このビットは、転送データの整合性をチェックするのに使用されます。

設定できる値は、「None」、「Odd」、「Even」です。シリアルコンソール

デバイスのパリティの設定に合うように、この値を設定してください。デ

フォルトでは「Odd」に設定されています。 

Stop Bits 

(ストップビット) 

これは、文字が転送されたことを表すものです。シリアルコンソールデ

バイスのストップビットの設定に合うように、この値を設定してください。

設定できる値は、1 または 2 です。デフォルトでは 1(大半のシリアルコ

ンソールデバイスのデフォルト値)に設定されています。 

Flow Control 

(フロー制御) 

データフローの制御方法を選択することができます。設定できる値

は、「None」、「Hardware」、「XON/XOFF」です。シリアルコンソール

デバイスのフロー制御の設定に合うように、この値を設定してくださ

い。デフォルトでは「None」に設定されています。 

 

注意：「None」は 9600 以下のボーレートにしか対応していません。

9600 を超えるボーレートの場合は、「Hardware」または「XON/XOFF」

を選択してください。 

Access Mode シリアルコンソールデバイスのアクセスモードを設定することができま

す。設定できる値は、「Share」、「Occupy」、「Exclusive」です。デフォ

ルトでは「Share」に設定されています。この機能に関する詳細は、

p.151 「操作モード」をご参照ください。 

 

5. 項目を選択し終わったら、「保存」ボタンをクリックしてください。 
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デフォルト値のリストア 

 「プロパティ」メイン画面で「デフォルト値復元」ボタンをクリックすると、全ポートのプロパティをデフ

ォルト設定に戻します。 
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PON 

 

 お使いの KM0032/KM0532/KM0932 に、電源管理デバイス Power Over the NET™を併用してい

る場合、PON メニューをクリックすると、Java アプレットビューワーが起動します。ユーザーはこのビ

ューワーを使って、KM0032/KM0532/KM0932 に接続された電源管理サーバーをリモート操作す

ることができます(p.82「関連付け」参照)。 

 

注意： 1. 「PON」は、ブラウザ UI バージョンでのみご利用いただけます。 

2. PON インターフェースとの連携は、Java アプレットビューワーを介して行われま

すので、クライアントコンピューター(マトリックス KVM スイッチへのログインに使

用しているコンピューター)には、最新の Oracle Java Runtime Environment(JRE)

をインストールしてください。 

3. PON ビューワーは、現在のブラウザセッションだけで使用することができます。ロ

グアウトするとアプレットは停止しますので、次にログインする際にはこのアプレ

ットを再度ダウンロードし、実行する必要があります。 

 

 Java アプレットをダウンロード・実行すると、PON のログイン画面が表示されます。電源管理操作

については、お使いの電源管理デバイスのユーザーマニュアルをご参照ください。 

 

注意： 電源管理デバイスに関する最新の情報は、弊社 Web サイトにてご確認ください。 
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第 9 章 

コンソールからのポート操作 
概要 

 

 ログイン（p.56 参照）に成功すると、コンソール画面には「ポートアクセス」タブの「接続」メニューが

表示されます。 

 

 

 

注意： ポート操作は、コンソール UI からのみ操作可能です。ブラウザ UI は設定にしか使え

ません。 

 

 ユーザーがアクセスを許可されたポートはすべて、画面左側にあるサイドバーのツリーに表示さ

れます。ポートに接続されているデバイスにアクセスするには、このアイコンをダブルクリックするか、

メインパネルにある対象ポートの「接続」リンクをクリックしてください。 

 

 ポートを切り替えると、そのコンピューターの画面がお使いのモニターに表示され、キーボードや

マウスからの入力はリモートシステムに対して有効になります。ポートに接続されたデバイスを、実

機の前で直接操作しているときと同様の感覚で操作することができます。  
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ポートツールバー 

 

 製品のインターフェースには、ポートの選択後にもポート切替操作ができるツールバーが提供さ

れています。このツールバーを起動する場合は、ツールバーホットキー([Scroll Lock]キー、または

[Ctrl]キー)を 2 回連続して押してください。画面左上に下図のようなツールバーが表示されます。 

 

 

 

 「ID 表示」（p.138 参照）で選択された設定に応じて、ツールバーの右にポートナンバーやポート

ネームが表示されます。ツールバーの各アイコンの機能は、p.159 に記載されています。 

 

 ツールバーが表示されると、マウスの入力はツールバーの領域に限定され、キーボードの入力は

ポートに接続されたコンピューターに対して無効になります。コンピューターの操作を行いたい場合

は、このツールバーを閉じてください。 

注意： 「ツールバーを無効にする」機能が有効となっている場合、ツールバーホットキーが使

用された時に画面にツールバーが表示されず、ユーザーはすぐに GUI に戻ることが

できます（p.140 「ツールバー」参照）。 

 

ポートアクセス画面の再呼出 

 ポートへの接続を切断し、「ポートアクセス」画面に戻る場合は、下記に従って操作してください。 

 

「ポートアクセス」画面に戻るツールバーのアイコン（p.159 参照）をクリックしてください。 

- または – 

ツールバーホットキー([Scroll Lock]キー、または[Ctrl]キー)を 1 回押してください。 

 

ツールバーの終了 

ツールバーを閉じる場合は、下記に従って操作してください。 

 

ツールバーの「×」アイコンをクリックしてください。 

- または – 

「ポートアクセス」画面を呼び出してポートを再選択してください。  
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ツールバーのアイコン 

 ツールバーの各アイコンの機能は下表のとおりです。 

 

アイコン 機能 

 

サイドバーツリーにおける、現在のステーションの前のステーションに切り替えま

す。 

 

サイドバーツリーにおける、現在のステーションの次のステーションに切り替えま

す。 

 

サイドバーツリーにおける、最初のポートに切り替えます。 

 

サイドバーツリーにおける、現在のポートの前のポートに切り替えます。 

 

オートスキャンモードを開始します。マトリックス KVM スイッチは、「ポート選択」

と「開く」機能(p.125 参照)でオートスキャンの対象として選択されたポートを自動

的に切り替えます。この機能によって、ポートを手動で一つ一つ切り替えなくて

も、コンピューターの画面を自動的に切り替えて監視することができます。 

 

サイドバーツリーにおける、現在のポートの次のポートに切り替えます。 

 

サイドバーツリーにおける、最後のポートに切り替えます。 

 

「ポートアクセス」画面を呼び出します。 

 

ツールバーを透過または非透過に切り替えます。 

 

ツールバーを終了します。 

 

マトリックス KVM スイッチからログアウトします。 
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ツールバーホットキーによるポート切替 

 ツールバーの表示中は、ポート操作をホットキーでキーボードから直接切り替えることができます。

マトリックス KVM スイッチのホットキーには下記の特長があります。 

 

◆ オートスキャン 

◆ スキップモードによる切替 

◆ ポートナンバーによる切替 

◆ 画像のプッシュ型配信 

 

 ホットキーの機能については、後のセクションに記載します。 

 

注意： 1. ホットキーを実行できるようにするために、ツールバーを見える状態にしておい

てください(p.159 「ツールバーのアイコン」参照)。 

2. ホットキーとして割り当てられているキー(例：A、P 等)を、ホットキーとしてではな

く通常の入力で使用したい場合は、ツールバーを先に終了しておいてくださ

い。 

 

オートスキャン 

 スキャン機能を使うと、現在ログインしているユーザーがアクセスできるすべてのポートを対象にし

て、一定の時間間隔で自動的に切替を行い、ユーザーが自動的にコンピューターを監視できるよ

うになります。また、ユーザーはサイドバーツリーの「開く」機能を使ってスキャンされるポートの数を

制限することもできます。詳細については、p.125「開く」をご参照ください。 

 

 オートスキャンで各ポートを表示する時間は、「スキャン間隔」(p.138 参照)の項目で設定されます

が、ホットキー(p.164 参照)で簡単に変更することができます。 

 

 オートスキャンを始める場合は、ツールバーが表示されている状態で、[A]キーを押してください。

オートスキャン機能(オートスキャンモード)は、サイドバーにおける最初のポートから順にポート切替

を行います。また、ポート ID の前には「S」マークが表示され、ポートがオートスキャンモードでアクセ

スされていることを表します。 

 

◆ オートスキャンモードの実行中に[P]キーを押して、特定のサーバーでスキャンを一時停止す

ることができます。オートスキャンが一時停止している間は、ポート ID の前にある「S」マークが

点滅します。 
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◆ あるサーバーを表示したままにしたい場合には、スキャンを終了するより、一時停止する方が

便利です。というのは、スキャンの一時停止後に再開した場合は、スキャンを一時停止したポ

ートから再開するのに対し、オートスキャンモードを終了してから再開した場合は、サイドバー

ツリーの最初のポートからスキャンを始めることになるからです。 

◆ スキャンの一時停止後に再開する場合は、[Esc]キーまたはスペースキー以外の任意のキー

を押してください。スキャンが一時停止したところから再開します。 

◆ オートスキャンモードが有効である場合、通常のキーボードの機能は一時停止されます。キー

ボードを通常使用するためには、オートスキャンモードを終了しなければなりません。オートス

キャンモードを終了する場合は、[Esc]キーまたはスペースキーを押してください。オートスキャ

ンモードを終了すると、オートスキャンが止まります。 

 

スキップモードによる切替 

 スキップモードを使うと、コンピューターを手動で切り替えて監視することができます。オートスキャ

ンが一定の時間間隔で自動的にポートを切り替えるのに対し、このスキップモードでは、時間を気

にすることなく、特定のポートを表示させておくことができます。スキップモードではホットキーとして

カーソルキーを使用します。各キーが提供する機能は下表のとおりです。 

 

カーソルキー 機能 

← 現在のポートから、サイドバーツリーの前のポートに移動します。 

→ 現在のポートから、サイドバーツリーの次のポートに移動します。 

↑ 現在のポートから、サイドバーツリーの最初のポートに移動します。 

↓ 現在のポートから、サイドバーツリーの最後のポートに移動します。 

 

 

ポートナンバーを使った切替 

 ポートナンバーを使ってポートのホットキー切替を行う場合は、下記の手順で操作を行ってくださ

い。 

 

1. [Num Lock]キーを押したままにしてください。 

2. [-]キーを押して指を離してください。 

3. [Num Lock]キーから指を離してください。 

以降、このキー操作は [Num Lock] + [-] と表記します。 

4. 切替対象となるポートのポートナンバー(例：09)を入力してください。 

5. [Enter]キーを押してください。 
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キーボードホットキーによるポート切替 

 

 ツールバーが起動していないときには、ホットキーを使ったポート切替も可能ですが、この機能を

使うためには、まず下記の手順でホットキーモードを起動する必要があります。 

 

1. [Num Lock]キーを押したままにしてください。 

2. [-]キーを押して指を離してください。 

3. [Num Lock]キーから指を離してください。 

以降、このキー操作は [Num Lock] + [-] と表記します。 

 

注意： [-]キーを押したら 0.5 秒以内に指を離してください。キーを押す時間がこれより長く

なると、ホットキーの起動は自動的に取り消されます。 

 

 ホットキーモードがアクティブである場合、製品には下記の動作が見られます。 

 

 通常のキーボード・マウスの機能は一時停止され、ホットキーの機能が割り当てられているキ

ー入力(後のセクションで説明)のみが入力できます。 

 [Esc]キーを押すとホットキーモードを終了します。 

 

ポート ID の割り当て 

 KM0032/KM0532/KM0932 に接続された各コンピューターには、この構成における位置を反映し

た、固有のポート ID が割り当てられます。以下、その例です。 

 

 1 段階目の KM0532/KM0932 の 15 番目の KVM ポートに接続されたコンピューターには、「15」

というポート ID が割り当てられます。 

 1 段階目の KM0532/KM0932 の 15 番目の KVM ポートからカスケード接続された KVM スイッ

チの 4 番目の KVM ポートに接続されたコンピューターには、「15 04」というポート ID が割り当

てられます。(ポートナンバーが 1 桁の場合は、先頭に 0 詰めされます。) 

 デイジーチェーン接続の構成における 7 台目のステーションにある 9 番目の KVM ポートに接

続されたコンピューターには、「C7 09」というポート ID が割り当てられます。 
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ホットキーによる画像のプッシュ型配信 

 

 画像のプッシュ型配信機能を使用すると、「Share」または「Occupy」モードで参照または操作する

ためにユーザーはコンソールのポート接続を他のコンソールへプッシュすることができます。そうす

るには、ホットキーモード（p.162 「キーボードホットキーによるポート切替」参照）を起動してから[P]

に続いてご使用の画像をプッシュしたいコンソール番号を入力してください。例えばご使用のコン

ソールポート接続をコンソール番号 5 へプッシュしたい場合は[P][5]と入力してください。 

 

操作モード 

 画像のプッシュ型配信機能を使用するには、各ポートの操作モードが「Share」または[Occupy」に

設定されていなければなりません。ポートが「Exclusive」に設定されていると、そのポートに最初に

接続したユーザーだけがそれを参照して操作することができるので、画像のプッシュ型配信機能は

他のユーザーの接続を許可しません。各ポートの操作モードは「プロパティ」画面にある「ポートア

クセス」タブで設定することができます（p.148 「ポートプロパティの設定」参照）。 

 

 複数のユーザーが画像のプッシュ型配信機能を使用してログインを試みる際にどのようにポート

がアクセスされるかを下記に説明します。 

 

Exclusive：最初にポートにアクセスしたユーザーが、そのポートに対して排他的に制御することが

できます。他のユーザーはそのポートを参照することができません。この内容で設定されているポ

ートには、「Occupy タイムアウト」機能は適用されません。 

 

Occupy：最初にポートにアクセスしたユーザーが、そのポートに対して操作することができますが、

他のユーザーもこのポートのビデオ出力を参照することができます。このポートを操作しているユー

ザーが非アクティブ状態のまま「Occupy タイムアウト」で設定された時間が経過すると、次にマウス

やキーボードの操作を行ったユーザーがポートを操作できるようになります。 

 

Share：ユーザー間でポート操作を同時に共有します。ユーザーからの入力はキューに格納され、

順番に実行されます。 

  



164 

 

ホットキー一覧表 

 

 下表は、KM0032/KM0532/KM0932 のホットキー操作一覧です。 

 

起動 ホットキー アクション 

[Num Lock] + [-] [ポート ID][Enter] 指定したポート ID のコンピューターにアクセスを切り

替えます。 

[T][n][Enter] オートスキャン時のスキャンインターバルを n 秒に設

定します。n には 1～255 の値を入力してください。 

[A] オートスキャンモードを実行します。 

オートスキャンモードを実行中に[P]キーを押すかマ

ウスで左クリックをすると、オートスキャンを一時停止

します。 

オートスキャンが一時停止している際に任意のキー

を押すか、マウスでもう一度左クリックをすると、オート

スキャンを再開します。 

[←] スキップモードを起動し、現在のポートから、一つ前

のアクセス可能なポートに移動します。 

[→] スキップモードを起動し、現在のポートから、一つ後

ろのアクセス可能なポートに移動します。 

[↑] スキップモードを起動し、現在のポートから、一つ前

のステーションで最後にアクセス可能なポートに移動

します。 

[↓] スキップモードを起動し、現在のポートから、一つ後

ろのステーションで最初にアクセス可能なポートに移

動します。 

[B] ビープ音を ON または OFF に切り替えます。 

[-] 操作を、ユーザーのコンピューター(コンソールモジュ

ールのローカルコンピューターポートに接続)、または

KM0532/KM0932 を交互に切り替えます。 

[P] [コンソール ID] 

[Enter] 

ポートのアクセスを共有するために現在のコンソール

の画像を入力したコンソール ID へプッシュします。 

 

注意： オートスキャンやスキップモードを終了する際には、[Esc]キーを押してください。 
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第 10 章 

ログ 
概要 

 

 製品内部で発生したイベントはすべてログとして記録されます。このログで記録できるイベントの

数は最大 512 です。ログの数がこの最大数に達すると、一番古いイベントから順番に削除され、新

しいイベントが追加されます。ログの内容を確認する場合は、「ログ」アイコンをクリックしてください。

このアイコンをクリックすると、下図のような画面が表示されます。 

 

コンソール UI 
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ブラウザ UI 

 

 

コンソール UI 

 

 ログファイルに記録されたイベントの一覧はメインパネルに表示されます。表の左の列にはイベン

ト発生時刻が、右の列にはその時刻に発生したイベントの内容がそれぞれ表示されます。この一覧

の内容を消去する場合は、「フィルター」パネル右下にある「全てクリア」ボタンをクリックしてくださ

い。 

 

ログのフィルタリング 

 画面下部にある「フィルター」パネルを使うと、ログファイルから特定の言葉や文字列を含むイベン

トを抽出します。 
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 各項目の内容は下表のとおりです。 

 

アイテム 説明 

今日 操作している当日に発生したレコードだけを表示したい場合は、このラジ

オボタンを選択してください。 

All ログファイル内の全レコードを表示したい場合は、このラジオボタンを選

択してください。 

レンジ 特定の期間におけるレコードを表示したい場合は、このラジオボタンを選

択し、期間の始点となる日付を「From」欄に、終点となる日付を「To」欄

に、それぞれ「YYYY-MM-DD」のフォーマットで入力してください。 

パターン 検索に使用する文字列をこの欄に入力してください。 

適用 検索を開始する場合は、このボタンをクリックしてください。検索結果はメ

インパネルに表示されます。 

 

注意：検索されたデータは「ログ情報」列のデータのみです。 

リセット 検索条件の項目を消去し、フィルタリングする前のログをメインパネルに

表示する場合は、このボタンをクリックしてください。 
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ブラウザ UI 

 

 コンソール画面のように、ログファイルに記録されたイベントはメインパネルに表示されます。表の

左の列にはイベント発生時刻が、右の列にはその時刻に発生したイベントの内容がそれぞれ表示

されます。この一覧の内容を消去する場合は、「全てクリア」ボタンをクリックしてください。 

 

ログのフィルタリング 

 ブラウザ UI でも、コンソール UI と同様のログフィルタリング機能を提供しています。「フィルター」

ボタンをクリックすると、「フィルター」パネルが表示されます。 

 

◆ ブラウザ UI でのフィルターパネルは、コンソール UI のものと同じです。コンソール UI のフィル

ターの詳しい使い方については、p.165 の内容をご確認ください。 

◆ このパネルを非表示にする場合は、もう一度「フィルター」ボタンをクリックしてください。 

 

エクスポート 

 エクスポート機能を使うと、ログファイルの内容を簡単に確認することができます。「Export」ボタン

をクリックすると、このログファイルを Excel で開く(Windows の場合)か、データを CSV 形式のファイ

ルに保存する(Windows やその他のプラットフォームの場合)かの選択を促す、下図のようなダイアロ

グが表示されます。 

 

 

 CSV 形式のファイルは、Excel や Open Office Calc といった、標準的な表計算ソフトで開くことが

できます。  
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第 11 章 

ログサーバー 
 

 Windows ベースのログサーバーは選択したマトリックス KVM スイッチで発生したイベント全てを記

録し、検索可能なデータベースに書き込んでいく管理用ユーティリティです。本章では、ログサー

バーのインストール方法と設定について説明します。 

 

インストール 

 

1. KM0032/KM0532/KM0932 にログインしてください。 

2. 「Download」（ダウンロード）タブをクリックしてログサーバーAP プログラムをダウンロードしてく

ださい。 

3. ログサーバーファイルをダウンロードしたハードディスクの位置へ行き、そのアイコン

（LogSetup.exe）をダブルクリックして、Windows 接続画面を起動してください。 

注意： ブラウザがファイルを実行できない場合、代わりにそれをディスクに保存してディス

クからファイルを実行してください。 

 

ログサーバーインストール画面が表示されます。 

 

4. 「Next」（次へ）をクリックしてください。画面に表示された指示に従ってインストールを完成させ

て、ログサーバープログラムアイコンをデスクトップに表示するようにしてください。  
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起動 

 

 ログサーバーを起動するには、プログラムアイコンをダブルクリックするか、またはコマンドラインに

プログラムのフルパスを入力してください。初回起動時には、下図のような画面が表示されます。 

 

注意： 1. ログサーバー用コンピューターの MAC アドレスは「ANMS 設定」で設定しなけれ

ばなりません。 

2. プログラムが開始しない場合、ログサーバーには Microsoft Jet OLEDB 4.0 ドライ

バーが必要となります。 

 

 画面は下記の 3 つの項目から構成されています。 

 

 上部 - 「メニューバー」 

 中央 - マトリックス KVM スイッチのリストを表示するパネル 

 下部 - イベントリストを表示するパネル 

 

 各項目については下記で説明します。 
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メニューバー 

 

 「メニューバー」には下記の 4 項目があります。 

 

 「Configure」（設定） 

 「Events」（イベント） 

 「Options」（オプション） 

 「Help」(ヘルプ) 

 

 各項目は以下で説明します。 

 

注意： メニューバーが無効と表示されている場合は、「リストウィンドウ」をクリックして有効にし

てください。 

 

Configure (設定） 

 「Configure」（設定）メニューには「Add」（追加）、「Edit」（編集）及び「Delete」（削除）という 3 つの

項目があります。リストに新しくユニットを追加したり、既にリストにあるユニットの情報を編集したり、

リストからユニットを削除したりすることができます。 

 

 リストにユニットを追懐するには、「Add」（追加）をクリックしてください。 

 リストにあるユニットを編集、または削除するには、対象となるユニットをリストウィンドウから選択

してからこのメニューを開き、「Edit」（編集）または「Delete」（削除）をクリックしてください。 

 

 「Add」（追加）または「Edit」（編集）をクリックすると、下図のようなダイアログボックスが表示されま

す。 
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 各欄の説明は下表の通りです。 

 

欄 説明 

Address ログサーバーが起動するコンピューターの IP アドレス、または

DNS ネームのどちらかを入力してください。 

Port 「デバイス管理」のログサーバーに割り当てるポート番号を入力

してください。 

Description この欄はユニットが識別されやすいような説明事項を入力する

ためのものです。 

Limit ログサーバーのデータベースにイベント情報を保存する日数を

入力してください。ここで設定した日数を超えたイベントは「メン

テナンス」機能で削除されます。 

 

 各欄を入力、または編集したら、「OK」をクリックして終了してください。 

 

Events (イベント) 

 「Events」(イベント)メニューには、「Search」(検索)と「Maintenance」(メンテナンス)という 2 つの項目

があります。 

 

Search (検索) 

 「Search」(検索)では、ある特定の言葉や文字列を含むイベントを検索することができます。この機

能を使用すると、下図のような画面が表示されます。 
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 各項目の説明は下表の通りです。 

 

項目 説明 

Search 

Options 

 検索範囲のオプションを選択するラジオボタンを提供します。 

New search この項目が選択されると、データベース内の全イベントを対象に

検索します。 

Search last results 前回の検索結果を対象に二次検索を行います。 

Search excluding  

last results 

前回の検索結果以外を対象に二次検索を行います。 

Server List 製品は IP アドレスに従って一覧表示されます。検索の対象となる

ユニットをこの一覧から選択してください。ここでは複数のユニット

を選択することも可能です。ユニットが選択されていない場合は、

全ユニットを対象に検索を行います。 

Priority 表示する検索結果の詳細の度合いを設定します。「Least」を選択

すると概要を、「Most」を選択すると詳細をそれぞれ表示します。

結果表示の色分けはそれぞれ、「Least」は黒、「Less」は青、

「Most」は赤となっております。 

Start Date 検 索 の 対 象 と な る 期 間 の 開 始 日 ( 日 付 ) を 設 定 し ま す 。

YYYY/MM/DD の フ ォ ー マ ッ ト で 入 力 し て く だ さ い 。 例 ：

2009/11/04  

Start Time 検索の対象となる期間の開始日(時刻)を設定します。HH:MM:SS

のフォーマットで入力してください。 

End Date 検 索 の 対 象 と な る 期 間 の 終 了 日 ( 日 付 ) を 設 定 し ま す 。

YYYY/MM/DD のフォーマットで入力してください。 

End Time 検索の対象となる期間の終了日(時刻)を設定します。HH:MM:SS

のフォーマットで入力してください。 

Pattern 検索したい文字列を指定します。ワイルドカード(%)を使った検索

にも対応しています。例えば、「h%ds」という文字列を検索すると、

「hands」と「hoods」の 2 件がヒットします。 

Results 条件に合致するイベントが一覧表示されます。 

Search 検索を開始します。 

Print 検索結果を印刷します。 

Export 検索結果をファイルに保存します。 

Exit ログサーバーを終了します。 
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Maintenance （メンテナンス） 

 この機能を使用して、アドミニストレーターは、例えば、あるログ記録を期限切れになる前に削除

するなど、データベースを手動でメンテナンスすることができます。 

 

Options （オプション） 

 「Network Retry」(ネットワーク再試行)では、前回ログサーバーが接続に失敗した場合にログサー

バーが再接続を試みるまで何秒間待つかを設定することができます。この項目をクリックすると、下

図のようなダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 秒数を入力してから、「OK」をクリックして終了してください。 

 

Help （ヘルプ） 

 「Help」（ヘルプ）メニューからオンライン Windows ヘルプファイルにアクセスするには「Contents」

をクリックしてください。ヘルプファイルにはログサーバーのセットアップ方法、操作方法やトラブル

シューティングに関する説明が含まれています。 
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ログサーバーメイン画面 

 

概要 

 ログサーバーメイン画面にはメインパネルが 2 つあります。 

 

 上部（リスト）パネルにはログサーバーが追跡するように選択されたユニット全てが一覧表示さ

れます。 

 下部（イベント）パネルには現在選択されているユニットに関するログ情報が表示されます（ユ

ニットが複数台ある場合、選択されたユニットはハイライトされます）。 

 リストにあるユニットを選択するには、それをクリックしてください。 
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リストパネル 

 リストパネルには項目が 6 つあります。 

 

項目 説明 

Recording ログサーバーがこのユニットのログを記録するかどうかを決定します。

「Recording」チェックボックスにチェックを入れるとこの欄に「Recording」と表

示され、ログが記録されます。この「Recording」チェックボックスにチェックが

入っていない場合、この欄には「Paused」と表示され、ログは記録されませ

ん。 

注意：現在選択されていないユニットでも「Recording」チェックボックスにチ

ェックが入っている場合、ログサーバーはそのログを記録します。 

Address これはログサーバーに追加された時にユニットに与えられた IP アドレスまた

は DNS ネームです。 

Port これはユニットに割り当てられたアクセスポート番号です。 

Connection  ロ グ サ ー バ ー が ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ て い る 場 合 、 こ の 欄 に は

「Connected」（接続）と表示されます。 

 ログサーバーが接続されていない場合、この欄には「Waiting」（待機

中）と表示されます。これはログサーバーの MACアドレスが正しく設定

されていないことを意味するので、「デバイス管理」の「ANMS」（p.78 参

照）で設定する必要があります。 

Days この欄には期限切れになる前にログサーバーのデータベースに保存され

るログイベントの日数が表示されます。 

Description この欄にはログサーバーに追加されたユニットに関する説明情報が表示さ

れます。 

 

イベントパネル 

 下のパネルには現在選択したユニットのログイベントが表示されます。現在選択していないユニッ

トが 1 台以上ある場合でも、「Recording」チェックボックスにチェックが入っているとログサーバーは

そのログイベントを記録し、データベースに保存するのでご注意ください。 
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第 12 章 

メンテナンス 
概要 

 

 「メンテナンス」タブには、ブラウザ UI セッションとコンソール UI セッションがあり、機能が片方だけ

にあったり、異なったりします。 

 

ブラウザ UI 

 

 ブラウザ UI でのセッションには「バックアップ/レストア」、「ファームウェアアップグレード」および

「証明書」という 3 つのメニューがあります。 

 

◆ ス ー パ ー ア ド ミ ニ ス ト レ ー タ ー は 、 「 バ ッ ク ア ッ プ / レ ス ト ア 」 を 使 う こ と で 、

KM0032/KM0532/KM0932 のシステム設定のバックアップを作成したり、過去に保存されたフ

ァイルから設定情報をリストアしたりすることができます。 

◆ ス ー パ ー ア ド ミ ニ ス ト レ ー タ ー は 、 「 フ ァ ー ム ウ ェ ア ア ッ プ グ レ ー ド 」 を 使 う こ と で 、

KM0032/KM0532/KM0932 および、これに接続されているコンソールやコンピューターモジュ

ールのファームウェアをアップグレードすることができます。 

◆ 「証明書」を使用してセキュリティを強化することができます。「プライベート認証」のセクション

では、デフォルトである弊社の認証ではなく、自分自身のプライベート暗号キーと自己署名証

明書を使用することができます。 

 

注意： バックアップ/リストア、ファームウェアアップグレード、および証明書の機能は、コンソ

ールセッションからはご利用いただけません。 

 

バックアップ/リストア 

 「メンテナンス」タブをクリックすると、ブラウザ UI では「バックアップ/レストア」メニュー画面が表示

されます。この画面は、「バックアップ」と「レストア」の 2 つのメインセクションから構成されます。 
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 バックアップ/リストアで実行される操作の内容は、下表のとおりです。 

 

操作 内容 

バックアップ システム設定のバックアップを行います。バックアップの対象となる

のは、マスターステーションの設定、ユーザーやグループのアカウン

ト、ユーザープロフィール、ポートのアクセス権限、お気に入りです。 

リストア 現在のマスターステーションの設定、ユーザーやグループのアカウ

ント、ユーザープロフィール、ポートのアクセス権限、お気に入りを削

除し、過去に保存されたバックアップにある設定値をリストアします。 

 

バックアップ 

 システム設定値のバックアップを作成する場合は、下記の手順で操作してください。 

 

1. (オプション)「バックアップ」パネルで、バックアップファイルのパスワードを設定してください。こ

こには、半角英数字・半角記号(- ( ) [ ])・半角スペースを使って入力してください。 

 

注意： パスワードの入力はセキュリティ対策です。パスワードを設定した場合は、この

ファイルから設定値をリストアする際にもこれと同じパスワードを入力する必要

があります。 

 

2. 「保存」ボタンをクリックしてください。 

3. 表示ダイアログの「OK」ボタンをクリックして、設定ファイル(System.conf)をお使いのハードディ

スクに保存してください。 
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4. ファイルを保存したいディレクトリを選択して、「保存」ボタンをクリックしてください。 

 

 

リストア 

 システム設定値をリストアする場合は、下記の手順に従って操作してください。 

 

1. 「レストア」パネルで、「参照」ボタンをクリックしてください。 

 

2. バックアップファイルが保存されたディレクトリから、リストアしたいファイルを選択してください。 

 

3. 「バックアップ/レストア」画面に戻ったら、バックアップファイルを作成した際に設定したパスワ

ードを入力してください。 

注意： ファイルへのバックアップ時にパスワードを設定していない場合は、この欄をブ

ランクにしておいてください。 

 

4. 「レストア」ボタンをクリックしてください。 

リストアが完了すると、セッションがアクティブなユーザー全てに対し、製品がリブートするという

ことを通知するメッセージが送られ、しばらくすると製品はリブートを行います。製品が起動す

ると、バックアップファイルにリストアされていたシステム設定の値が有効になります。 
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ファームウェアアップグレード 

 

 新しいバージョンのファームウェアがリリースされると、弊社 Web サイトに公開され、ダウンロードで

きるようになります。弊社 Web サイトに定期的にアクセスしていただき、最新のアップグレードパッケ

ージを取得してください。 

 

 「ファームウェアアップグレード」では、下記のデバイスを同時にアップグレードします。 

 

◆ マスターとなる KVM スイッチ 

◆ デイジーチェーン接続された、すべての KVM スイッチ 

◆ マスターKVM スイッチに接続された、すべてのコンソールモジュール 

◆ マスターKVM スイッチとデイジーチェーン接続された KVM スイッチに接続された、すべてのコ

ンピューターモジュール 

 

注意： 1. デュアルルートを構成している場合、スレーブのステーションは同時にアップグ

レードされませんので、個別にアップグレードを行ってください。 

2. カスケード接続されたステーション、これらのステーションに接続されたコンソー

ル、および同じくこれらのステーションに接続されたコンピューターモジュール

は、いずれもこの機能ではアップグレードされません。各ステーション(コンソー

ルとコンピューターモジュールを含む)は、ステーション単位でアップグレードし

てください。 

3. アップグレードを実行する際には、システム停止の前に、ユーザーに対してログ

アウトするよう促してください。 

 

 ファームウェアをアップグレードする場合は、下記の手順に従って操作してください。 

 

1. 製品を含むシステム構成には含まれていないコンピューターから、弊社 Web サイトにアクセス

し、お使いのマトリックス KVM スイッチの機種に合ったファームウェアアップグレードパッケー

ジをダウンロードしてください。 

2. スーパーアドミニストレーターのアカウントで、ブラウザからマトリックス KVM スイッチにログイン

してください。 

3. 「メンテナンス」タブをクリックし、メニューバーから「ファームウェアアップグレード」を選択してく

ださい。このメニューを選択すると、下図のような確認ダイアログが表示されます。 
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4. 操作を続ける場合は「Yes」ボタンをクリックしてください。しばらくすると、「ファームウェアアップ

グレード」画面が表示されます。 

 

このファームウェアパッケージでアップグレードできるステーション、コンソールモジュール、コ

ンピューターモジュールが、すべて一覧表示されます。 

注意： 一覧に表示されるのは、オンラインのステーションやコンソールモジュール、ま

た、オンラインのデバイスに接続されたコンピューターモジュールだけです。オ

フラインのステーションやコンソールモジュール、およびオフラインのデバイスに

接続されたコンピューターモジュールは、アップグレードされませんのでご注意

ください。 

 

5. アップグレードの対象となるモジュールのチェックボックスにチェックが入っていることを確認し

てください。また、アップグレード対象ではないモジュールのチェックボックスからはチェックを

外してください。 
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6. 「参照」ボタンをクリックして、ファームウェアアップグレードファイルをダイアログから選択してく

ださい。 

7. 「Check Firmware Version」の項目を有効、または無効にしてください。 

◆ 「Check Firmware Version」の項目を有効にした場合、現在のファームウェアとアップグレ

ードファイルのバージョンを比較します。現在のファームウェアのバージョンがアップグレ

ードファイルのバージョンと同じかこれよりも新しい場合、アップグレードを続行するかどう

かの選択を促すポップアップメッセージが表示されます。 

◆ 「Check Main Firmware Version」の項目を有効にしなかった場合は、ファームウェアファイ

ルのバージョンの比較を行いません。 

8. 「Upgrade」ボタンをクリックして、アップグレードを開始してください。アップグレードの進捗状

況は画面に表示されます。アップグレードが正常に終了すると、製品本体がリセットされます。 

9. 再ログインし、ファームウェアのバージョンが更新されていることを確認してください。 

 

ファームウェアアップグレードのリカバリー 

 

 ファームウェアアップグレードが正常に終了せず、アップグレードの後に製品が使用できなくなっ

てしまった場合は、下記の手順でメインファームウェアのリカバリーを行うと問題が解決します。 

 

1. 製品本体の電源を切ってください。 

2. リセットスイッチ(p.26 参照)を長押ししてください。 

3. リセットスイッチを長押ししたまま、製品本体に電源を入れてください。 

 

 この操作によって、製品のメインファームウェアは工場出荷時のデフォルトの状態に戻ります。こ

の操作で製品が使えるようになったら、メインファームウェアのアップグレードを再試行してくださ

い。 
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モジュールファームウェアアップグレードのリカバリー 

 

 コンピューターモジュールがアップグレードに失敗して使えなくなってしまった場合は、下記の手

順でコンピューターモジュールのアップグレードリカバリーを行うと問題が解決します。 

 

1. コンピューターからコンピューターモジュールを取り外してください。 

2. ファームウェアアップグレードリカバリースイッチ(RJ-45 ポートの隣)を「RECOVER」の位置にス

ライドさせてください。 

3. コンピューターモジュールをコンピューターに接続し直してください。 

4. コンピューターモジュールのアップグレードをやり直してください。 

5. アップグレードが正常に完了した場合は、コンピューターモジュールを取り外し、ファームウェ

アアップグレードリカバリースイッチを「NORMAL」の位置に戻してから、コンピューターモジュ

ールを接続し直してください。 
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証明書 

 

プライベート認証 

 SSL 接続でログインすると、ユーザーが意図するサイトにログインしようとしているかどうかを検証

するために署名済み証明書が使われます。デフォルトの ATEN 証明書を使うのではなく、このセク

ションで自分のプライベート暗号キーと署名済み証明書を使うように設定することで、セキュリティを

強化することができます。 

 

 

 プライベート証明書を発行するには、自己署名された証明書を作成する方法と、サードパーティ

ーの証明局（CA）によって署名された証明書をインポートする方法の 2 つの方法があります。 

 

◆ 自己署名済証明書の作成 

自己署名済証明書を作成する場合は、「openssl.exe」というフリーツールをインターネットでダ

ウンロードして使うことができます。OpenSSL を使って自身のプライベートキーと SSL 証明書を

作成する方法の詳細については、p.217「自己署名（プライベート）証明書」を参照してくださ

い。 

 

◆ CA 署名済 SSL サーバー証明書の取得 

セキュリティを強化するために、サードパーティーの認証局（CA)によって署名された証明書を

使うことを推奨します。サードパーティーによって署名された証明書を取得する場合は、認証

局の Web サイトにアクセスし、SSL 証明書を申請してください。CA から証明書が送られてきた

ら、お使いのコンピューターのハードディスクドライブの適当なフォルダーに保存してください。 

 

◆ プライベート証明書のインポート 

プライベート証明書をインポートする場合は、下記の手順に従って操作してください。 

1. 「プライベートキー」の隣にある「参照」ボタンをクリックして、ダイアログからプライベート暗

号キーのファイルがあるフォルダーに移動し、このファイルを選択してください。 
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2. 「証明書」の隣にある「参照」ボタンをクリックして、ダイアログから証明書のファイルがある

フォルダーに移動し、このファイルを選択してください。 

3. 「アップロード」ボタンをクリックして操作を完了してください。 

 

注意： 1. 「Restore Default」をクリックすると、デフォルトの弊社証明書を使用するように

なります。 

2. プライベート暗号キーと署名済証明書は同時にインポートしてください。 
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コンソール UI 

 

EDID 情報/アップデート 

 コンソールセッションの「メンテナンス」機能には「モニター情報」と「モジュールのアップデート」と

いう 2 つのメニューがあります。 

 

注意： スーパーアドミニストレーターのみがこのメンテナンス機能を使用することができます。 

 

モニター情報 

 「モニター情報」メニューではコンソールの EDID バージョン番号、メーカー名、機種名、シリアル

番号および対応解像度を含む EDID を表示します。 

 

 

 モニターの新しい EDID 情報を読み出すには「Get」をクリックしてください。 
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モジュールのアップデート 

 ユーザーは「モジュールのアップデート」メニューを使用してディスプレイを最適化するために

EDID 情報（モニターの解像度を含む）をドングルに送って手動でコンピューターモジュールをアッ

プデートすることができます。 

 
 

 コンピューターモジュールをアップデートするにはコンピューター/KVM モジュールリストから

対象となるコンピューターモジュールを選択してから「Send」をクリックしてください。 

 コンピューターモジュールをデフォルト値にリストアするには、コンピューター/KVM モジュール

リストから対象となるコンピューターモジュールを選択してから「Restore Default」をクリックしてく

ださい。 

 

 アップデートが成功すると、「アップデート成功」のメッセージ画面が表示されます。 

 

注意： 「モニター情報」及び「モジュールのアップデート」メニューは、ブラウザ UI セッションで

は使用できません。 
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第 13 章 

RS-232 経由でのポート操作 
概要 

 

 スーパーアドミニストレーターやアドミニストレーターは、RS-232 ポート経由で操作することによっ

て、ユーザー自身のコンピューターにある COM ポートからコンソールモジュールの RS-232 ポート

に対して KM0532/KM0932 へのシリアルターミナルログインを確立することができます。この機能を

使うことで、スーパーアドミニストレーターやアドミニストレーターは、すべてのコンソールやポートの

使用状況を、一カ所からモニタリングすることができます。 

 

 これは、すべてのコンソールの内容を壁にプロジェクター出力して操作を監視するような、大規模

なデータセンターにおいて特に便利な機能で、システムの監視をポート毎に行うことができます。 

 

事前準備 

 

 RS-232 ポートの操作を行う際にまず準備することは、コンソールモジュールに付属しているモデ

ムケーブルを使って、コンソールモジュールの RS-232 ポートをお使いのコンピューターCOM ポー

トに接続することです。 

 

 次に、コンソールモジュールのパラメーターに一致するように、シリアルターミナルプログラム(例：

ハイパーターミナル)側のパラメーターの設定を行ってください。コンソールモジュールのデフォルト

パラメーターは下表のとおりです。 

 

パラメーター 値 

転送速度 (Bit per second) 115200 

データビット 8 

パリティ None 

ストップビット 1 

フロー制御 None 

 

注意： シリアルターミナルプログラムとコンソールモジュールでパラメーターが一致している

のであれば、これらのデフォルト値以外の値を使用することもできます。 
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接続方法 

 

 お使いのターミナルプログラム経由で接続を確立すると、コマンド画面が表示されます。 

 

1. [Enter]キーを押して、ユーザーネームプロンプトを呼び出してください。 

2. お使いのユーザーネームを入力したら、[Enter]キーを押してパスワードプロンプトを呼び出し

てください。 

3. お使いのパスワードを入力したら、[Enter]キーを押してコマンドプロンプトを呼び出してくださ

い。 
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制限事項 

 

 スーパーアドミニストレーターやアドミニストレーターだけがこの機能を使うことができます。一

般ユーザーはこの機能を使うことはできません。 

 スーパーアドミニストレーターやアドミニストレーターは、シリアルターミナル(例：ハイパーターミ

ナル)経由でログインしなければなりません。 

 RS-232 ログインを行う前には、どのユーザーも RS-232 ログインに使用しているコンソールモジ

ュールと KM0532/KM0932 の間における通常のログイン接続を確立しておかなければなりま

せん。 

 RS-232 ポート経由でログインするスーパーアドミニストレーターやアドミニストレーターのユー

ザープロフィールが、コンソールモジュールが接続されている KM0532/KM0932 のデータベ

ースに登録されていなければなりません。 

 アクセス権限については、下記の制限事項があります。 

 スーパーアドミニストレーターは、スーパーアドミニストレーター、アドミニストレーター、ユ

ーザーの各アクセス権限が与えられたコンソールやポートにアクセスすることができます。 

 アドミニストレーターは、アドミニストレーターおよびユーザーの各アクセス権限が与えら

れたコンソールやポートにアクセスすることができます。 

 RS-232 接続によるコンソールや KVM ポートの切替は、コンソールモジュールポート経由

でコンソールモジュールにログインしているユーザーのアクセス権限に依存します。この

ユーザーがアクセス権限を持っているポートだけが利用可能です。 
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コマンド一覧表 

 

 この機能で利用できるコマンドは下表のとおりです。 

 

コマンド 説明 

AS オートスキャンモード（Auto Scan Mode）コマンドです。このコマンドの後には、

オートスキャンを行いたいコンソール、スキャン時間、およびポートを指定する

文字列が続きます（詳細は p.193 「AS」参照）。 

ST オートスキャンモードを無効にする（Disable Auto Scan）コマンドです。このコ

マンドの後にはオートスキャンを無効にしたいコンソールを指定する文字列が

続きます（詳細は p.194 「ST」参照）。 

SP ポートを切り替える(Switch Port)コマンドです。このコマンドの後には、切替先

となるポートを指定する文字列が続きます(詳細は p.193 「SP」参照)。* 

TK KVM セッションを終了する(Terminate KVM Session)コマンドです。このコマン

ドの後には、セッション終了の対象となるポートを指定する文字列が続きます

(詳細は p.195「TK」参照)。* 

TS コンソールセッションを終了する(Terminate Console Session)コマンドです。こ

のコマンドの後には、セッション終了の対象となるコンソールを指定する文字

列が続きます(詳細は p.196「TS」参照)。 

LP KVM ポート情報を一覧表示する(List KVM Port Information）コマンドです。こ

のコマンドの後には、一覧表示の対象となるスイッチまたはデイジーチェーン

接続のポートを指定する文字列が続きます（詳細は p.196 「LP」参照）。 

LI KVM ポートを一覧表示する(List KVM Ports)コマンドです。このコマンドの後

には、KVM ポートが一覧表示の対象となるコンソールのコンソールポートナン

バーを指定する文字列が続きます(詳細は p.197 「LI」参照)。* 

 

注意：コンソールポートナンバーではなく、「ALL」という単語をコマンドの後に

続けると、すべての利用可能なコンソールの KVM ポートを一覧表示します。 

SN ポートネームを変更する（Change Port Name）コマンドです。このコマンドの後

にはポートネームを変更して新しく名前を付けたいポートを指定する文字列が

続きます(詳細は p.78「SN」参照)。 

（表は次ページに続きます。） 
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コマンド 説明 

LU ユーザープロフィールを一覧表示する(List User Profile)コマンドです。このコ

マンドの後には、ログインユーザーを確認したいコンソールのコンソールポー

トナンバーを指定する文字列が続きます。このコマンドを実行すると、指定さ

れたコンソールモジュールにログインしているユーザーのプロフィールや、そ

のユーザーのユーザータイプ(アドミニストレーターまたはユーザー)が表示さ

れます(詳細は p.198 「LU」参照)。 

 

注意： 

1. スーパーアドミニストレーターのユーザーネームやユーザータイプは表

示されず、「NA」と表示されます。 

2. コンソールポートナンバーではなく、「ALL」という単語をコマンドの後に

続けると、すべてのコンソールモジュールにログインしている全ユーザー

のプロフィールを一覧表示します。 

Exit ターミナルセッションを終了します。 

 

* このコマンドを実行すると、コンソールモジュールにログインしているユーザーが利用可

能なオンライン状態のポートだけが表示されます。 

 

 コマンドの例については、後のセクションで説明します。 
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AS 

 このコマンドでは、コンソールに対してオートスキャンモードを有効にします。このコマンドの構文

は下記の通りです。 

 

 AS XX YY ZZ 

 

 XX の部分には、オートスキャンモードを開始したい KM0032/KM0532/KM0932 のコンソール

ナンバーを表す 2 桁の数字を指定します。 

 YY の部分には、各ポートをスキャンする秒数を指定します。 

 ZZの部分には、スキャンを行うスイッチのポートを表す2桁の数字を指定します。ポートがオー

トスキャンモードを行うように指定されていると、そのポートはスキャンされ、それ以外のポート

は全てスキップされます。 

 

例 1 - 通常のスキャン 

 コンソールナンバー02 でオートスキャンモードを開始し、全てのポートをスキャンするには、下記

のコマンドを入力してください。 

 

 AS 02 

 

 このコマンドでは、コンソールナンバー02 においてオートスキャンを開始し、全てのポートをスキャ

ンします。またスキャンを行う間隔は「ポートアクセス」の「参照」画面で設定した秒数となります。 

 

例 2 - スキャンの指定 

 

 AS 02 03 02,05,08,09,10,12 

 

 このコマンドでは、コンソールナンバー02 からオートスキャンを開始し、スキャン間隔は 3 秒間で、

ポート 02、05、08、09、10、および 12 をスキャンします。 

 

 このコマンドは、オートスキャンを行うコンソール（XX）を有効にし、スキャン間隔（YY）とスキャンを

行うポートナンバー（ZZ,ZZ）を指定しています。これ以外のポートは全てスキップされます。 
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ST 

 このコマンドはコンソールに対してオートスキャンモードを無効にします。このコマンドの構文は下

記の通りです。 

 

 ST XX 

 

XX の部分には、オートスキャンモードを無効にしたいコンソールナンバーを指定します。 

 

SP 

 このコマンドでは、KVM の操作を特定のポートに切り替えます。このコマンドの構文は下記の通り

です。 

 

 SP XX YY ZZ 

 

 XX の部分には、アクセス対象となるコンソールモジュールが接続している KM0532/KM0932

のコンソールポートナンバーを表す 2 桁の数字を指定します。 

 YY の部分には、コンソールモジュールの切替先となる、KM0532/KM0932 の KVM ポートナン

バーか、KM0532/KM0932 からデイジーチェーン接続された KVM スイッチのステーションナン

バーを指定します。 

 ZZの部分には、アクセス対象となる、カスケード接続またはデイジーチェーン接続された KVM

スイッチのポートを表す 2 桁の数字を指定します。 

 

例 1 – 単体構成でセットアップした場合 

 5 番のコンソールモジュールで実行されているセッションの KVM フォーカスを、18 番の KVM ポー

トに切り替える場合は、パラメーターを下記の通りに指定してコマンドを実行してください。 

 

 SP 05 18 

 

 このコマンドによって、5 番のコンソールポートで実行されているセッションの KVM フォーカスを、

現在 18 番の KVM ポートにあるポートに切り替えます。 

 

 コマンドの実行後には、18 番の KVM ポートに接続されたサーバーの画面が 5 番のコンソールの

モニターに表示され、5 番のコンソールのキーボードとマウスの入力は、18 番の KVM ポートに接続

されたサーバーに送られます。  
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例 2 - 2 段階のカスケード接続でセットアップした場合 

 SP 02 03-08 

 

 このコマンドによって、2 番のコンソールポートで実行されているセッションの KVM フォーカスを、1

段階目の KM0532/KM0932 の 3 番の KVM ポートからカスケードされている 2 段階目の KVM スイ

ッチの 8 番の KVM ポートに切り替えます。 

 

コマンドの実行後には、1 段階目の KM0532/KM0932 の 3 番の KVM ポートからカスケードされ

ている 2 段階目の KVM スイッチの 8 番の KVM ポートに接続されたサーバーの画面が 2 番のコン

ソールのモニターに表示され、2 番のコンソールのキーボードとマウスの入力は、1 段階目の

KM0532/KM0932 の 3 番の KVM ポートからカスケードされている KVM スイッチの 8 番の KVM ポ

ートに接続されたサーバーに送られます。 

 

例 3 - デイジーチェーン接続でセットアップした場合 

 SP 08 C3 12 

 

このコマンドによって、8 番のコンソールポートで実行されているセッションの KVM フォーカスを、

デイジーチェーン接続の 3 番目のステーションにある 12 番の KVM ポートに切り替えます。 

 

コマンドの実行後には、1 台目の KM0532/KM0932 に接続している 3 番ステーションの 12 番の

KVM ポートに接続されたサーバーの画面が 8 番のコンソールのモニターに表示され、8 番のコンソ

ールのキーボードとマウスの入力は、3 番ステーションの 12 番の KVM ポートに接続されたサーバ

ーに送られます。 

 

TK 

このコマンドでは、KVM ポートセッションを終了します。このコマンドの構文は下記の通りです。 

 

 TK XX 

 

XX の部分には、終了対象となる KVM ポートセッションが動作しているコンソールモジュールのコ

ンソールポートナンバーを指定します。 

 

 例えば、「TK 08」というコマンドを実行した場合、8 番コンソールに接続されたコンソールモジュー

ルで動作している KVM セッションを終了します。セッションが終了すると、コンソールモジュールに

は KM0532/KM0932 の GUI 画面が表示されます。  
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TS 

このコマンドでは、コンソールログインセッションを終了します。このコマンドの構文は下記の通り

です。 

 

 TS XX 

 

XX の部分には、セッションの終了対象となるコンソールモジュールのコンソールポートナンバー

を指定します。 

 

 例えば、「TS 08」というコマンドを実行した場合、8 番コンソールに接続されたコンソールモジュー

ルのログインセッションを終了します。セッションが終了すると、コンソールモジュールにはログイン

画面が表示されます。 

 

LP 

 このコマンドは KVM ポート全て、または特定の KVM ポートの情報を一覧表示します。LP コマンド

ではポートナンバー、電源 ON/OFF およびポートネームを表示します。このコマンドの構文は下記

の通りです。 

 

 LP ALL 

 LP ON 

 LP OFF 

 LP XX 

 

◆ ALL - スイッチのポート全てのポート情報を表示します。 

◆ ON - スイッチに接続されていて、電源が ON になっているポートの情報を表示します。 

◆ OFF - スイッチに接続されていて、電源が OFF になっているポートの情報を表示します。 

◆ XX は情報を表示させたいポートナンバーを表します。 

例えば、「LP 01」というコマンドを実行すると、ポートナンバー01 のポート情報を表示します。 

例えば、「LP C1-12」というコマンドを実行すると、チェーン接続 1 のポートナンバー12 のポー

ト情報を表示します。 
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LI 

このコマンドでは、特定のコンソールモジュールで利用可能な KVM ポートを一覧表示します。こ

のコマンドの構文は下記の通りです。 

 

 LI XX 

 LI ALL 

 

 XX の部分には、アクセス対象となるコンソールモジュールが接続している KM0532/KM0932

のコンソールポートナンバーを表す 2 桁の数字を指定します。 

例えば、「LI 04」というコマンドを実行すると、KM0532/KM0932 の 4 番のコンソールモジュー

ルポートに接続されているコンソールモジュール経由でアクセスされている、全ての利用可能

な KVM ポートが一覧表示されます。 

 引数に「ALL」を指定すると、利用可能なコンソールモジュールの利用可能なポートがすべて

一覧表示されます。 

 

SN 

 このコマンドでは KVM ポートネームを変更します。このコマンドの構文は下記の通りです。 

 

 SN XX portname 

 

◆ XX の部分にはポートネームを変更したいポートナンバーを表す 2 桁の数字を指定します。 

◆ portname の部分には、新しく付けたいポートネームを指定します。 

例えば、「SN 08 newport08」というコマンドを実行すると、ポートナンバー08 のポートネームが

「newport08」になります。 
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LU 

このコマンドでは、特定のコンソールモジュールで利用可能なコンソールモジュール経由で

KM0532/KM0932 にログインしているユーザーのユーザープロフィールを一覧表示します。このコ

マンドの構文は下記の通りです。 

 

 LU XX 

 LU ALL 

 

 XX の 部 分 に は 、 ロ グ イ ン ユ ー ザ ー を 一 覧 表 示 し た い コ ン ソ ー ル モ ジ ュ ー ル の

KM0532/KM0932 のコンソールポートナンバーを表す 2 桁の数字を指定します。 

例えば、「LU 02」というコマンドを実行すると、KM0532/KM0932 の 2 番のコンソールモジュー

ルポートに接続されているコンソールモジュールにログインしているユーザーのユーザープロ

フィールが一覧表示されます。 

 引数に「ALL」を指定すると、利用可能なコンソールモジュールの全ログインユーザーのユー

ザープロフィールが一覧表示されます。 
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応答メッセージ 

 KVM スイッチに RS-232 コマンドを送信すると、このスイッチからアドミニストレーター宛てにタスク

の実行状況を通知する応答メッセージが送信されます。下記は応答メッセージとその意味のリスト

です。 

 

0：操作に成功しました。 

1：ポートネームエラー 

2：操作に失敗しました。無効なコマンドです。 

3：アクセス権がありません。 

4：操作に失敗しました。コンソール I/O ポートを切り替える権限がありません。 

5：メインボードからの応答がありません。後でログインしてください。 

6：操作に失敗しました。コンソールはログインしていません。 

7：選択したコンソールからの応答がありません。 

8：操作に失敗しました。コンソールは RS-232 コマンドを使用して KA7140 に切り替えることはできま

せん。 

9：コンソールポートは・・・を使用して I/O ポートへの切替に成功しました。 

10：ログインに失敗しました。パスワードは期限切れです。 

11：操作に失敗しました。ポート切替は、コンソールがポートアクセスタブにある場合、または KVM

セッション中である場合にのみ、実行可能です。 

12：「ユーザー」を使用している時に操作に失敗しました。 

13：操作に失敗しました。この IO ポートへのビデオパスがありません。 

 

例 1： 

 ポート切替コマンド「SP 01 03」をスイッチに送信し、メインボードがポートからの応答を受けなかっ

た場合、その応答メッセージは下記のようになります。 

 

 5：メインボードからの応答がありません。あとでログインしてください。 

 

例 2： 

 ポート切替コマンド「SP 02 04」をスイッチに送信し、そのコマンド操作が成功した場合、その応答

メッセージは下記のようになります。 

 

 0：操作に成功しました。 
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第 14 章 

LDAP サーバー設定 
はじめに 

 

 本製品では外部プログラムを通じたログイン認証・ユーザー権限設定に対応しています。本章で

は KM0032/ KM0532/KM0932 の認証・ユーザー権限設定をする「Active Directory」の設定方法

について説明します。 

 

 LDAP/LDAPS を通じた認証・権限設定を行うには、KM0032/KM0532/KM0932 の外部属性名

「iKVM0932-userProfile」を person クラスのオプションの属性として追加して、「Active Directory」の

LDAP スキーマを拡張する必要があります。 

 

注意： 「認証」とはログインするユーザーが正しいユーザーであるかどうかを検証することを、

「権限設定」とはデバイスの各種機能の操作権限をユーザーに割り当てることを指しま

す。 

 

 LDAP サーバーを設定するには、下記の手順に従ってください。 

 

1. 「Windows サーバーサポートツール」をインストールしてください。 

2. 「Active Directory スキーマスナップイン」をインストールしてください。 

3. 「Active Directory スキーマ」を拡張し、更新してください。 

 

 下記では Windows Server 2003 を使用して LDAP を設定する方法を例に挙げて説明します。 

 

Windows 2003 サポートツールのインストール 

 

 「Windows 2003 Support Tool」をインストールするには、下記の手順に従ってください。 

 

1. Windows Server の CD に収録されている、「Support」→「Tools」フォルダーを開いてください。 

2. 表示されたダイアログボックスに右パネルにある「SupTools.msi」をダブルクリックしてください。 

3. インストールウィザードに従ってインストールを完成してください。 
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Active Directory スキーマスナップインのインストール 

 

 「Active Directory スキーマスナップイン」をインストールするには、下記の手順に従ってください。 

 

1. コマンドプロンプトを開いてください。 

2. ご使用のアクティブディレクトリコンピューターに「schmmgmt.dll」を登録するために、コマンドラ

インからコマンド「regsvr32 schmmgmt.dll」を入力してください。 

3. 「スタート」メニューを開き、「ファイル名を指定して実行」をクリックしてから「mmc /a」と入力し、

「OK」をクリックしてください。 

4. 表示された画面の「ファイル」メニューで、「スナップインの追加と削除」をクリックしてから、「追

加」をクリックしてください。 

5. 「利用できるスタンドアロンスナップイン」のリストから「Active Directory Schema」(アクティブディ

レクトリスキーマ)をダブルクリックし、「閉じる」をクリックしてから、「OK」をクリックしてください。 

6. 現在開いている画面から「ファイル」メニューを開き、「名前をつけて保存」をクリックしてくださ

い。 

7. 「保存する場所」の項目に「C:\Windows\system32」ディレクトリを指定してください。 

8. 「ファイル名」の項目には「schmmgmt.msc」と入力してください。 

9. 「保存」をクリックして、インストールを終了してください。 

 

スタートメニューのショートカット作成 

 

 「Active Directory スキーマ」のスタートメニューへのショートカットを作成するには、下記の手順に

従ってください。 

 

1. 「スタート」を右クリックしてから、「開く-All Users」→「プログラム」→「管理ツール」の順に選択

してください。 

2. 「ファイル」メニューで「新規作成」→「ショートカット」を選択してください。 

3. 表示されたダイアログボックスで、「参照」ボタンを押してダイアログを操作するか、またはパス

を入力して、「schmmgmt.msc」(C:\Windows\system32\schmmgmt.msc)を指定し、「次へ」をク

リックしてください。 

4. 表示されたダイアログで、ショートカットの名前を「Active Directory Schema」に設定し、「完了」

をクリックしてください。  
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Active Directory スキーマの拡張・更新 

 

 Active Directory スキーマの拡張や更新を行う場合は、以下の手順で操作する必要があります。 

1) 新規属性を作成する。 

2) 新規属性でオブジェクトクラスを拡張する。 

3) 拡張されたスキーマで Active Directory ユーザーを編集する。 

 

新規属性の作成 

 新規属性を作成する場合は、以下の手順で操作してください。 

 

1. 「スタート」メニューから、「管理ツール」→「Active Directory Schema」を開いてください。 

2. 表示された画面の左パネルで、「Attributes」を右クリックしてください。 

 

3. 「New」→「Attribute」を選択してください。 

4. 警告メッセージが表示されたら、「Continue」を押して「Create New Attribute」ダイアログを表

示してください。 
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5. 下図の「Description」および「Common Name」に設定されている文字列をダイアログボックスの

該当箇所に入力し、「OK」を押して操作を完了してください。 

 

注意： 「X500 Object ID」で使用されている文字は、コンマではなくピリオドです。 
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新規属性によるオブジェクトクラスの拡張 

 新規属性でオブジェクトクラスを拡張する場合は、以下の手順で操作してください。 

 

1. 「コントロールパネル」→「管理ツール」→「Active Directory Schema」を開いてください。 

2. 表示された画面の左パネルで、「Classes」を選択してください。 

3. 右パネルで、「person」を右クリックしてください。 

 

4. 「Properties」を選択すると、「person Properties」ダイアログの「General」タブが表示されます。

このダイアログで「Attributes」タブを開いてください。 
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5. 「Attributes」タブで、「Add」ボタンをクリックしてください。 

 
6. 表示されたリストから、「iKVM0932-userProfile」を選択し、「OK」を押して操作を終了してくだ

さい。 
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Active Directory ユーザーの編集 

 拡張されたスキーマで Active Directory ユーザーを編集する場合は、以下の手順で操作してくだ

さい。 

 

1. サポートツールと同時にインストールされた「ADSI Edit」を実行してください。 

2. 左パネルから「Domain」を開き、「DC=aten, DC=com CN=Users」ノードに移動します。 

3. 右パネルで、編集対象となるユーザーを選択してください。(下図は「jason」を選択した場合の

画面の例です。) 

 

4. 手順 3 で選択したユーザー名を右クリックし、「properties」を選択してください。 
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5. 表示されたダイアログの「Attribute Editor」タブで、一覧から「iKVM0932-userProfile」を選択し

てください。 

 

 

6. 「Edit」をクリックして、「String Attribute Editor」ダイアログを起動してください。 
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7. KM0032/KM0532/KM0932 の権限属性値を入力してください。下図は入力の一例です。 

 

注意： 上図における「user」は、KM0032/KM0532/KM0932 のユーザーのユーザー

名に与える製品上のユーザー権限(user)を表しています。 

 

8. 「OK」をクリックしてください。「Attribute Editor」タブに戻ると、「iKVM0932-userProfile」のエン

トリーには新しい権限の内容が反映されます。 

 

 

a. 「Apply」をクリックし、変更内容を反映させてください。これによって、Jason には user

の操作権限が与えられました。 

b. 他のユーザーも追加する場合は、「Active Directory ユーザーの編集」の手順を繰り

返してください。 
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OpenLDAP 

 

 OpenLDAP は、UNIX プラットフォーム向けに設計されたオープンソースの LDAP サーバーで

す。Windows 版の OpenLDAP はインターネットからダウンロードすることができます。 

 

 

OpenLDAP サーバーのインストール 

 OpenLDAP のインストーラーをダウンロードしたら、そのインストーラーを起動し、使用言語を選

択してライセンスを許諾したら、インストール先のフォルダーを選択してください。デフォルトのイ

ンストール先ディレクトリは 「C:\Program Files\OpenLDAP」です。 

 「Select Components」ダイアログが表示されたら、下図のように「install BDB-tools」と「install 

Open LDAP-slapd as NT service」の項目にチェックを入れてください。 
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Open LDAP サーバーの設定 

 OpenLDAP のメインの設定ファイルである「slapd.conf」は、LDAP サーバーを起動する前に設

定内容をカスタマイズする必要があります。このセクションでは、マトリックス KVM スイッチと共に

使用する際の設定ファイルの修正に関する概略について説明します。OpenLDAP の詳しい説

明については、OpenLDAP の公式ドキュメントをご参照ください。 

 

設定ファイルの変更が必要となる項目は以下のとおりです。 

 Unicode データディレクトリを設定してください。デフォルトは「./ucdata」です。 

 必要な LDAP スキーマを選択してください。「core schema」は必ず設定しなければなりませ

ん。 

 OpenLDAP の起動時に必要となる PID ファイル（pidfile）およびコマンドオプションファイル

（args）のパスを設定してください。PID ファイルはサーバーの PID を管理するファイルで、コ

マンドオプションファイルには slapd 起動時のコマンドラインオプションが保存されます。 

 データベースの形式（database）を定義してください。デフォルトは「bdb」（Berkeley DB）で

す。 

 この DB で使用するサーバーサフィックス（suffix）を定義してください。このサフィックスはデ

ータツリーのベース部分となり、同一ディレクトリ内におけるすべてのエントリーにはこのサフ

ィックスが与えられます。例えば、「dc=aten,dc=com」というサフィックスが定義されると、デー

タベースにおけるすべてのエントリーの完全な修飾名は「dc=aten,dc=com」で終わります。 

 そのサーバーの管理者エントリーの名前（rootdn）、およびその管理者エントリーのパスワー

ド（rootpw）を定義してください。このユーザーはサーバーのスーパーユーザーです。

rootdn は上記で定義したサフィックスと一致している必要があります。（すべてのエントリネ

ームには定義されたサフィックスが付与され、rootdn はエントリーであるため） 

 

 下図は設定ファイルの入力例です。 
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OpenLDAP サーバーの起動 

 OpenLDAP サーバーを起動する場合は、コマンドラインから「slapd」（OpenLDAP サーバーの

実行ファイル）を実行してください。「slapd」には様々なコマンドラインオプションがありますが、最

も重要となるオプションは「d」で、このオプションはデバッグレベルを設定します。例えば、コマン

ドラインから「slapd –d 256」と入力すると、下図のように OpenLDAP をデバッグレベル 256 で起動

します。 

 

 

注意： slapd の各オプションおよび使用方法に関する詳細は、OpenLDAP のドキュメン

トをご参照ください。 
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OpenLDAP スキーマのカスタマイズ 

 slapd が使用するスキーマは、サポートされている追加構文、マッチングルール、属性種別、オ

ブジェクトクラスといった範囲まで拡張することができます。 

 本製品では、Userクラスとpermission属性を拡張し、新しいスキーマを定義します。製品にログ

インするユーザーを認証、権限設定する際に使用する拡張されたスキーマファイルは下図のと

おりです。 
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LDAP DTI の構造および LDIF ファイル 

LDAP のデータ構造 

 LDAP のディレクトリは、ディレクトリインフォメーションツリー（DIT）というツリー構造でデータを

格納します。ツリーのノードはディレクトリのエントリーで、各エントリーには属性値フォームの情

報が格納されています。下図は製品の LDAP ディレクトリツリーの例です。 
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DIT の作成 

 LDAP データ交換フォーマット（LDIF）は、LDAP エントリーを簡単なテキストフォーマットで表現

する際に使用されます（RFC2849 参照）。下図は KM0932 のディレクトリツリーの DIT を作成する

LDIF ファイルです。このファイルは、下図のような内容で「/OpenLDAP」ディレクトリの中に

「init.ldif」というファイル名で作成します。 
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新しいスキーマの使用 

 新しいスキーマを使用する場合は、以下の手順で作業してください。 

 

1. /OpenLDAP/schema ディレクトリに新しいスキーマファイル（例：km0932schema）を保存して

ください。 

2. /OpenLDAP ディレクトリにある「slapd.conf」ファイルに、下図のように新しいスキーマを追加

してください。 

 

3. LDAP サーバーを再起動してください。 

4. 下記の例のように、ldapadd コマンドを使って「init.ldif」ファイルにデータベースエントリを作

成してください。 
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付録 
信頼された証明書 

 

概要 

 ブラウザ経由で製品にログインすると、以下のようなセキュリティ警告ダイアログが表示され、デ

バイスの証明書が信頼できるものではないため、操作を続行するかどうかを問うメッセージが表

示されます。 

 

 

 この証明書は信頼できるものですが、証明書の名前が Microsoft の信頼された認証局のリスト

に存在しないため、このようなダイアログが表示されます。この警告メッセージを無視して、「Yes」

ボタンを押し、処理を続行することができます。 
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自己署名（プライベート）証明書 

 

 オリジナルの自己署名暗号鍵や証明書を作成したい場合は、フリーツール「 openssl.exe」を Web

サイト（www.openssl.org）からダウンロードすることができます。オリジナルのプライベートキーや証

明書を作成する場合は、下記の手順に従ってください。 

 

1. ダウンロードした「openssl.exe」を解凍したディレクトリに移動してください。 

2. 以下のパラメーターを指定して「openssl.exe」を実行してください。 

 

 

 以下のパラメーターを使用して、作成時に入力するキーを少なくすることも可能です。 

 

 

例 

 

 

ファイルのインポート 

 openssl.exe のプログラムが終了すると、このプログラムを実行したディレクトリに「CA.key」（プライ

ベートキー）と「CA.cer」（自己署名済 SSL 証明書）という 2 つのファイルが作成されます。これらのフ

ァイルは、「メンテナンス」タブの「プライベート認証」メニュー（p.184 参照）でアップロードします。 

  

注意： 1. 上記のコマンドは１行で入力してください。パラメーターの入力途中で[Enter]キー

を押さないでください。 

2. 入力値にスペースが含まれている場合は、その値をダブルクォートで囲んでくださ

い（例：”ATEN International”）。 
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IP アドレスの設定 

 

アドミニストレーターとして最初にログインする場合は、他のユーザーが外部からアクセスでき

るように KM0032/KM0532/KM0932 に IP アドレスを設定する必要があります。IP アドレスの設定

方法は全部で 3 つありますが、どの方法で設定する場合も、お使いのコンピューターが

KM0032/KM0532/KM0932 と 同 一 セ グ メ ン ト に あ る こ と を ご 確 認 く だ さ い 。

KM0032/KM0532/KM0932 に接続しログインが完了すると、KM0032/KM0532/KM0932 に固定

の IP アドレスを設定することができます。（p.73 「ネットワーク」参照） 

 

ローカルコンソールを使った方法 

 IP アドレスの最も簡単な設定方法は、ローカルコンソールからの操作です。設定方法に関する詳

細は p.51 「初回使用時に必要なセットアップ」をご参照ください。 

 

IP インストーラーを使った方法 

 Windows がインストールされているコンピューターであれば、IP インストーラーというツールを使

用して IP アドレスを割り当てることができます。このツールは、弊社 Web サイトからダウンロードし

てお使いいただけます。「Driver/SW」というセクションから、お使いの製品の型番を選択してくだ

さい。このツールをお使いのコンピューターにダウンロードしたら、下記の手順に従って操作して

ください。 

 

1. 「IPInstaller.zip」というファイルを、お使いのハードディスクの任意のディレクトリに保存し、これ

を解凍してください。 

2. IP インストーラーを解凍したディレクトリに移動して、「IPInstaller.exe」を起動してください。この

ソフトウェアを起動すると下図のようなダイアログが表示されます。 
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3. KM0032/KM0532/KM0932 をダイアログ内の「Device List」から選択してください。 

注意： 1. このプログラムを実行するコンピューターは、設定対象となる

KM0032/KM0532/KM0932と同一のネットワークセグメントになければ

なりません。 

2. 対 象 と な る ア イ テ ム が 「 Device List 」 に 表 示 さ れ な い 場 合 は 、

「Enumerate」ボタンをクリックして、このリストを再表示してください。 

3. リストに複数台のデバイスが表示された場合は、製品の MAC アドレス

でデバイスを判別してください。KM0032/KM0532/KM0932 の MAC

アドレスは製品底面に貼られているラベルに記載されています。 

 

4. DHCP を使用する場合は「Obtain an IP address automatically [DHCP]」を、固定 IP アドレス

を設定する場合は「Specify an IP address」をそれぞれ選択してください。固定 IP アドレスを

設定する場合は、お使いのネットワーク環境で有効な IP アドレス、サブネットマスク、ゲート

ウェイを該当欄に入力してください。 

5. 「Set IP」ボタンをクリックしてください。 

6. IP アドレスが「Device List」に表示されたことを確認したら、「Exit」ボタンをクリックしてくださ

い。 
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ブラウザ 

1. お使いのコンピューターの IP アドレスを「192.168.0.XXX」に設定してください。XXX の部分

には 60 以外で 0～255 の間の任意の値を使用してください。（192.168.0.60 は

KM0032/KM0532/KM0932 のデフォルトの IP アドレスであるため） 

2. 手順 1 で設定を変更したコンピューターから、ブラウザで製品のデフォルト IP アドレス

（192.168.0.60）にアクセスしてください。 

3. 現在、製品がセットアップされているネットワーク環境で有効な IP アドレスを Web 画面で設

定してください。 

4. 製品からログアウトし、必要であれば、手順 1 で IP アドレスを変更したコンピューターの IP

アドレスを元に戻しておいてください。 
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トラブルシューティング 

 

概要 

 操作上の問題は様々な理由によって引き起こされます。問題が発生したら、弊社技術サポートに

ご連絡いただく前に、まず、製品に必要なケーブルがすべて正しく接続されていることを確認してく

ださい。 

 また、現在お使いのファームウェアのバージョンが最新でない場合、ファームウェアの最新版を適

用することで問題が解決する場合もあります。ファームウェアアップグレードの詳細に関しては

p.180 「ファームウェアアップグレード」をご参照ください。 

 

全般 

問題 解決方法 

KM0032/KM0532/KM0932 に

KA9222またはKA9272を接続して

使用することができない。 

左記のモジュールは KM0032/KM0532/KM0932 に対応し

ておりません。これらのマトリックス KVM スイッチにコンソー

ルモジュールを接続してお使いになる場合は、KA7230、

KA7240 をお使いください。 

コンソールモニターに何も表示され

ず、キーボードやマウスを使っても

何の反応も見られない。 

1. コンソールモジュール、コンピューターモジュール、カ

テゴリ 5e/6 ケーブルを含めたすべてのケーブルが正

しく接続されていることをご確認ください。 

2. コンピューターモジュールのファームウェアアップグレ

ードを実行してください。 

コンソールモジュールに接続され

たモニターに表示上の問題が見ら

れる。 

1. コンソールモニターが正しく接地(アース)されているこ

とを確認してください。 

2. コンソールモジュールのグランドターミナルを使って、

コンソールモジュールを正しく接地してください。 

KA7230 や KA7240 のコンソールモ

ジ ュ ー ル を 使 う と

KM0032/KM0532/KM0932 にログ

インすることができない。 

1. 入力したユーザーネームおよびパスワードが正しいこ

とを確認してください。これらの項目が正しく入力され

ているにもかかわらずログインができない場合は、手

順 2 にお進みください。 

2. コンソールモジュールのファームウェアアップグレード

を実行してください。 

（表は次のページに続きます） 
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問題 解決方法 

イーサネットハブを使用してコンソ

ールモジュールや KVM モジュー

ルを KM0032/KM0532/KM0932 に

接続することができない。 

コ ン ソ ー ル モ ジ ュ ー ル や KVM モ ジ ュ ー ル と

KM0032/KM0532/KM0932 に接続する際にはカテゴリ 5e

またはカテゴリ 6 ケーブルを使用しますが、イーサネットプ

ロトコルには対応しておりませんので、これらを接続する際

にイーサネットハブを使用することはできません。 

デフォルトのスーパーアドミニストレ

ーターのパスワードをリセットする必

要がある。 

p.239 「工場出荷時におけるデフォルト設定のリストア」を

ご参照ください。 

ファームウェアのアップグレードを

実行したものの、一部のコンピュー

ターモジュールでアップグレードに

失敗した。 

p.180 「ファームウェアアップグレード」をご参照ください。 

ファームウェアアップグレードを中

断したら、一部のモジュールが使

用できなくなった。 

p.182 「ファームウェアアップグレードのリカバリー」をご参

照ください。 

ファームウェアバージョンをアップ

グレードすることができない。 

選択したものが正しいファームウェアアップグレードパッケ

ージであることを確認して、もう一度アップグレードを実行

してください。KM0932 管理用ユーティリティを通じてファ

ームウェアをアップグレードする場合、FW 拡張子のファー

ムウェアアップグレードパッケージを使用してください。シ

ステム失敗によりシステムが使用できない場合は、EXE 拡

張子のファームウェアアップグレードパッケージを使用して

ファームウェアを再インストールしてください（詳細は p.180 

「ファームウェアアップグレード」参照。 

KM0032/KM0532/KM0932 にアク

セスすることができない。 

1. システムリセットを実行してください（p.26 「リセットスイ

ッチ」参照）。 

2. ファームウェアを再インストールしてください（p.180「フ

ァームウェアアップグレード」参照）。 

ログインすると、ブラウザで「ルート

認証局が発行した電子証明書は

信頼できません」というメッセージや

認証エラーが返ってくる。 

Microsoft の信頼された認証局のリストに認証名が登録さ

れていない可能性がありますが、この証明書は信頼できる

ものです。詳細については p.216 「信頼された証明書」を

ご覧ください。 

（表は次のページに続きます） 
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問題 解決方法 

キーボードから入力したとおりに表

示されない文字がある。 

ポートのキーボードレイアウトを、お使いのキーボードレイ

アウトに適した値に設定してください。 

キーボードレイアウトの設定を変更する場合は、下記の手

順で操作してください。 

 

1. 問題のあるポートのポート管理画面を開いてくださ

い。 

2. 「キーボードレイアウト」リストから、使用するキーボー

ドのレイアウトを選択してください。 

3. 「保存」ボタンをクリックしてください。 

4. そのポートに接続されているコンピューターが Sun サ

ーバーまたは iMac の場合、または、キーボードレイア

ウトの変更によっても問題が解決しない場合は、コン

ピューターを再起動してください。再起動すると、入

力した文字が正しく表示されるようになります。 

Apple（または Sun）のキーボードの

特殊キーを使って Mac（または

Sun）のコンピューターを操作するこ

とができない。 

お使いのキーボードに合うようにそのポートのキーボード

の設定を変更してください。 

キーボードの設定を変更する場合は、以下の手順で操作

してください。 

 

1. 問題のあるポートの「ポート管理」画面を開いてくださ

い。 

2. 「キーボード」リストから、使用するキーボードを選択し

てください。 

3. 「保存」ボタンをクリックしてください。 

4. ポートに接続されているコンピューターを再起動して

ください。再起動すると、お使いのキーボードにある

特殊キーを使ってコンピューターを操作することがで

きるようになります。 
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Sun 

問題 解決方法 

D-sub15ピンのコネクターを使用す

ると、ビデオ表示の問題が発生す

る。（例：Sun Blade 1000 Server） 

ディスプレイの解像度は 1,024×768@60Hz に設定する必

要があります。 

テキストモードで、 

1. OK モード（下記参照）を起動し、以下のコマンドを実

行します。 

setenv output-device screen:r1024x768x60 

reset-all 

XWindow で、 

1. コンソールを開き、以下のコマンドを実行します。 

m64config -res 1024x768x60 

2. ログアウトします。 

3. もう一度ログインします。 

13W3のコネクターを使用すると、ビ

デオ表示の問題が発生する。（例：

Sun Ultra Server）* 

ディスプレイの解像度は 1,024×768@60Hz に設定する必

要があります。 

テキストモードで、 

1. OK モード（下記参照）を起動し、以下のコマンドを実

行します。 

setenv output-device screen:r1024x768x60 reset-all 

XWindow で、 

1. コンソールを開き、以下のコマンドを実行します。 

ffbconfig -res 1024x768x60 

2. ログアウトします。 

3. もう一度ログインします。 

Sun Solarisサーバーの操作にPCキ

ー ボ ー ド を 使 用 し て い る が 、

[Stop-A]キーを使ってOKプロンプ

トを起動したい。 

下記の操作を行ってください。 

1. [Ctrl]キーを 1 回押してください。 

2. [T]キーを押したままにしてください。 

3. [A]キーを押してください。 

 

注意：OK プロンプトを起動する前に、注意事項がないか

どうか、お使いのサーバーのドキュメントを確認してくださ

い。 
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* Sun VGA カードに関するトラブルの多くは、上記の方法で解決することが可能です。上記の

手順で対応しても解決しない場合は Sun VGA カードのマニュアルを一度ご覧ください。 
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対応 KVM スイッチ 

 

 下表は KM0032/KM0532/KM0932 と互換性のある KVM スイッチ、およびそれらを使用した際

の拡張方法をまとめたものです。（下記の KVM スイッチは別途購入となります。詳細は販売店ま

でお問い合わせください。） 

拡張方法 ブランド 型番 名称 

カスケード接続 ALTUSEN KM0532 5 ユーザー32 ポート マトリックス KVM スイッ

チ 

カスケード接続 ALTUSEN KM0932 9 ユーザー32 ポート マトリックス KVM スイッ

チ 

デイジーチェーン接続 ALTUSEN KM0032 ポート拡張ユニット 

カスケード接続 ALTUSEN KH1508 マルチプラットフォーム対応 8 ポート カテ

ゴリ 5 タイプ KVM スイッチ 

カスケード接続 ALTUSEN KH1516 マルチプラットフォーム対応 16 ポート カテ

ゴリ 5 タイプ KVM スイッチ 

カスケード接続 ALTUSEN KH1508A 8 ポート カテゴリ 5 タイプ KVM スイッチ 

カスケード接続 ALTUSEN KH1516A 16 ポート カテゴリ 5 タイプ KVM スイッチ 

カスケード接続 ALTUSEN KN2116A リモート 2 ユーザー/16 ポート KVM オーバ

ーザネット 

カスケード接続 ALTUSEN KN2124v 24 ポート KVM オーバーザネット 

カスケード接続 ALTUSEN KN2132 リモート 2 ユーザー/32 ポート KVM オーバ

ーザネット 

カスケード接続 ALTUSEN KN2140v 40 ポート KVM オーバーザネット 

カスケード接続 ALTUSEN KN4116 リモート 4 ユーザー/16 ポート KVM オーバ

ーザネット 

カスケード接続 ALTUSEN KN4124v 24 ポート KVM オーバーザネット 

カスケード接続 ALTUSEN KN4132 リモート 4 ユーザー/32 ポート KVM オーバ

ーザネット 

カスケード接続 ALTUSEN KN4140v 40 ポート KVM オーバーザネット 

 

注意： 対応 KVM スイッチに関する最新の情報については、弊社 Web サイトでご確認くださ

い。 
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 KVM スイッチを増設する場合は、下記の点にご注意ください。なお、ここで言及されている距

離は、デバイスの接続に使用されているすべてのケーブルの長さを累計した距離を意味しま

す。 

 

 コンソールモジュールから最下位にある KVM スイッチ（またはカスケード接続時のマトリック

ス KVM スイッチからコンピューターモジュール）までの距離が 300m を超えないようにセット

アップしてください。 

 デイジーチェーン接続の機器構成における、隣接する 2 台の KVM スイッチの間の距離が

10m を超えないようにセットアップしてください。 

 デイジーチェーン接続の機器構成でお使いになる場合は、1 台目のステーションから末端

のステーションまでの距離が 50m を超えないようにセットアップしてください。 
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その他の接続図 

 

コンソールモジュール 
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コンピューターモジュール 
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電源管理デバイスのセットアップ 
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KM0532/KM0932 製品仕様 

 

機能 KM0532 KM0932 

コンピューター接続数 

ダイレクト接続時 32 

デイジーチェーン/

カスケード接続時 
8,000 台 

コンソール接続数 5 9 

コンピューター側 

対応インターフェース 

キーボード 
PS/2、USB(Win、Mac、Sun)、シリアル 

マウス 

コンソール側 

対応インターフェース 

キーボード 
PS/2,USB 

マウス 

ポート選択方法 GUI、ホットキー 

コンピューター側 

コネクター 

キーボード 

RJ-45×32 マウス 

モニター 

コンソール側コネクター 

キーボード RJ-45×5 

(フロント側:1、リア

側:4) 

RJ-45×9 

(フロント側:1、リア

側:8) 

マウス 

モニター 

スイッチ 

リセット ピンホール型スイッチ×1 

電源 ロッカースイッチ×2 

ファームウェア 

アップグレード 
スライドスイッチ×1 

デイジーチェーンポート OUT VHDCI68 ピン メス×1 

LAN ポート RJ-45×1 

PON ポート RJ-45×1 

電源ソケット 3 極 AC 電源ソケット×2 

LED 

コンソールポート 

(オンライン) 
グリーン×5 グリーン×9 

KVM ポート 

(オンライン/選択) 
デュアルカラー(グリーン/レッド)×32 

電源 ブルー×1 

（表は次のページに続きます） 
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機能 KM0532 KM0932 

キーボード・マウス エミュレーション PS/2、USB(Windows、Sun、Mac)、シリアル 

スキャンインターバル 1～240 秒(ユーザー設定)/5 秒(デフォルト) 

電源仕様 AC100V～240V 50Hz/60Hz 

消費電力 45W 50W 

VGA 解像度 1,280×1,024@60Hz(最大 300m) 

動作環境 

動作温度 0～50℃ 

保管温度 -20～60℃ 

湿度 0～80%RH、結露なきこと 

ケース材料 メタル 

重量 6.1kg 

サイズ(W×D×H) 434×411×44 mm 

同梱品 

電源ケーブル×2 

ラックマウントキット×1 

フットパッド(4pcs)×1 

クイックスタートガイド×1 

コンピューター側対応モジュール 

《PS/2 用モジュール》 

KA7120 

 

《USB 用モジュール》 

KA7170 

KA7176(バーチャルメディア&オーディオ対応) 

KA7177（バーチャルメディア&スマートカードリ

ーダー対応） 

KA7178（デュアルバス&バーチャルメディア&オ

ーディオ対応） 

 

《シリアルモジュール》 

KA7140 

（表は次のページに続きます） 
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機能 KM0532 KM0932 

デイジーチェーン対応製品 KM0032 

デイジーチェーン用ケーブル LIN5-68H1-H11G (35cm) 

カスケード対応製品 

KM0932 

KM0532 

KH1508A 

KH1516A 

KN2116v/KN2132v/KN4116v/KN4132v 

KN2116A/KN2132/KN4116/KN4132 

カスケード用モジュール 

KA7120 

(KH1508A/KH1516A とのカスケード接続時に

使用) 

レガシーSUN システム専用モジュール 

(13W3+ミニ DIN8 ピン) 
KA7130 

SUN システム専用モジュール (D-SUB15 ピン

+USB) 
KA7170 

MAC 用モジュール KA7170 

コンソール側対応モジュール 

《PS/2、USB 両対応モジュール》 

KA7230 

KA7240(バーチャルメディア&オーディオ対応) 
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KM0032 製品仕様 

 

機能 KM0032 

コンピューター接続数 

ダイレクト接続時 32 

デイジーチェーン

接続時 
8,000 台 

コンソール接続数 0 

コンピューター側対応 

インターフェース 

キーボード 
PS/2、USB(Win、Mac、Sun)、シリアル 

マウス 

コンソール側対応 

インターフェース 

キーボード 
PS/2,USB 

マウス 

ポート選択方法 デイジーチェーン接続による選択 

コンピューター側 

コネクター 

キーボード 

RJ-45×32 マウス 

モニター 

スイッチ 

リセット ピンホール型スイッチ×1 

電源 ロッカースイッチ×1 

ファームウェア 

アップグレード 
スライドスイッチ×1 

デイジーチェーン 

ポート 
OUT VHDCI68 ピン メス×2 

ファームウェアアップグレードポート RJ-45×1 

PON ポート RJ-45×1 

電源ソケット 3 極 AC 電源ソケット×2 

LED 

KVM ポート 

(オンライン/選択) 
デュアルカラー(グリーン/レッド)×32 

電源 ブルー×1 

キーボード・マウス エミュレーション PS/2、USB(Windows、Sun、Mac)、シリアル 

スキャンインターバル 1～240 秒(ユーザー設定)/5 秒(デフォルト) 

電源仕様 AC100V～240V 50Hz/60Hz 

消費電力 50W 

VGA 解像度 1,280×1,024@60Hz(最大 300m) 

（表は次のページに続きます） 
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機能 KM0032 

動作環境 

動作温度 0～50℃ 

保管温度 -20～60℃ 

湿度 0～80%RH、結露なきこと 

ケース材料 メタル 

重量 6.1kg 

サイズ(W×D×H) 434×411×44 mm 

同梱品 

電源ケーブル×2 

デイジーチェーンケーブル×1 

ラックマウントキット×1 

フットパッド(4pcs)×1 

クイックスタートガイド×1 

コンピューター側対応モジュール 

《PS/2 用モジュール》 

KA7120 

 

《USB 用モジュール》 

KA7170 

KA7176(バーチャルメディア&オーディオ対応) 

KA7177（バーチャルメディア&スマートカードリー

ダー対応） 

KA7178（デュアルバス&バーチャルメディア&オ

ーディオ対応） 

 

《シリアルモジュール》 

KA7140 

デイジーチェーン対応製品 KM0032 

デイジーチェーン用ケーブル LIN5-68H1-H11G (35cm) 

レガシーSUN システム専用モジュール  

(13W3+ミニ DIN8 ピン) 
KA7130 

SUN システム専用モジュール  

(D-SUB15 ピン+USB) 
KA7170 

（表は次のページに続きます） 
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機能 KM0032 

MAC 用モジュール KA7170 

コンソール側対応モジュール 

《PS/2、USB 両対応モジュール》 

KA7230 

KA7240(バーチャルメディア&オーディオ対応) 
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工場出荷時におけるデフォルト設定 

 

 本製品の工場出荷時におけるデフォルト設定は下表のとおりです。 

 

設定 デフォルト 

アクセス可能なポート  スーパーアドミニストレーター - 全ポートに対してフルア

クセス 

 その他のユーザー – 全ポート未設定 

ビープ音 ON (有効) 

日時 マイコンピューターに同期 

サマータイム (夏時間調整) 有効 

デフォルトゲートウェイ 192.168.0.254 

DHCP 有効 Yes （有効) 

ホットキーコマンドモード On (有効) 

HTTP ポート 80 

HTTPS ポート 443 

インターフェース言語 英語 

IP アドレス 192.168.0.60 

ロックアウト期間 3 分 

ログアウトタイムアウト 0 (無効) 

最大ログイン失敗 5 回 

Occupy タイムアウト 60 秒 

ポートアクセス None (スーパーアドミニストレーターとアドミニストレーターはフ

ルアクセス権限有) 

ポート ID 表示時間 ユーザー定義 (3 秒) 

Port ID 表示モード ポートナンバーとポートネーム 

Port ID 表示位置 左上 

ポート言語 英語(US) 

ポート OS Windows (PC 互換) 

スキャン間隔 5 秒 

スキャンモード アクセス可能で電源が ON のコンピューターを対象 

スクリーンブランカー 0 (無効) 

（表は次のページに続きます） 
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設定 デフォルト 

SMTP サーバーによるメール

通知 

No(無効) 

サブネットマスク 255.255.255.0 

ツールバーホットキー [Scroll Lock][Scroll Lock] 

View Mode アクセス可能で電源が ON のコンピューターを対象 
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工場出荷時におけるデフォルト設定のリストア 

 

 工場出荷時におけるデフォルトのシステム設定やログイン設定をリストアすることができます。 

 

注意： デフォルトのログイン設定をリストアすると、スーパーアドミニストレーター、アドミニスト

レーター、ユーザー、グループの各アカウントはすべて削除されます。 

 

工場出荷時におけるデフォルトのシステム設定(p.237 参照)やログイン設定をリストアする場合は、

下記の手順に従って操作してください。 

 

1. 本体の電源を切って、ケースを外してください。 

 工場出荷時におけるシステムのデフォルト設定をリストアする場合は、メインボードにある

「J4」と書かれたジャンパーをジャンパーキャップでショートさせてください。 

 工場出荷時におけるログインのデフォルト設定をリストアする場合は、メインボードにある

「J3」と書かれたジャンパーをジャンパーキャップでショートさせてください。 

 

 

2. 製品本体に電源を入れてください。 
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3. 工場出荷時におけるデフォルト値がリストアされた、もしくは、デフォルトのユーザーネームとパ

スワードがリストアされたという内容のメッセージがコンソール画面に表示されたら、製品本体

の電源を切ってください。 

4. ジャンパーからジャンパーキャップを外してください。 

5. 手順 1 で外したケースを元に戻し、製品本体に電源を入れてください。 
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KA7140 ピンアサイン 

 

 KA7140 のピンアサインの詳細は下表のとおりです。 

ピン ピンアサイン 

1 DCD  

 

2 RXD 

3 TXD 

4 DTR 

5 GND 

6 DSR 

7 RTS 

8 CTS 

9 N/A 

 

SPHD コネクターについて 

 

 

本製品は KVM ポート、またはコンソールポートに対して SPHD コネクタ

ーを使用しております。コネクターの形状に改良を加えておりますので、

専用の KVM ケーブルのみ製品に接続することが可能です。 
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